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　　　巻 頭 言

コロナ禍で拡大される教科「開発」学の価値

共同教科開発学専攻
議長　飯　島　康　之

　コロナ禍に見舞われた２年間で、多くのことが失われ、多くの混乱が生まれました。二度と起
きてほしくない。そう思います。一方で、それまでの日常を継続できない現実は、日常の背景に
あるものの意識化と、「もしそれを変えるなら何が可能になるのか」という企画化と、試行や検
証の機会も与えてくれました。
　研究開発は、新しい可能性を提案しますが、その採用は、「それまでの平常の破棄」を意味します。
社会の多くの場面において、「高性能、低価格、迅速化」などの訴求力は、新しいモノや仕組み
への新陳代謝の原動力になり、「既存のモノや仕組み」は自然淘汰の中でひっそりと消えていき
ます。
　一方、教育の場ではそう簡単に、「それまでの平常」を破棄することはできません。「それまで
の平常」が続いてきたことにはそれなりの理由があります。実績があります。新しいモノや仕組
みに代替したときに発生する潜在的なリスクなどを考えると、そう簡単には変えることができま
せん。ある意味で、それは当然のことです。当然のことではありますが、個人的には、「あまり
に変わらない現実」を、この30年実感してきました。
　私は図形教育の場において、「動的な探究」を実現したいと思い、Geometric Constructorとい
うソフトを開発しました。初版は1989年です。ソフトだけあっても納得していただけるはずがな
い。いい授業が一番の訴求力のはずだ。そう思って、さまざまな先生方と授業開発を行いました。
新たな教材から新たな授業を設計し、それを実現するためにソフトの改良や教材開発あるいは指
導法の工夫など、一連のことをしました。結果そのものもそうですが、その一連の流れそのもの
がとても魅力的です。もちろん共同研究者の先生方に多くの負担を強いているに違いありません
が、先生方、生徒、私たちそれぞれがそれなりの充実感を感じて取り組んできました。
　テクノロジーの進展は、そのときどきにおいて、さまざまな「壁」を消してくれました。モノ
による教具の開発をソフトの開発に変えることによって、複製が飛躍的に楽になりました。郵便
やFAXでのやりとりやフロッピィでの配布が、インターネット配信により劇的に変わりました。
1995年のことです。共同研究者との議論は、メーリングリストによって日常的に行えるようにな
り、「学校の機器へのインストールの権限の問題」は、Java版の開発で部分的に乗り越えること
ができ、2010年のGC/html5の開発で、根本的に解消しました。
　数学教育としては、「このソフト」の普及が重要なわけではありません。「このようなソフト」
つまり、動的幾何ソフトといわれる種類のものによって、あるいは数学用ソフトによって、数学
教育あるいは教育全体に対してどういう影響を及ぼしうるのかが問題です。世界的に見れば、萌
芽期（1990年前後）に、cabriやGeometerʼs SkechPadなど複数の商業用ソフトが開発され、2000
年にはシンデレラなどが開発され、そして現在は、フリーソフトのGeoGebraが最も「元気」です。
　しかし、世界の数学教育の中で、ICT利用はかなりあたりまえの存在に変わりつつある中で、
日本の数学教育でのICT利用はほとんど変わらないままなのです。あるいはいつまでたっても「非
日常的な研究授業」のための道具のままなのです。「入試で使えないのだから、使わない」とい
うような1990年頃に耳にした言葉をずっと耳にしてきました。そのような感覚は、2016年に附属



高校の校長を併任させていただき、さらに強まりました。さまざまな価値観も行動様式も、自分
が高校生だった40年前とほとんど変わっていないのです。でも、世の中の価値観も行動様式も、
モノも仕組みもかなり変わっているのに。その「変わらない／変われない教育の現実」って、な
んなのだろうと。附属高校が問題ということではありません。高校での数学教育全体が変わって
いないのです。実際、2年前、コロナ禍で休校措置が始まったとき、附属高校の先生方が、さま
ざまな形で新しい授業を提案し、協力しながら実現している姿を、元校長兼大学教員として拝見
しました。その生き生きとした姿は、私にはとても輝いて見えました。
　コロナ禍が教育現場に導いたものの一つは、「WiFiでネットワーク接続された一人一台の端末
群」です。その導入は, 多くの混乱もリスクも多大な経費も伴います。まず「with コロナ」に方
針や行動様式を変え、弱毒化に伴って、いずれは過去の日常に戻っていく。過去の日常に戻れた
ら「非常事態用のシステム」として仕舞いこんでおけばいい。何もなかったように、「元に戻れ
ばいい」…のでしょうか。私は、もう「別の世界に変わってしまった。新しい時代になってしまっ
た。」と思っています。これまでも累積的にたまってきた、さまざまな不合理を見直して、新し
い前提の中での新しいモノや仕組みを再設計するチャンスだと思っています。
　それを見据えていろいろな試行もしています。たとえば、私の学部・大学院での授業はすべて

（３つのカメラで）録画し、その日のうちに編集・アーカイブし、次の日にはアクセスできるよ
うにしています。現状においては、「コロナのリスクがあるので対面参加できない学生」用のオ
ンデマンド素材として利用していますが、「すべての授業の様子が録画されている」ことによっ
て、さまざまな利用可能性があることを実感したいのです。実際、そういう形で学校での授業の
様子を自動的にアーカイブするためのハード・ソフトはかなり低価格化しています。おそらく数
年後には、そのような授業アーカイブを活用するためのシステムも生まれてくるでしょう。さま
ざまな教授スキルを分析し、研修するための仕組みも開発できるでしょう。「一人一台のタブレッ
トシステム」を活用している先生方の話をうかがうと、決してドリルなどの利用だけではないこ
とを実感します。
　たとえば、普段の取り組みを学校での学びに生かしてほしいと思っている企業はかなりあるよ
うですが、学校での実践に参加するに際して、距離・時間・経費の壁が支障になることも多々あ
るようです。そのようなとき、リモート参加という形で実現しているケースもあるとのことで
す。障害のある人の障壁を軽減する上で、ちょっとしたアプリ(あるいは機能, たとえば、読み上
げ機能)を使うだけで、かなり改善できることもあります。昭和的な画一性・標準性への指向から、
多様性などにシフトチェンジをしていく上で、「少なくとも国内のすべての小中学校のインフラ
が変わった」ことは、新しい時代へ切り替わる入場券を購入したことを意味すると実感していま
す。それを非常事態のためのシステムとして仕舞い込むことは、時代に取り残されることにしか
ならないでしょう。
　私のアイデアを具現化し、社会実装していく上で、長い時間も労力も必要でしたが、今回のイ
ンフラは、提案を実行し、共有していく上で、格段の可能性を持っています。それを生かすのか、
生かさないのか、それが問われているともいえます。そう思ったとき、私たちの専攻に名称に入っ
ている「開発」という言葉はすばらしいと、私は思うのです。国内にもさまざまな教育学研究科
はあります。もちろん私たちだって、開発だけに取り組んでいるわけではありません。ただ、新
しい時代に合わせた理論・実践等を「開発」し、提案し、そして社会を変えていく原動力になっ
ていきたいと思うとき、「名は体を表す」と思うのです。
　コロナ禍のようなことは二度と起きてほしくはありません。でも、起こってしまった今回のコ
ロナ禍を、チャンスに変えていきたいし、その上で、名称の中の「開発」にこだわってみること。
それは私たちの想いを束ねていく上での一つの手がかりになると思うのです。



Ⅰ．共同教科開発学専攻の概要



― 2 ― ― 3 ―



― 3 ―



― 4 ― ― 5 ―



― 5 ―



― 6 ― ― 7 ―



― 7 ―



― 8 ― ― 9 ―



― 9 ―



― 10 ― ― 11 ―



― 11 ―



― 12 ― ― 13 ―



― 13 ―



― 14 ― ― 15 ―



― 15 ―



― 16 ― ― 17 ―



― 17 ―



― 18 ― ― 19 ―



― 19 ―



― 20 ― ― 21 ―



― 21 ―





Ⅱ．共同教科開発学専攻連絡協議会
議長年次報告　　　　　　
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令和３年度合同ガイダンス
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Ⅲ．学生の研究課題と指導体制
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Ⅳ．学生の研究計画と研究活動



安　藤　久美子
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　就学移行時の発達障害児の支援－保護者と学校の連携と協働－
〇研究ポイント
　発達障害のある子の義務教育の開始つまり就学移行という時期を迎え，保護者はどのような不安を抱え，
学校はどのように子を支援していくのか，その連携と協働の在り方を検討し、学校生活の適応に導く支援方
略の構築を目的とする。
〇キーワード
　特別支援教育、就学移行時、発達障害児支援、保護者と学校の連携と協働

１　博士論文の計画
　博士論文の構成として、以下のように計画している。

（1） 就学移行期に関する先行研究について、文献レビューを行い、最近の研究の動向を踏まえながら、
県有テーマを絞り込んでいく、文献レビューについては、愛知教育大学の紀要に論文投稿を行う。

（2） 特別支援学校や特別支援学校に子どもが就学した保護者（両親）に質問紙調査①渡辺・菊池（2020a）
の就学移行期の親の心理的特徴尺度②ECBI日本語版アイバーグ子どもの行動評価尺度（2016）③
BDI－Ⅱベック抑うつ質問票もしくはPOMS２日本語版短縮版（2015）の3種類もしくは2種類を実施
する。

（3） 担任に子ども１人につき①SESBI－R日本語版サッターアイバーグ児童生徒の行動評価尺度（2020）
を実施する。

（4） 保護者のECBIと担任のSESBI-Rの比較から，「両親間のとらえ方の相違」「両親と教師のとらえ方
の相違」を分析しつつ、就学移行時のデータおよび進学移行時のデータを増やしていく。

（5） 得られたデータを分析し、有効な支援の方略について考察する。

２　本年度の研究活動
・先行研究の文献レビューについて、愛知教育大学紀要に投稿する。
・半構造化面接時のインタビュー内容について検討を行う。
・質問紙の検査バッテリーについて検討する。
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河　内　照　治
（学籍：愛知教育大学）

○研究テーマ
　石田和男の生活綴方教育実践における「わかる」とその意義の研究
○研究ポイント
　石田和男の生活綴方教育実践における「わかる」とは、子どもの五感を重視した「生活の実感」からスター
トし、科学的認識にまで発展させていくことを目指している。
　すなわち「感性的認識」と「科学的認識」との間に障壁を設けていないことが特徴である。この石田の実
践は、どこまでも「子どもの主体性」を重視した実戦であり、現代の教育のなかで、最も求められている実
践であると共に、子どもの認識形成に結びついている実践であることを明らかにする。　                            
○キーワード
　ありのまま　生活実感　主体性　わかる　学級集団づくり

１　博士論文の計画
　博士論文の計画として、以下のように考えている。
　まず第一に、石田の生活綴方とは、生活のありのままを、書き言葉で書き綴ることを通して、自我の
意識的形成を図っていく教育方法であることを明らかにする。第２に、石田 「ありのまま」について論
究する。ありのままに対象をみるについては、さまざまな捉え方がある。石田和男のありのままに対す
る捉え方は、対象を写真で撮ったようにではなく、その子どもの人格を通してのありのままであること
を明らかにする。第3に、石田の「生活実感」について明らかにする。この生活実感に対する捉え方が、
石田独特の生活綴方教育実践を生み出していったことを、子どもの生活綴方を引用しながら検証してい
く。第４に、石田の「わかる」について論究する。石田の「わかる」は、「生活実感」を「感性的認識」
として「科学的認識」の下位におかなかった、障壁を設けなかったことを論証していく。第５に、石田
の教育実践は、「保護者・地域との連携」を重視したことから生まれてきたものであることを明らかに
する。

２　本年度の研究活動
　日本教育方法学会第57回大会で発表した。「石田和男の生活綴方における生活概念とその意義」（2021
年）
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柴　田　萌　子
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　女子高等教育の機能と構造
〇研究ポイント
　現在、大学の大衆化に伴い女性の進学率は増加し続け、男女差はほぼないと言える中で、女子大学の学校
数は減少傾向に、また全大学に占める割合は低下傾向にある。日本の女子大学を取り巻く環境は年々厳しく
なっており、特に2000年代以降は、受験生の「女子大離れ」に代表される女子大不要論が盛んに謳われてい
る。このような現状の中で女子大学はどのような役割を担っているのか、その存在意義が問われる状況にあ
る。本研究では女子大学の役割や人材輩出機能を規定していると考えられる構造的な特質は何かを検討する
ことを目的とする。
〇キーワード
　女子大学、高等教育、機能と構造

１　博士論文の計画
　本研究では女子大学の役割や人材輩出機能に影響を与えていると考えられる構造的な特質は何かを検
討することを目的とする。戦後、法律や制度の改革により、女子高等教育における基盤が整い、女性が
高等教育を受ける機会は拡大していった。その中で女子大学は機会拡大の受け皿としての役割を果たし
ていた。一時は女子大学の学校数は拡大していたが、現在はその数も縮小傾向にある。このような流れ
の中で女子大学は共学大学にはない独自の役割・人材輩出機能をどのように果たしてきたのか。役割を
規定するものとして、社会的需要があるが、需要に対する供給過程としては、社会的需要の役割に対し
て組織的な対応がなされ、役割が決められる。女子大学はその過程で独自の対応をしてきたのではない
かと考えらえる。そこで、下記の内容について研究を進める。

【研究①】女子大学の歴史的構造と組織変容に関する研究
　旧制の女子教育機関から新制大学制度下での女子大学における社会背景や要請によってどのような変
遷を遂げてきたのかを量的変化や学部設置や学修内容の質的変化とともに高等教育全体の中での女子大
学として整理する。

【研究②】女子大学の運営とその基盤に関する研究
　女子大を維持する法人経営などの側面で女子大学の固有の特質を明らかにする。

【研究③】女子大学のカリキュラムと出口に関する研究
　組織的構造と運営の上に敷かれるカリキュラムにおける教育内容を調査する。カリキュラムについて、
主にカリキュラムの目的、対象、内容、開発、教授法および結果・評価（学位）といった側面から解釈する。

２　本年度の研究活動
　これまでの研究をもとに、博士論文における研究課題の再検討や日本の女子大学が掲げる理念の収集
整理と歴史整理を行った。
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大　矢　知　佳
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　就学前後における脳神経活動に着目した運動遊びの効果の検討
〇研究ポイント
　発達段階の特徴より幼児期・児童期は神経型の発達が著しいことから基本的な動きや多様な動きを獲得す
るために適した時期である。運動や運動遊びの効果をエビデンスに基づき示すため、生理学的指標を用いて
検討することとした。客観的指標からその効果を示すことで、体育の授業といった限られた時間の中でより
効果的なプログラム開発につながると考える。
〇キーワード
　脳神経活動、運動遊び、多様な動き、筋間コヒーレンス、筋電図

１　博士論文の計画
１）ヒトの動きの獲得と脳神経機能の発達から運動の遊びの意義を示す
　　身体を動かす情報や指令は神経細胞によって伝達されている。子どもは神経型の発達が著しい時期

とされており、基礎的な動きの獲得に適した時期である。文献研究よりヒトの動きの獲得の構造と子
どもの脳・神経機能の発達と動きの獲得のメカニズムを整理し、運動遊びの意義について生理学的視
点から示す。

２）歩行中における脳と筋の神経活動の同調性を検討する
　　脳において、感覚器官からの情報と運動司令の情報の統合性より身体の動きの調整をしている。こ

の調整を脳と筋の間の神経活動における同調性から評価するコヒーレンス法が示されている。近年で
は筋電図のみ（筋電図間）のコヒーレンスによって評価が可能であることが示されており、無線の筋
電機器を使用することで運動遊び中の脳神経活動を示すことができるのではないかと考える。 まず、
歩行課題における筋間コヒーレンスについて検討し、単一歩行、二重課題歩行における脳神経活動に
ついて検討する。

３）運動遊び中の脳と神経活動の同調性から運動刺激の効果を検討する
　　運動遊び中の脳・神経活動を評価することで、身体をコントロールする運動制御機能の視点から運

動遊びの効果を検討する。「走」の動作に着目し、「通常の単一走」「競争における走」「障害物を伴っ
た走」、伝承遊びのひとつである「鬼ごっこ（陣取り）」と比較検討し、遊びの要素の有無によって変
化が生じるのか検討する。

２　本年度の研究活動
　本年度は文献調査より、測定部位、運動課題、認知課題、分析方法について検討し、予備実験を複数
回実施して研究方法の検討を行った。今後は、本実験の測定内容について成人を対象に実施して測定方
法の精査を行い、その結果を踏まえて幼児を対象として測定を進めていく予定である。
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西　野　雄一郎
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　J.L.メリアムのミズーリ大学附属初等学校におけるカリキュラム開発に関する研究
〇研究ポイント
　メリアムのミズーリ大学附属初等学校におけるカリキュラム開発を、それが行われた背景や同時代の教育
者の影響を踏まえて明らかにすることを目的とする。また、それによって当時の教育改革の実態解明の一助
とする。
〇キーワード
　メリアム、進歩主義教育、カリキュラム開発、アメリカ、生活科、総合的な学習の時間

１　博士論文の計画
　2021年度は第１に、メリアムの理論構築の過程についての解明を課題として取り組んできた。社会的・
産業的な発展を遂げてきた20世紀初頭のアメリカ社会において、メリアムは、学校教育を近代化・合理
化する意図をもっていた。しかし、その方法としては、時間的経済的な浪費を削減したり、完全な大人
への準備のための教育方法を模索したりするのではなかった。メリアムは「大人の見地」から準備され
た子どもに理解が容易でない従来の教科を脇に置き、「今日における最も適切な適応が、明日の適応に
最も適している」とし、現時点の生活を豊かにするための生活の直接研究を重視した。
　第２に、メリアムのミズーリ学校におけるカリキュラム開発の解明を課題として取り組んできた。メ
リアムがカリキュラムに位置付けた「観察」は、「今日における適応」を、低学年のうちはより身近な
ものと行い、年を重ねるにつれて、より広範囲のものと行う領域だった。一方、「物語」は子どもと大
人の余暇をより有意義に過ごすことができるようになるために設置された領域だった。この二つの領域
は相互に補完し合うときがあった。「物語」は、長期間に及ぶ「観察」における主体的な生活研究を阻
害することなく、余暇読書を通して「観察」と相互補完する形で幅広い知識や教養を獲得し得るものだっ
た。
　第３に、D.ラヴィッチによる批判の克服を課題として研究に取り組んだ。ミズーリ学校は決してラ
ヴィッチのいうような「自発性と無計画性を美徳と考えている」、「子どもの気まぐれに追従しすぎる進
歩主義教育者」の学校ではなく、社会的な必要性から「物語」を設置したり、多種多様な種類の本を生
活の中の余暇読書で読む態度を涵養するために実施計画を立てたりする学校だった。

２　本年度の研究活動
「社会的効率主義とJ.L.メリアムの関係性」第32回日本カリキュラム学会（琉球大学WEB大会）
「J.L.メリアムによる伝統的カリキュラム批判に関する検討―バグリーの形式陶冶に関する見解との比
較を通して―」日本生活科・総合的学習学会全国大会第30回静岡（富士山）大会

「J.L.メリアムのカリキュラム実践へのデューイの影響」日本デューイ学会第64回研究大会
「J.L.メリアムによるミズーリ大学附属初等学校におけるカリキュラム開発 ―教科「物語」に着目し
て―」『アメリカ教育研究』第32号

「J.L.メリアムによるミズーリ大学附属初等学校におけるカリキュラム実践―教科「手仕事」に着目し
て―」『愛知教育大学教育実践センター紀要』第７号
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胡　　　石　帆
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　Scratchを利用したプログラミング初期教育補助ツールの開発
〇研究ポイント
　①　Scratch把握度合いの分析；
　②　学習過程中、機能的なブロックの組み合わせを提示することによるプログラミング出来る幅を広げる；
　③　発想の実現の手伝い、問題解決の方により専念できる。
〇キーワード
　Scratch，プログラミング，学習補助ツール，アイデアの実現、モジュール化

１　博士論文の計画
　本研究は本研究はScratch学習者の発想を実現するための支援と多教科の総合的授業設計を行うこと
を目的として、伝統的なプログラミング開発方法を参考して、よく使用される機能をモジュール化して、
補助教材を開発。計画は今年度中博士論文の完成と論文の投稿。
論文構成：
序章
第１章　Scratch関連する先行研究
第２章　Scratch
第３章　補助ツールの開発目的と着目点
第４章　補助ツールの実践使用状況報告
第５章　アンケートの結果分析と考察
第６章　補助ツールの改良案の提出と今後の課題

２　本年度の研究活動
・2021年３月の授業実践結果統計と分析。
・Scratchを利用したプログラミング教育実例の収集と分析。
・開発ツールの作成。
・投稿用授業実践論文の執筆。
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露　木　　　隆
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　電磁気学分野の概念形成を促す授業の開発
〇研究ポイント
　本研究では、高等学校の電気と磁気の分野において科学的概念の形成を促す教材及び指導プログラムを開
発し、その実践を通して効果の検証を行うことを目的とする。
〇キーワード
　電磁気学、素朴概念、電気抵抗、科学的概念、導電性粘土

１　博士論文の計画
（1）高等学校理科の電気抵抗に関する概念形成を促す授業の開発
　　高等学校物理の「電気と磁気」単元の電気抵抗に関する素朴概念の抽出を行い、その修正を行うた

めの教材及び指導プログラムを検討し、実践した。最初に、電気抵抗の形状と抵抗値に関する学習前
の概念調査から、多くの生徒が「電気抵抗の体積が大きいほど抵抗値も大きくなる」「電気抵抗の長
さが長いほど抵抗値は大きくなり、断面積には依存しない」といった素朴概念を持つことが明らかに
なった。これらの素朴概念を修正し、科学概念を形成するため、本研究では導電性があり、抵抗率と
形状を自由に変えることのできる導電性粘土を自作し、実験に用いた。実験を通して素朴概念と科学
概念の矛盾点を明確化するとともに、実験後のグループ討議を通して素朴概念の獲得要因を明確化し、
さらに既有の知識の中で科学概念の説明方法を考えることで電気抵抗に関する素朴概念の修正や科学
概念の形成が行われた。実験群と統制群の事前、事後及び遅延調査の結果から、導電性粘土を用いた
指導プログラムにより、電気抵抗に関する素朴概念が修正され、科学概念が形成されるとともに、形
成された科学概念が保持されることも確認できた。今後は、合成抵抗や電力、ホイートストンブリッ
ジ等の電気抵抗に関する概念形成への導電性粘土の応用の可能性について検討する。

（2）中学校理科の電気抵抗の概念形成過程に関する事例研究
　　中学校２年生「電流と回路」単元の電気抵抗に関する科学的概念の形成を行うための指導プログラ

ムを実践する中で、電気抵抗に関する概念形成がいつ、どのように行われるかについて概念調査と発
話記録をもとに、概念変化とメタ認知の関連に関する６要素を用いて分析を行った。電気抵抗の基本
的概念については、抵抗器を接続した回路の電流値を観察することで形成された。また、抵抗の形状
と抵抗値に関する科学的概念の形成については、事前調査において素朴概念がモニタリングされ、実
験により科学的概念と素朴概念との矛盾点や共通点を明確にすることで概念形成が進み、実験後のグ
ループ討議によって概念が精緻化され、さらに、説明を受けることで、既有の知識や概念と科学的概
念が接続し、概念理解が深化・拡大することで、自信と実感を伴った科学的概念が形成されることが
分かった。今後は、小学生を対象とした電気抵抗の概念形成を促す指導プログラムを開発し、実践し
たいと考えている。

２　本年度の研究活動
　「電気抵抗に関する概念形成を促す授業の開発」について理科教育学会に投稿し査読対応中
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加　藤　　　智
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　非認知的スキルの育成に資する「サービス・ラーニング型」総合的な学習の時間に関する研究
〇研究ポイント
　近年国際的に注目を集めている「非認知的スキル（non-cognitive skills）」の育成に資する総合的な学習の
時間の在り方について，理論的かつ実証的に明らかにし，総合的な学習の時間一層の充実と発展につなげる。
〇キーワード
　非認知的スキル、総合的な学習の時間、サービス・ラーニング

１　博士論文の計画
　2021年度は、「サービス・ラーニング型」総合的な学習の時間が育成する非認知的スキルに関する質
問紙調査の分析を行うとともに、非認知的スキルと認知的なスキル・能力の関係性について明らかにす
る研究を行った。また、近年注目を集めている社会性と情動の学習（Social Emotional Learning, SEL）
に関する資料収集を行い、総合的な学習の時間におけるSELの可能性について考察した。

２　本年度の研究活動
（1）論文

加藤智（2022）「新学習指導要領における総合的な学習の時間が育成する資質・能力－認知的能力・
非認知的能力の視点からの考察－」愛知淑徳大学文学部『愛知淑徳大学論集－文学部篇－』第47号
加藤智（2022）「生活科で育成される資質・能力と学習評価に関する一考察」愛知淑徳大学教育学会『学
び舎－教職課程研究－』第17号
加藤智・吉見果純（2022）「総合的な学習の時間のコーディネーターの成果と課題－仙台市における「生
活・総合コーディネーター」のサポートを受けた教師へのインタビュー調査をもとに－」愛知淑徳大
学教職・司書・学芸員教育センター『教志会研究年報』第８号

（2）学会発表
加藤智（2021）「総合的な学習の時間が育成するコーピングスキルに関する一考察」日本生活科・総
合的学習教育学会第30回全国大会（オンライン）
加藤智（2021）「総合的な学習の時間が育成する非認知的スキルと教科の学力との関係に関する一考察」
日本教科教育学会第47回全国大会（オンライン）

（3）その他
加藤智（2021）「総合的な学習の時間の改訂の要点「目標の改善」のポイント」生活科教育研究会『生
活科の探究』研究大会号 No.123
加藤智（2022）「高等学校総合的な探究の時間における学習指導と学習評価の工夫改善」文部科学省
教育課程課『中等教育資料』３月号
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新鶴田　道　也
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　理科物理分野における電気に関する教材及び指導法の開発
〇研究ポイント
　カーボン・ナノチューブ・ペーパー（CNP）を用いた視覚的理解が可能な新規教材開発とその応用
〇キーワード
　教材開発、電気抵抗、カーボン・ナノチューブ・ペーパー、中学校理科、高等学校物理、理数探究

１　博士論文の計画
　理科物理分野において、電気に関する教材と指導法の開発を行っている。具体的には、カーボン・ナ
ノチューブ・ペーパーを用いた視覚的理解が可能な新規教材開発とその応用可能性の検討である。カー
ボン・ナノチューブ・ペーパーは形状加工が容易で、形状変化の視覚的理解が可能である。電気抵抗の
学習において教材化することで、電気抵抗値の形状依存性を視覚的に理解できる定量的な実験が、授業
時間内で実施可能となる。本年度は中学校及び高等学校において実践した結果を分析し、研究成果をま
とめた。
　中学校理科「電流とその利用」単元において本指導法を実施することで、現在は発展的内容として扱
われている「電気抵抗値の形状依存性」に関して、実験活動を伴って理解させることが可能であり、電
気抵抗の基本的な概念形成や合成抵抗の理解を促すことが示唆された。

２　本年度の研究活動
（1）論文
・新鶴田道也，大久保博和，岩山勉（2022）：電気抵抗の視覚的提示で合成抵抗の理解を促す授業の構

想と実践－中学校理科「電流とその利用」単元におけるCNP抵抗器の活用－，教科開発学論集，第10号，
47-56.

・新鶴田道也，大久保博和，岩山勉（2021）：カーボン・ナノチューブ・ペーパーを用いた電気抵抗の
探究的学習，物理教育，69(3), 145-150.

・新鶴田道也，大久保博和，岩山勉（2022）：中学校理科における電気抵抗の形状依存性の導入に向け
ての検討－抵抗体の形状を２次元的に変化させた電気抵抗値の測定実験の評価から－，科学教育研究，
46(2), （印刷中）．

（2）学会発表
・新鶴田道也，荒谷航平，郡司賀透（2021）：アメリカ初等化学教育のエンジニアリングデザインプロ

セス−日本の初等理科ものづくり活動との比較−，日本理科教育学会第71回全国大会．
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中　村　仁　志
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　「デューイ実験学校の歴史科教育論の構造とその形成基盤に関する研究」
〇研究ポイント
　米国の教育学者・哲学者ジョン・デューイ（John Dewey）は、シカゴ大学附属小学校、通称「デューイ
実験学校（Dewey’s Laboratory School）」の開設・運営に携わったことで知られている。デューイ実験学校
の歴史科は理科とともにカリキュラム統合の基盤となった教科であり、子どもの興味や知的発達に配慮され、
子どもの生活や他教科との「相関」が図られた。
　本研究では、デューイ実験学校の教師の歴史科教育論を主たる分析対象とし、その構造と形成基盤を解明
することを目的とする。
〇キーワード
　ジョン・デューイ、デューイ実験学校、歴史教育

１　博士論文の計画
　本研究では、上記の研究目的を達成するために、次の４点の作業課題を設定し、研究を進めてゆく。
第一に、20世紀への転換期米国における初等歴史科教育論の展開とその課題の分析、第二に、デューイ
実験学校の教師の歴史科教育論の形成基盤の分析、第三に、デューイ実験学校の教師の歴史科教育論の
構造と実践の具体の分析、第四に、デューイ実験学校における歴史科と他教科等の「相関」の論理と教
師の協働の分析である。
　博士課程３年次である今年度は、日本生活科・総合的学習教育学会第30回静岡（富士山）大会で「『子
ども理解』を基盤とした教科横断的な学習に関する一考察―デューイ実験学校の教育実践における『相
関』と『社会的等価物への翻訳』を手がかりに―」と題する研究発表を行い、『生活科・総合的学習研究』
に「シカゴ大学時代のデューイ思想の活動構成論としての再構成」と題する論文を投稿した。
　今後は、博士論文の中で未執筆および執筆途中になっている章・節の執筆を進めてゆく。

２　本年度の研究活動
（1）論文

中村仁志（2022）「シカゴ大学時代のデューイ思想の活動構成論としての再構成」愛知教育大学生活
科教育講座『生活科・総合的学習研究』（印刷中）。

（2）学会発表
中村仁志（2021）「『子ども理解』を基盤とした教科横断的な学習に関する一考察―デューイ実験学校

の教育実践における『相関』と『社会的等価物への翻訳』を手がかりに―」日本生活科・総合的学
習教育学会第30回静岡（富士山）大会。
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大久保　博　和
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　科学的概念の定着を促す実験教材の開発と指導方法の検討
〇研究ポイント
　科学的概念の定着を目的とした実験教材の開発と指導方法を提案し、その効果と課題を検討する。
〇キーワード
　科学的概念、教材開発、電熱線の発熱、カーボン・ナノチューブ・ペーパー

１　博士論文の計画
　物理分野での科学的概念の定着に関する論文は力学・電磁気分野で多く報告されている。科学的概念
の定着への方法としては教材の開発と教授法の改善が挙げられる。本研究では科学的概念の定着に効果
がある教材の開発とその効果の検証を目的としている。中学校における「電気」の学習内容の中から「電
熱線による発熱」を中心に、「電流」、「電気抵抗」、「発熱」の概念定着を図る教材の開発を進める。中
学校での「電熱線による発熱」の実験は生徒実験及び教師の演示実験を含めて50％程度しか実施されて
いない。その理由として実験の準備や実験そのものに時間がかかること、火傷や感電などの危険がある
ことが挙げられている。本研究では、電熱線に代わる抵抗体を利用した安全で実施しやすい発熱実験教
材を開発する。教材にはこれまでの「電熱線による発熱」での電力の概念獲得だけではなく、発熱と電
気抵抗との関係、抵抗体を流れる電流による発熱を視覚的に観察できる機能を持たせる。この教材で授
業実践を行い、その効果を検証することを目的としている。
　３年次は、開発する教材の基礎的な研究が中心であり、授業実践はできなかった。今後は先行研究に
おける実態調査の結果、開発された教材、指導（授業）方法などを基に、研究目的に沿った調査問題を
作成し、試行調査を実施して授業実践への準備を進める。博士論文は基礎研究の結果と今後の実践の結
果を基に構成する予定である。

２　本年度の研究活動
・投稿論文　物理教育学会（2022．３．８受理　査読中）
　カーボン･ナノチューブ･ペーパーと液晶サーモグラフシートによる発熱教材
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澤　田　育　子
（学籍：愛知教育大学）

〇研究テーマ
　高等学校における発声指導に関する研究　― シンガーズ・フォルマントを強化するための発声法の検討 ―
〇研究ポイント
　共鳴腔を意識した発声法と呼吸法を意識した発声法の比較実験
〇キーワード
　resonant voices（響く歌声）、high school（高等学校）、singing instruction（歌唱指導）、vocalization（発
声法）、singer’s formant（シンガーズ・フォルマント）、resonance cavity（共鳴腔）

１　博士論文の概要
　本研究の目的は、「響く歌声」の音響的特徴であるシンガーズ・フォルマント※を強化する歌唱指導
法を探求し、新たな視点で歌唱指導することを提案することである。遠くに響く声を科学的に分析する
と、シンガーズ・フォルマントと呼ばれる音響特徴がみられる。多くの研究者がこのシンガーズ・フォ
ルマントについての解明や実験・分析を行っているが、どのように具体的指導をすればシンガーズ・フォ
ルマントが強化されるか、いまだ明確になっていない。そこで、共鳴腔を意識した発声法と呼吸法を意
識した発声法の指導を行い、指導前後のシンガーズ・フォルマントの増加率を比較し、この実験結果を
もとに、共鳴腔による指導の有効性を実証する。
※シンガーズ・フォルマントとは、「よく共鳴する」歌唱に見られ、2,500～3,200Hzの領域に見られる山形の音響スペクトルのこと。

　論文構成は以下のとおりである。
序論　論文の背景
本論
　第１章　響く歌声についての国内外の研究の概観
　　第１節　研究方法
　　第２節　調査結果
　　第３節　考察
　　第４節　まとめ
　第２章　高等学校の音楽教師の歌唱指導に関する
　　　　　調査研究
　　第１節　研究方法
　　第２節　全体集計結果
　　第３節　「教師の属性」と「独唱・合唱の発声
　　　　　　関係で重視する事柄」の関係
　　第４節　まとめと課題

２　本年度の研究活動
（1）学会誌への投稿

「高等学校における発声指導に関する研究－シンガーズ・フォルマントを強化するための発声法の検
討―」を日本声楽発声学会に投稿し、『声楽発声研究』No.12　に研究論文として掲載予定。

（2）口頭発表
　令和３年度岐阜県高等学校教育研究会 第１回研究協議会（音楽）関市文化会館
　第１部 研究発表　澤田育子「高等学校の音楽教師の歌唱指導に関する研究」2021.11.16.

第３章　歌唱の分析方法と指導法に関する検討
　第１節　歌唱の可視化
　第２節　歌唱の指導法についての文献調査
　第３節　まとめと研究課題
第４章　共鳴腔と呼吸法の発声法の比較実験
　第１節　研究方法と内容
　第２節　本実験結果
　第３節　考察
結論　研究成果と今後の課題
　第１節　研究成果
　第２節　今後の課題
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二　見　隆　亮
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　「多様な経験を通じた内省過程に着眼した自己探究型ランニング学習」（仮）
〇研究ポイント
　「自分をひもとくこと」を目的に据えた段階的なランニング学習の意義を明らかにする。
〇キーワード
　ランニング、総合学習、内省、自己評価、自己教育

１　博士論文の計画
（1）研究の経過

　2021年度はこれまでの下地を生かしての授業実践に注力する１年となった。授業履修を終え、先生
方からのアドバイスをもとに授業を構成し、修改正を繰り返しながら、大学生を対象とした健康体育
演習（計３回）、中学生を対象とした総合的な探究の時間（自分をひもとくランニング計21回）の授
業実践を行った。
　前者においては大学1・2年生にランニングに対しての印象・認識を書き出してもらった上で、から
だほぐし、スロージョギング、からだの使い方・運び方を段階的に学んだもらい、キャンパス内を自
由に走ってもらった。結果、大半の学生にもともとあったランニングへの印象・認識が変化した様子
がうかがえた。
　後者においては中学3年生にランニングに対しての考え方・捉え方と合わせて、「自分をひもとく」
という言葉の意味について考えてもらった上で、全体・個人・グループでの実践に区分けされた多様
なランニングを体験的に学んでもらった。結果、もともとのランニングに対しての考え方・捉え方が
好転したというよりはより具体的・多様的・固有的な視点を獲得していった様子がことに最終発表会
からうかがえた。
　論文執筆状況に関しては、展望の区分でJournal of Health Psychology Researchに投稿（8月）した
論文は不採用、総説の区分でウォーキング研究に投稿（11月）した論文は資料論文として掲載となっ
た。現在、前者を書き換え共生科学に投稿（12月）した論文が査読中である。結果的に2021年度も提
出要件を揃えることはできず、博士論文提出は来期に見送る形となった。博士論文題目には「多様な
経験を通じた」を加え、「内省」を「内省過程」に変更し、中学校での実践を主とするものとして構
成し直すことにした。

（2）今後の展開
　この先は、分析の完了していないインタビュー調査と上記２つの授業実践の全３章分の執筆が主な動
きになるが、個々に焦点を当てた調査また実践をいかに論文化していくかに関しては大きな課題として
残っている。そこで当事者研究、一人称研究、ライフストーリー研究の中に手がかりがないか探しなが
ら、必要に応じて自身の論文をまとめるための方法論を1つの論文としてまとめることも検討したい。
　2021年度は新たに日本共生科学会に入会した。様々な研究領域が複雑に絡み合う自身の研究をむし
ろ強みに博士論文全体を精緻化していきたいと考えている。

２　本年度の研究活動
（1）学会活動
　日本共生科学会入会

（2）投稿論文
ウォーキング研究『ウォーキングとランニングにおける自分学について』（資料論文）
共生科学『ランニングにおける内省に関する哲学的試論』（査読中）

― 60 ― ― 61 ―



三　宅　昂　子
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　養護診断に関する研究動向を踏まえ、養護診断における養護教諭の意思決定モデルを開発・検討し、養護
診断の力量向上を目指した教材を提案する。その際、養護診断の対象を小学生に焦点化するとともに、養護
診断の内容についても「心理的な要因が存在する可能性のある状態」に限定する。
〇研究ポイント
　養護実践から帰納的な手法により生成された養護診断の意思決定モデルや意思決定に影響を与える視点や
経験年数といった養護教諭の特性を踏まえた検討を行う。
〇キーワード
　養護診断　意思決定　心理的な要因が存在する可能性のある状態　小学生

１　博士論文の計画
　第１部では、養護診断の定義および課題を明らかにする（研究１）とともに、教師や養護教諭の意思
決定に関する研究を概観する（研究２）ことで、養護診断の力量向上に意思決定が貢献することを言及
する。
　第２部では、これまでの養護診断研究では指摘されてこなかった養護診断における養護教諭の意思決
定を検討する。その際、技能の速さや正確さといった手際のよさを求められる「緊急性・重症性の高い
救急処置」に関する養護診断に対して、養護診断「心理的な要因が存在する可能性のある状態」にあっ
ては、複数の選択肢の中から児童の状態や背景要因をもとに柔軟かつ効果的に対処することが求められ
るため、意思決定が複雑かつ多様であると推測する。また本研究では、養護教諭の職務の特性を鑑みな
がら行うことが可能な「心理的な要因が存在する可能性のある状態」に焦点をあて、発達段階も小学校
段階に限定する。まず、研究３において小学校に勤務する養護教諭を対象として、半構造化面接を実施、
養護診断「心理的な要因が存在する可能性のある状態」における意思決定モデルの開発を行う。次に、
研究３で開発した意思決定モデルの信頼性・妥当性を検討するために、量的検討を行い、養護教諭の特
性との関連性の検討についても言及する（研究４）。さらに、経験年数を参考に初任、中堅、熟練養護
教諭に分け、養護診断「心理的な要因が存在する可能性のある状態」における意思決定について検討す
る（研究５）。それを踏まえ、経験年数６年から10年の中堅養護教諭に焦点を当て、養護診断「心理的
な要因が存在する可能性のある状態」における意思決定の力量向上方法に関して質的検討を行う（研究
６）。
　第３部では、第１部と第２部から得られた養護診断「心理的な要因が存在する可能性のある状態」（小
学生版）における養護教諭の意思決定と養護教諭の特性について、総合的に考察する。

２　本年度の研究活動
　研究計画の立案および、研究１（養護診断の定義および課題）に関して論文投稿を行った。
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山　元　　　薫
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　知的障害特別支援学校における授業力を高めるツールの開発
　―授業づくり研修に活用した有効性の検討―
〇研究ポイント
　①　知的障害教育における基盤的課題を整理していること
　②　「特性」「発達」「教科」をつなぐツールを開発していること
　③　知的障害特別支援学校の組織的構造を踏まえた研修での活用を検討していること
〇キーワード
　知的障害教育、授業力、発達的基盤

１　博士論文の計画
　以下、各章立ての進捗状況について報告する。
＜第１章＞問題の所在

　第１節知的障害教育の規模の拡大、第２節知的障害教育における教育課程の構造、第３節知的障害
特別支援学校における専門性向上に関する組織的課題で構成の予定である。

＜第２章＞本研究の目的と構成
＜第３章＞知的障害教育における「特性」「発達」「教科」をつなぐツールの開発

　本ツールの開発の手続きを明示し、知的障害のある児童生徒の国語科、算数科（数学科）のラーニ
ングマップの構造を解説する予定である。

＜第４章＞ラーニングマップを活用した授業づくり研修の学校組織に及ぼす影響　
　ラーニングマップの活用を通して、学校組織の変容を教員の意識変化から明らかにする。経験年数
ごとのラーニングマップの活用とその効果について特徴的な効果について論文を投稿中。

＜第５章＞　総合考察
　　ラーニングマップ開発の意義と学校組織におけるラーニングマップ活用の可能性について言及する。

２　本年度の研究活動
＜学会活動＞

第59回　日本特殊教育学会　自主シンポジウム企画・司会　オンライン開催
　「知的障害教育における国語、算数・数学科の指導Ⅱ」
第59回　日本特殊教育学会　自主シンポジウム企画　オンライン開催
　「知的障害特別支援学校における個別の指導計画を生かした還流型電子システムの開発」

＜論文執筆＞
山元薫・笹原雄介（2021）「知的障害教育における「特性」「発達」「教科」をつなぐラーニングマッ

プの開発」、静岡大学教育学部研究報告（教科教育学篇）第53号、153－162
山元薫（2022）「「発達段階」「障害特性」「教科内容」を意識した授業づくりの 知的障害特別支援学

校の組織に及ぼす影響 ―ラーニングマップを活用した授業づくり研修の効果検証―」について査
読中

― 62 ― ― 63 ―



岡　村　明　夢
（学籍：静岡大学）

１　博士論文の計画
（1）研究テーマ　日本語母語話者の英語非対格動詞の過剰受動化の誤りに関する研究
（2）研究の目的

　日本語母語話者を含む英語を第二言語として学ぶ学習者が、能動態で用いなければならない非対格
動詞を過剰受動化して産出する誤りが観察されている。この現象に関してこれまでの研究では以下の
要因が提案されている。
ａ）主語の有生性の影響：主語が無生物の場合、有生物よりも過剰受動化が起こりやすい。
ｂ）連想される動作主の有無：動作主が連想される文脈では、動作主が存在しない文脈よりも過剰受

動化が起こりやすい。
ｃ）動詞の完結性の影響：動詞の完結性が強い動詞ほど過剰受動化が起こりやすい。
ｄ）母語における自他交替の有無による影響：母語において自他交替がある動詞（例、起こる−起こ

す）は自動詞用法のみの動詞(例、到着する)より過剰受動化が起こりやすい。
　以上のように、過剰受動化の誤りの要因が提案されているが、これら複数の要因を比較した研究は
あまり行われておらず、どの要因が過剰受動化に最も強く影響するのか分かっていない。そこで本研
究では、上に挙げた４つの要因を比較した上で、それぞれの要因がどの程度過剰受動化に影響を及ぼ
すのかを明らかにする。さらに、過剰受動化の誤りの原因を明確にした上で、学校における文法指導
や教科書や参考書等での非対格動詞の扱われ方など、学校英語教育が非対格動詞の習得にどのように
影響するのかも調査する予定である。

（3）研究の計画
　本研究では以下の４つの実験を行うことで非対格動詞の習得の実態について明らかする。
実験１：主語の有生性と連想される動作主の比較
実験２：主語の有生性と動詞の完結性の比較
実験３：主語の有生性と母語における自他交替の有無の比較
実験４：連想される動作主と母語における自他交替の有無の比較
　さらに、学校英語教育の影響について調査するため、学習者や現場の英語教員を対象にアンケート
調査を行う予定である。学習者への調査では、これまでの学校で受けてきた授業において、自動詞や
受動態に関してどのような指導を受けてきたのかを、教員への調査では、授業において、自動詞や受
動態をどのように指導しているのかを質問する。同時に、現在使用されている教科書や参考書におい
てそれらの文法がどのように扱われているのかも調べる予定である。

２　研究の経過及び今後の展開
　現在までのところ、実験１と実験２を実施した。その２つの実験結果をまとめたものを全国誌に論文
投稿する予定である。2022年度７月までに全ての実験を実施し、8月以降、学校英語教育が過剰受動化
の誤りに与える影響について調査する。
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高　根　信　吾
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　バレーボールにおける学習プログラムの開発とその実践が思考・判断過程に及ぼす学習効果の研究
〇研究ポイント
　本研究は、教科開発学の一環として、教科専門であるスポーツ哲学と教科教育である体育科教育を融合・
発展させた教科学（創造系教科学）を中心に、バレーボールの本質的な概念的検討（教育内容論）やバレー
ボールを教材とする体育科の授業に関する考察（教材論）などを行う。
〇キーワード
　バレーボール、学習プログラム、思考・判断、シチュエーショントレーニング、状況判断

１　博士論文の計画
研究の目的および構成：本研究は、バレーボールを教材とする体育科の授業改善に寄与することを企図
して、開発した学習プログラムの実践が思考・判断過程に及ぼす学習効果の有効性を明らかにすること
を目的とする。そのために、第１章では教材としてのバレーボールの本質的概念考察を、第２章では学
習プログラム開発による研究授業構想を、第３章ではその研究授業実践とその実践が及ぼす学習効果検
証を行う。
　第１章　バレーボールの定義および競技特性
　第２章　バレーボールの競技特性を体現化する学習プログラム開発
　第３章　学習プログラムの実践と学習効果の検証
研究概要：第１章では、バレーボールがどのようなものであるかという視点からバレーボールの競技特
性について考察を進め、差異論的アプローチという方法を採用してバレーボールにおける定義を提示し
た。第２章では、競技特性を体現化する学習プログラム開発を行い、単元計画を考案した。研究授業に
おいては、受講生の思考や判断過程に着目した検証を実施するため、それらを明らかにすることを企図
した独自のワークシートを作成し、その際、「不便益」というコンセプトを援用した。第３章では、「学
習プログラムを組み込んだ単元計画」を研究授業として実践し、その学習効果を検証した。研究授業の
実践は高等学校で行い、授業でテーマとしてきた「方向変換」「返球」「状況判断」「セット」について、
受講生の思考の高まりが確認でき、学習プログラムの効果が明らかになった。

２　本年度の研究活動
【研究論文（筆頭４本のみ掲載、他２本）】
①　高根信吾「バレーボールの競技特性に関する研究─差異論的アプローチによる定義化の試み─」『バ

レーボール研究』23(1), 2021, pp.11-17.
②　高根信吾・塚本博之「授業における練習とゲームの現状把握および両者間にみられる隔たりの指摘

─女子大学生の授業におけるバレーボールのゲームでのボール移動に着目して─」『バレーボール
研究』23(1), 2021, pp.65-71.

③　高根信吾・朝比奈祐弥・新保淳「シチュエーショントレーニングを導入したバレーボールの単元計
画に関する研究：高等学校における体育実践の事例」『常葉大学経営学部紀要』9(1), 2021, pp.25-33.

④　高根信吾・新保淳「バレーボールにおける学習プログラムの開発と実践およびその学習効果─状況
判断に着目して─」『教科開発学論集』10, 2022, pp.81-94.
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古　田　このみ
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　受動歩行模型教材を用いた中学校から大学を対象とした科学的探究活動の開発
〇研究ポイント
　受動歩行模型教材を用いた探究活動による科学的探究の力の育成
〇キーワード
　受動歩行、科学的探究、問題解決、探究活動、ものづくり

１　博士論文の計画
　近年、科学的探究の力の育成が強く求められている一方で、教員の共通認識が図られていないことや
容易に実施可能な教材が不足しているなどの課題が存在している。そこで、科学的探究活動を実施可能
な教材として受動歩行模型を取り上げる。受動歩行は、位置エネルギーを運動エネルギーに変換して斜
面を移動する歩行であり、歩行ロボットの機構としても研究が進められている。本研究で開発した紙製
４足受動歩行模型は紙・はさみ・のりのみで製作が可能であり、脚の長さ、足底の角度、模型の重さ、
模型の大きさや材質、歩行斜面の材質や角度等、学習者が変更可能なパラメータが多く存在する。本年
度は、受動歩行模型を用いた科学的探究活動・ワークシート・評価項目の開発を行い、開発した活動を
大学生・中学生を対象に実施した。大学生を対象とした実践では、開発したワークシートにより課題設
定や仮説設定の手順を理解できること、評価基準を示すことで自己調整しながら活動を遂行できること
等が明らかになった。また、実践により明らかになった課題点を基に活動・ワークシート・評価基準を
修正した。次年度は中学生を対象に実施した探究活動を分析し、科学的探究の力の育成へのつながりを
明らかにする。

２　本年度の研究活動
［論文]
１）松永泰弘・古田このみ：紙製４足受動歩行模型を用いた小学生対象の授業実践，日本産業技術教育

学会誌，第63巻，第２号，pp.207-214(2021)
２）松永泰弘・古田このみ：たわみ変形により歩行する４足受動歩行模型の材料と大きさに関する研究，

日本産業技術教育学会誌，第63巻，第３号，pp.325-333(2021)
３）松永泰弘・古田このみ：紙製３足受動歩行模型教材の開発と授業実践，日本産業技術教育学会誌，

第64巻，第１号，pp.1-8(2022)
４）古田このみ・松永泰弘：科学的探究の力の育成に向けた受動歩行模型を用いた活動の開発と実践に

よる検証，日本産業技術教育学会誌（査読中）
［学会発表]
１）古田このみ・松永泰弘：科学的探究における受動歩行模型教材の意義，日本産業技術教育学会第64

回全国大会　講演要旨集，p.99(2021)
２）古田このみ・松永泰弘：大学における紙製４足受動歩行模型を用いた科学的探究活動，第39回日本

産業技術教育学会東海支部大会　講演論文集，pp.5-8(2020)
� （他１件）

― 65 ―



小柳津　和　博
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　重症心身障害児と関わり合いを促すインクルーシブ保育自己評価表の開発
〇研究ポイント
　本研究では、インクルーシブ保育における重症心身障害児と他児との関わり合いを促す保育者の専門性を
明らかにし、保育者が自身を点検できる自己評価表を開発する。
〇キーワード
　インクルーシブ保育・重症心身障害児・関わり合い

１　博士論文の計画
（1）研究の目的

　インクルーシブ保育において、子ども同士の関わり合いを促す保育者の専門性やスキルの標準化研
究が進められているところである。しかしながら発達障害児を対象とした研究が中心で、近年増加傾
向にある重症心身障害児を含む集団においては、子ども同士の関わり合いを促す具体的な保育者専門
性は明らかになっていない。そこで本研究では、重症心身障害児と他児との関わり合いを促す保育者
の専門性を明らかにし、保育者が自身を点検できる自己評価表を開発することを目的とする。自己評
価表の開発を通して、重症心身障害児を含む集団のインクルーシブ保育を担う保育者の力量向上に寄
与したいと考えた。

（2）研究の進捗状況
　本研究は大きく以下の４つの研究から構成する。
　研究１：重症心身障害児との関わり合いを促す保育者の専門性の可視化
　　　　　―保育場面からの質的研究―
　研究２：重症心身障害児を含む集団の保育を創造する専門性の検討
　　　　　―保育者への質問紙調査研究―
　研究３：海外のインクルーシブ教育（保育）における鍵項目の抽出
　　　　　―欧州、北米と本国との違い―
　研究４：重症心身障害児との関わり合いを促す保育自己評価項目の抽出
　研究１については成果をまとめ、学会誌に投稿済（査読中）である。研究２は現在執筆中であり、
2022年度前期に学会誌への投稿を予定している。研究３については、拙稿として２本発表済である。
研究４は調査結果の分析を進めており、2022年度中の学会で成果を発表予定である。

２　本年度の研究活動
（1）論文
　小柳津和博（2021）日本型インクルーシブ教育システムにおける課題の可視化―米国の特別教育施策

を基にした検討―, 桜花学園大学保育学部研究紀要, 24, 21-33.
（2）学会発表等
　小柳津和博・野々山貴（2021）インクルーシブ保育に必要な保育者の役割に関する研究―子ども同士

の関わり合いを促す創造力―, 第73回日本保育学会.
　小柳津和博・野々山貴（2021）重症心身障害児と関わり合うインクルーシブ保育を創造する力の考察,

日本特殊教育学会第59回大会.
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室　伏　春　樹
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　プロジェクトマネジメントに基づく技術教育の提案
〇研究ポイント
　中学校技術・家庭の技術分野ではプロジェクト法による学習が伝統的に利用されてきたが、プロジェクト
の進め方を学ぶことは含まれてこなかった。本研究はプロジェクト法による学習にJIS Q 21500：2018で標準
化された「プロジェクトマネジメントの手引き」を利用することで、プロジェクト法による学習を維持しつ
つ、プロジェクトの進め方の知識を習得させることを目的としている。ものづくりを通してプロジェクトの
進め方の知識を習得させることで、技術科の指導内容を包括する問題発見・課題解決能力を育成できること
を明らかにする。
〇キーワード
　技術科教育、ものづくり学習、プロジェクトマネジメント、PBL (Project Based Learning)

１　博士論文の計画
　本論文は次の７章で構成する。１章では持続可能な社会の構築に向けて山積する課題に対して変革を
目指す人材に必要な問題解決能力等の資質・能力に関する社会情勢をまとめる。２章では１章で示した
社会情勢を踏まえ、プロジェクトマネジメントに基づく技術教育を提案し、本研究の目的や方法および
全体構成を示す。３章では中学校の技術分野教科書を分析し、現状の技術科教育におけるプロジェクト
マネジメントの要素の検討を行う。４章では提案に基づく教育実践を行い、５章で教育実践において得
られたデータから教育効果を考察する。６章では提案の実現にむけた検討と課題を議論し、７章で本研
究の成果および教科開発学としての意義をまとめる。

２　本年度の研究活動
（1）記事

室伏春樹・岡本駿「技術科における早期プロジェクトマネジメント教育に向けた教科書分析」プロジェ
クトマネジメント学会誌23(4), pp25-28(2022)

（2）発表
室伏春樹「プロジェクトマネジメントに基づいた技術教育の提案」第12回教科開発学研究会(2021)
室伏春樹「スクラッチを利用した協働制作の実践と効果の検討」一般社団法人日本産業技術教育学会 
第37回情報分科会（大阪）研究発表会(2022)
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菊　本　智　之
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　我が国の伝統的な「かた」学習の原理を活用した中学校保健体育科「剣道」授業の教材開発および学習プ
ログラムの開発
〇研究ポイント
　現在、中学校の保健体育科において、「武道」領域は1,2年生で必修である。「武道」領域の学びには、我
が国の文化と伝統を尊重する態度が育成されることが企図されているが、実際の「剣道」の授業では、他の
種目に代替できる内容の教材が多く、教育基本法や学習指導要領が目標とする授業内容を十分満たしている
とは言い難い。このような問題意識から、本研究では、我が国の伝統的学習法が色濃くみられる「剣道」の「か
た」の教育的意義を検証し、中学校の武道領域の学習に適した教材開発と学習プログラム開発を行っていく。
〇キーワード
　中学校保健体育科、剣道、かた、伝統的学習法、教育的意義

１　博士論文の計画
　本研究の目的は、中学校の保健体育科で必修となっている武道学習の本義について検証し、我が国固
有の伝統と文化を内包する「かた」学習の原理を活用した「剣道」授業の教材開発と学習プログラムを
開発することである。そのためのプロセスとして、まず、先行研究から、学校教育における武道導入の
経緯や武道必修化の背景について整理し、その上で学習者の困難、授業者の困難の背景や原因など武道
領域の授業の現状と課題を示すことで本研究の位置づけを明らかにする。次に、これまで多くの授業者
が採用してきた防具をつけた教材によって得られる剣道授業の効果とこれまであまり取り上げられてこ
なかった「かた」を教材とした剣道授業の効果を比較検討し、「かた」学習の原理を活用した剣道授業
の有効性について検証していく。これらを実証していくために、中学校の授業に適した「かた」の教材
化を行い、学習プログラムを構築していく。そして、実際に中学校における授業実践を通して、教材の
有効性について検証し、剣道授業における「かた」学習の原理を活用した教材の有効性を明らかにして
いく。これらの知見から、武道学習の本義は、他の体育種目に代替できる体力や運動能力の向上を図る
ものだけではなく、我が国固有の伝統と文化を学習する教材としての側面を備えることが重要な視点と
なることを明らかにしていく。ここで得られた教材、方法、効果などは、授業者への授業困難解決の一
助となることを目指す。

２　本年度の研究活動
［論文］
　菊本智之・新保淳（2021）中学校保健体育科における「剣道」授業の課題と「かた」を使った教材開

発の意義．教科開発学論集，10，69-79．（査読有）
［学会発表］
　菊本智之（2021）中学校保健体育科「武道」領域における「かた」学習プログラムの開発に関する研

究．第54回日本武道学会発表
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石　川　芳　恵
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　日本人学習者の語彙の習得
〇研究ポイント
　語彙学習における音声および文脈が果たす役割について実証的な研究を行い、効果的な指導法について考
察する。また、高等学校での教師の語彙指導、生徒の語彙学習の実態について調査する。さらに、大学生の
語彙知識を調べることで、単語の頻度と難易度の関係を明らかにし、効果的な指導法について提案を行う。
〇キーワード
　語彙学習、明示的指導、受容的知識、産出的知識、文脈使用、チャンク学習、単語リスト

１　博士論文の計画
　英語学習における語彙の効果的な指導法について実験を行い、その結果について考察する。また、高
校生の語彙の学習法及び教師の指導法の実態を調査し、そこから明らかになる課題について考察する。
さらに、大学生の語彙知識について調査を行う。以上の調査研究結果を基に、小・中・高等学校におい
て、どのような指導法を用いるべきかを提案し、指導改善に資することを目的とする。そのために、特
に次のような要因を考慮する。

（1）文脈が果たす役割
　　文章を読んだり聞いたりする中で暗示的に語彙を学習する方法と、文脈から切り離して単独で意図

的に学習する方法の効果について調査し、考察する。
（2）単語の音声が果たす役割
　　語彙を学習する際、言語情報は必ず音韻化され、情報の処理・記憶システムに保存されるという研

究が報告されている。実際に、タスクにおいて音声の利用はどの程度効果的であるかを検証する。
（3）母語が果たす役割
　　母語が確立した後にL2を学ぶ学習者の場合、L2習得に際しての母語の仲介の有効性を主張する研

究が報告されている。英語の授業で日本語を取り入れて行う語彙学習の効果を考察する。

２　本年度の研究活動
　大学生の語彙知識調査を計画し、単語テストを実施した。調査の概要を以下に示す。

（1）目的：大学生の語彙知識の実態を明らかにし、中学校、高等学校、大学での語彙指導の効果につい
て考察する。また、学習者が意味を容易に習得できる単語とそうでない単語について分析する。以上
の結果を踏まえ、中学校、高校、大学での語彙指導について提案を行う。

（2）研究方法：大学生を対象として「新JACET8000」に含まれている動詞1,043語について、日本語の
意味を選択肢の中から選ぶ形式のテストを実施する。大学生が日本語の意味を正しく答えることがで
きた単語と「新JACET8000」単語リストの頻度順を比較し、正答率と頻度との間にどのような関係
があるかを調べる。さらに、高頻度であるが難易度の高い単語や低頻度であるが難易度の低い単語が
あるとすれば、それらにはどのような特徴があるかを明らかにする。
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下　田　　　実
（学籍：静岡大学）

○研究テーマ
　「個」を「場」に導く指導に関する研究
〇研究ポイント
　本研究は、国語科教育の授業実践力の向上に向け、学習者を学習の「場」に導く指導のありようと構想の
視点を見出していくことを目的としている。この目的に迫るための以下の課題を設定し、学習者研究を中核
に据えて明らかにしていく。
　（1）教師研究と学習者研究の構造化
　（2）学習者の内面的主体性に応じた指導の解明
　（3）教師と学習者の相互行為を通してことばの学びが生成する過程の解明
　（4）「『個』を『場』に導く指導」における実践上の課題と解決の方向。
〇キーワード
　ことばの学びの生成過程教師研究と学習者研究の構造化内面的主体性

１　博士論文の計画　※章題は仮題。
序章研究の目的と方法
第１章　「個」と「場」の関係に目を向けた学習者研究の方法と枠組み
　　「場」との関わりに目を向けた学習者研究の構築に向けて、特別な配慮を要する「個」への指導過

程を取り上げ、実践主体である当事者が「物語る」研究手法の必要性と枠組みについて考察する。
第２章　「個」の特性と関与形態
　　劇の単元を取り上げ、「個」の特性に応じた指導のありようや、学習の参加を妨げる要因とその解

消に向けた方略について考察する。
第３章　「場」に導く指導における誤謬と是正
　　「批評文を書く」単元を取り上げ、「個」の特性に応じた指導の誤謬を見出す視点の提案と、その解

消ための学習過程について考察する。
第４章　「場」との関わりをうながす指導
　　短歌の単元を取り上げ、２人の教師の指導過程の相違から、「場」との関わりをうながす指導場面

を特定しする。その上で場面における学習者の相互作用とその成立過程について考察する。
結章研究の成果と課題
　　研究の成果を確認し、学習者を「場」に導くための内的言語活動に目を向けた指導方略を提案し、

今後の研究課題を明らかにする。

２　本年度の研究活動
【論文】
１）「対話的関係の構築による授業改善：小学校６年生への国語科乗り入れ授業の可能性」
　　「比治山大学・比治山大学短期大学部教職課程研究」第８巻（印刷中）
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箱　﨑　雄　子
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　小学校英語教育における音声指導
　―明瞭性の向上を目指した超分節音素の指導に関する実証的研究―
〇研究ポイント
　小学校英語教育における明瞭性の向上を目指した音声指導の内容および方法を提案する
〇キーワード
　小学校英語教育、音声指導、明瞭性、超分節音素、文強勢

１　博士論文の計画
　研究の目的は、小学校英語教育における音声指導の方向性について考察を試みることである。昨今、
英語はグローバルコミュニケーションのツールとして機能しており、英語のグローバル化、多国籍化、
多様化の動きが加速している。英語を取り巻く環境の変化に鑑みて、発音指導において、学習者は必ず
しも母語話者のような発音を目指す必要はなく、聞き手に分かりやすい「明瞭性（intelligibility）」の高
い発音を目指すべきというのが一般的な見方である。そこで博士論文では、小学校高学年児童を対象に
英語の超分節音素の一つである「強勢」に焦点を当てた明示的な音声指導を行い、その指導の有効性と
効果を探るとともに、明瞭性の向上を目指した音声指導内容および方法の提案を行う。

２　本年度の研究活動
　小学校の音声指導に関して、その重要性と段階に応じた指導の留意点について考えるとともに、明瞭
性の向上を目指した語強勢の指導についてまとめた。
書籍
・「第12章 初等英語教育と音声教育―音声指導の重要性と段階に応じた指導の留意点」（共著）『英語音

声学・音韻論―理論と実践―』大阪教育図書（pp. 253-276）2022
・「第３章 小学校英語教育における音声指導―Intelligibilityの向上を目指した語強勢の指導―」（単著）
『ことばを身につけるとは―言語習得研究から言語教育研究への架け橋―』くろしお出版 2022年12月
発行予定
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河　合　紳　和
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　学校音楽教育における指揮学習の必要性と方法に関する研究
〇研究ポイント
　本研究では、学校音楽教育における「表現」の学習の一環として行われる合唱や合奏での児童生徒の学び
の質を高める上で、指揮（指揮者）の存在が不可欠であること、そして、学習活動がより効果的に行われる
ためには、児童生徒が基礎的な指揮技能を習得することが必要であることを明らかにする。また、指揮技能
の習得が、テンポ感、拍感（拍子感）、リズム感などの音楽表現の諸技能を向上させるとともに、「音楽を形
づくっている要素」の知覚とその働きの感受を促し、「鑑賞」の学習においても学びの質を高めることを実
証する。
〇キーワード
　指揮、指揮学習、指揮技能、体を動かす活動（身体表現活動）、主体的な音楽表現

１　本年度の研究成果
　音楽表現を創意工夫する学習過程において、指揮表現を用いたパフォーマンス課題を導入することの
有用性を検討するとともに、評価に用いるルーブリックを作成し、生徒のパフォーマンスから資質・能
力を解釈する具体的な方法について提案する研究を行った。
　高校１年生を対象に、歌唱表現に対する表現意図を指揮で伝えるための方法について考え、実際に合
唱を指揮するパフォーマンス課題を実施した。その後、サンプル集団を抽出し、複数の音楽教師が共同
で作成した〈ルーブリック（案）〉を用いながら実際に評価を行い、擦り合わせを行いながらモデレーショ
ンを繰り返し、信頼性・妥当性のある評価のためのルーブリックを作成した。
　音楽の学習では、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」が相互に関わり合いながら育成さ
れていくため、指揮を用いた音楽表現のパフォーマンス評価でも、それらを一体的に評価していく必要
がある。本研究で作成したルーブリックや、研究過程での議論が、音楽の学習における生徒の資質・能
力の育成状況を的確に評価する上で有効な示唆を与えてくれることが期待できる。

２　本年度の研究活動
（1）研究論文
　河合紳和，澤田育子，村松佑哉，菅 龍之介「指揮を用いた音楽表現のパフォーマンス評価に関する

一考察　―ルーブリックの作成とモデレーションを通して―」，令和４年３月，愛知教育大学大学院・
静岡大学大学院『教科開発学論集』第10号，pp.57-68

（2）教育雑誌記事等
　河合紳和「１人１台端末の効果的な活用に向けて（音楽）」，令和３年７月，『中等教育資料』令和３

年７月号，学事出版，pp.30-33 
　河合紳和「高等学校学習指導要領の実施に向けて」令和３年７月，季刊『音楽鑑賞教育』Vol.46，音

楽鑑賞振興財団，pp.50-53
　河合紳和「高等学校芸術科（音楽）における学習指導と学習評価の工夫改善」，令和４年２月，『中等

教育資料』令和４年２月号，学事出版，pp.16-21
（3）動画資料
　河合紳和「新学習指導要領の改訂のポイントと学習評価　高等学校芸術科（音楽）」，令和４年２月，

独立行政法人教職員支援機構，新学習指導要領編no.69
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橋　詰　ゆ　り
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　GPS情報と心拍数からみる児童の体力差を考慮した体育授業の開発
〇研究ポイント
　子供の体力課題に対し、学校の担う役割が大きくなっている一方、教育現場は大きな変革の時を迎えてい
る。体育授業の中で、一定の活動量を確保することは、子供の体力向上および健康の保持増進の視点におい
て、非常に価値がある。本研究では、生まれ月により生じる子供の体力差をふまえ、GPSを用いた位置情報
と心拍メモリー計で得られた活動測定を基準とした、体育科教材としての鬼ごっこ導入について検討すると
ともにGPSを活用した授業の取組についてその可能性について探求し、子供の体力課題と教職員の教材研究
の新たな指針および提言を得る。
〇キーワード
　GPS情報、心拍数、鬼ごっこ

１　博士論文の計画
１）体力テストからみる生まれ期および運動習慣が及ぼす体力差（教科開発学論集第９号，2021）
　　発育発達の著しい小学生期において、生まれ期およびスポーツ活動が同学年内に生じる体力差に及

ぼす影響について検討した。静岡県の小学生に対し、体力テストの結果とともに個人基本情報（身長、
体重、性別、生年月日）を調査した。その結果、生まれ期およびスポーツ活動が子供の体力差を生じ
させる要因となることが示された。

２）１HzGPS活用可能性の検討（教科開発学論集第７号，日本コーチング学会第30回学会大会，2019）
　　１HzGPSの測定精度および活用可能性検討のため、子供の総力や方向転換スキルを考慮した動き

のシミュレーションを１HzGPSとHRメモリー計を装着した成人で行った。その結果、低学年児童お
よび低体力児童の運動は１HzGPSでも十分補足可能と示された。

３）公立小学校における実態調査（セミナーⅢおよび第25回日本ウォーキング学会，2021）
　　小学校４年生および２年生に対し、休み時間や外遊びについてのアンケート調査を行った。また、

体育授業を担当する教員を対象に授業で実施する鬼ごっこの種類や目的について聞き取り調査を行
い、鬼ごっこの分類をした。

４）鬼ごっこの教材化（日本コーチング学会第33回学会大会，2022）
　　小学校２年生を対象に３種類の鬼ごっこ（かわり鬼、増え鬼、宝とり鬼）を実施し、１HzGPSを

用いて測定した。得られた結果から、鬼ごっこの種類別の活動特性および体力差について検討した。

２　本年度の研究活動
１）橋詰ゆり，長津恒輝，杉山康司「体育科教材としての鬼ごっこ導入に向けたGPS内蔵心拍数記憶装

置を用いた氷鬼ごっこ中における児童の活動様相」，ウォーキング研究No25，（印刷中）．
２）橋詰ゆり，長津恒輝，杉山康司「氷鬼における移動距離および移動軌跡と子供の体力との関係から

みる体育科教材としての鬼ごっこの検討」，第25回日本ウォーキング学会，2021.
３）橋詰ゆり，長津恒輝，木下涼雅，杉山康司「１HzGPSを用いた小学校体育授業における鬼ごっこ

の活動測定」，日本コーチング学会第33回学会大会，2022.
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中　山　敬　司
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　静岡県小笠地域における融和運動家井上良一の行動と思想
〇研究ポイント
　井上家所蔵史料の活用
〇キーワード
　井上良一　被差別部落　小笠地域　融和運動

１　博士論文の計画
　小笠地域に生きた融和運動家井上良一の活動を通して静岡県の部落史を明らかにする。
　本論文で研究対象とする静岡県では被差別部落は50地区余り存在し、水平運動が展開されたがそれは
大衆的基盤を持ち得なかったため融和運動が一定の影響力を持った。戦後も差別事象はあったわけだが、
同和教育や運動が活発でないため水面下での問題になりやすい。そのため静岡県部落史や水平運動史・
融和運動史の研究をさらに深める必要がある。井上良一の研究は皆無であり、静岡県部落史を検討する
上では必要不可欠な研究課題といえよう。井上の戦前から戦後の活動をみたときに、彼は静岡県の融和
運動を牽引したことは明らかである。井上の活動は融和運動、水平運動の枠にあてはまらない地域にお
ける部落解放を目指したといえよう。また、教科開発学の視点では井上をどう授業化していくかを検討
していきたい。

２　本年度の研究活動
　本年度の主な研究活動は、井上良一の部落改善運動を検討することと、昨年度までの井上良一の融和
運動及び1930年代以降の被差別部落の満洲移民の実態の研究成果を教科開発学の視点で授業実践化し、
その効果を図ることにあった。この２点を述べてみたい。
　小笠地域で部落改善運動が展開したのは、1910年代以降であり、改善を推進したのは後に融和運動を
牽引する井上良一である。井上の運動が行政に注目され、融和運動に繋がることになる。井上は「部落
内の富農」出身でなく、改善自体も行政からの指導でなかった点が注目される。まず、自村の部落改善
として1913年の青年会、翌年の婦人会を皮切りに積極的な運動を展開した。中でも注目に値する改善運
動が、井上にとって最も困難だった自村における隧道工事建設である。井上が、当該工事建設のために
村や県にどのように向き合っていったのか、そして村内内部の反対運動にどのように取り組んだかを探
ることで、一地域の被差別部落の「改善」に対しての行政側の考えや、被差別部落民の意識を知ること
が可能になる。井上がこの改善運動をもとにその後の融和運動をどのように展開したかを検証すること
ができると考える。以上の井上の活動を井上家の所蔵史料や、県内の部落改善運動史料を検討すること
で小笠地域が融和運動の中心となる前提の条件となったことを考察した。
　次に井上の改善運動や融和運動及び満洲移民の研究を授業実践化したことを述べてみたい。井上のラ
イフヒストリーを意識し、①井上の被差別体験②部落改善運動③満州移民問題を生徒に提示し、思考さ
せ地域の問題だけに終わらずに通史に位置づけることを目的にした。３年次生で近現代までの学習を終
えている生徒が対象であり、多くの問いを設定し思考させた。井上のみならず小笠地域の被差別部落で
生きた方々の証言も含めながら「差別」がなぜ起きるのかを考えさせた。地域史及び人物史を取り上げ
ていく実践の要はいかに全体史に繋げることで、生徒自ら「歴史」を主体的に叙述させた点は有効であっ
た。
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塩　澤　友　樹
（学籍：静岡大学）

○研究テーマ
　学校数学における標本データに基づく統計的推論力の育成に関する研究：変動性に着目して
○研究のポイント
　平成29年、30年告示学習指導要領では、小中高を通じて統計内容が充実した。しかし、日本の算数・数学
カリキュラムの中で、標本調査の位置づけは統計教育先進国に比べ同学年あるいは遅く、課題があるといえ
る。そこで、本研究では、変動性に着目し、標本データに基づく統計的推論力を捉える枠組みを構築しその
実態について明らかにすることで、算数・数学カリキュラム改善及び統計的推論力を促進するための指導へ
の方策を導出する。
○キーワード
　算数・数学、カリキュラム、標本調査、統計的推論力、変動性

１　博士論文の計画
　本研究では、上記の研究目的を達成するために、次の４つの研究課題を設定し、研究を進める。まず、
１つ目として統計教育先進国の国家カリキュラムにおける標本調査の位置づけを文献により調査し、日
本の算数・数学カリキュラムにおける標本調査内容の位置づけ方の特徴について明らかにする。次に２
つ目として、標本データに基づく統計的推論力について概念規定し、変動性に着目した際の特質とは何
かを明確にする。次に３つ目として、日本の児童生徒が現行カリキュラムで、どの程度標本データに基
づく統計的推論力を有しているか、枠組みに基づき調査問題を開発・実施し、学年横断的な実態を明ら
かにする。最後に４つ目として、学年横断的な調査結果を踏まえ、日本の算数・数学カリキュラムにお
ける標本調査内容の位置づけについて検証するとともに、標本データに基づく統計的推論力を促進する
ための指導への方策を得る。
　今年度は、３つ目の研究課題に取り組んだ。来年度は調査結果を質的な分析に留まらず、量的に分析
し、４つ目の研究課題に取り組む予定である。

２　本年度の研究活動
１）塩澤友樹(2021）．標本データに基づく統計的推論力の概念規定とその特質に関する一考察．日本数

学教育心理研究学会令和３年度春期研究集会．（口頭発表）
２）塩澤友樹(2021）．標本データに基づく統計的推論力の概念規定とその特定方法の検討―変動性に着

目して―．日本科学教育学会第45回年会論文集，513-516．（口頭発表）
３）石橋一昴，塩澤友樹(2021）．学校数学における二次元表理解のための足場設定．日本科学教育学会

2021年度第２回研究会研究報告，36(2），209-214.（口頭発表）
４）塩澤友樹(2021）．標本データに基づく統計的推論力を捉える分析枠組みの構築－SOLO Taxonomy

に着目して－．日本科学教育学会2021年度第４回研究会研究報告，36(4），41-46．（口頭発表）
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望　月　　　大
（学籍：静岡大学）

〇研究テーマ
　「豪雨災害から命を守る資質・能力を育む社会科授業の開発」
〇研究ポイント
　①地理的な見方・考え方を働かせて、②適切な避難プランを作成する資質・能力を身につけ、③リスク認
知、自己効力感を高め、避難行動意図を促進する④社会科授業の開発と効果の検証
〇キーワード
　防災教育　資質・能力　避難行動意図　ハザードマップ　災害情報

１．博士論文の計画
（1）論文の概要

　本研究の目的は、社会科において地理的な見方・考え方を働かせる活動により、豪雨災害からの適
切な避難プランを作成する資質・能力を身につけると共に、「リスク認知」と防災に対する「自己効力感」
を高め、結果として豪雨災害時の「避難行動意図」を高める防災授業の開発である。
　これまで、豪雨災害から命を守る避難行動に必要とされる資質・能力は、議論されていない。本研
究では、避難行動に必要な資質・能力を「避難行動判定フロー（内閣府2019）」から特定し、これを
活用しながら豪雨災害からの避難に必要とされる資質・能力を提案した。この資質・能力を育成する
ことで、児童生徒が自宅からの適切な避難プランを作成することができるようになることを目的とし
た授業を開発した。
　また、適切な避難プランがあっても、避難行動が実行されないことが知られており、「避難行動意図」
を高める必要性が指摘されている。先行研究により「避難行動意図」を高める要因として「リスク認知」

「自己効力感」があげられている。本研究では、地理的な見方や考え方を、現実の災害の危機が高まっ
たときに活用して「リスク認知」し、自分や家族の身を守るために資質・能力を活用できる自信を持
つことで「自己効力感」を高め、結果として「避難行動意図」を高めるような授業の開発をめざした。
実際に開発した授業を実践し、授業前後に行なった調査票調査やテストなどの結果を分析することで
授業効果を検証した。

（2）2022年度の計画
　①研究Ⅳ（小学校実践２）の論文化…2021年度に行なった小学校授業実践を論文にまとめ投稿準備中
　②研究Ⅲ（中学校実践２）の論文化…2021年度に行なった中学校授業実践を論文にまとめ投稿準備中
　③博士論文の執筆…これまでの研究成果をまとめて、博士論文を執筆。

２．2021年度の研究活動
（1）望月　大「リスク認知と自己効力感を高める授業は豪雨災害時の行動意図を変容させるか？」社会

科教育研究 No134 2021 pp.169-181
（2）望月　大・村越　真「資質・能力の視点から見た防災教育実践研究の動向－東日本大震災以降の防

災教育の授業実践論文を中心に」教科開発学論集第10号 2022a pp.1-14
（3）望月　大・村越　真「豪雨災害時の「避難意図」を高める小学校社会科授業の開発と効果の検証―

博物館を活用して―」防災教育学研究 Vol.2 No.2 2022b 掲載決定
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Ⅴ．修了生一覧と論文要旨



愛知教育大学

杉野　裕子 プログラミングを活用した図形概念形成についての研究
―教材コンテンツ開発と授業実践を通して― Ｈ27 課程修了

今井　隆夫 The Effects of Teaching Linguistic Motivation through Image English Grammar Ｈ28 課程修了

原　　郁水 小学生のレジリエンスを高めることを目的とした保健教育プログラムの開発 Ｈ28 課程修了

山田　丈美 言語を基盤とした教科等横断的指導による思考力と表現力の相互育成に関する研究 Ｈ30 課程修了

伊藤佐奈美 軽度知的障害生徒における自己理解の支援に関する実証的研究 Ｈ30 課程修了

内田　智子 幼児期の運動指導が体力・運動能力向上につながる運動プログラムに関する研究 Ｒ１ 課程修了

大島　光代 発達障害幼児の音韻意識及び語彙の獲得を目的とした
言語指導プログラム開発に関する研究 Ｒ１ 課程修了

名倉　一美 保育における幼児の「集団所属感」 Ｒ２ 課程修了

森　　慶恵 健康情報の判断と選択に着目した健康情報リテラシー教育に関する研究 Ｒ２ 課程修了

小池　嘉志 算数・数学の問題解決型授業における精緻化を促進する指導法に関する研究 Ｒ２ 課程修了

マムチャンセン カンボジアの生物教育における物理的アプローチによる教材開発
Development of Teaching Materials through Integration of Physical Approach for Biology Education in Cambodia Ｒ２ 課程修了

中川　右也 An Empirical Study of Cognitive Linguistics-Based Instruction for Effective English Phrasal Verb Acquisition
認知言語学的アプローチによる英語句動詞の指導と習得に関する実証研究 Ｒ３

市川　裕理 英語劇活動における協働対話がランゲージングに与える影響についての研究 Ｒ３

静岡大学

鈴木　正行 近代民衆思想史研究から教科内容開発への展開：
−歴史研究を踏まえた教科開発学の構築をめざして− Ｈ26 課程修了

松島　　充 算数・数学教育における協調的問題解決を実現する学習に関する研究 Ｈ26 課程修了

加賀　恵子 中学校家庭科と社会資源との協働によるシティズンシップ育成に関する研究 Ｈ27 課程修了

日高　　翼 米国ハイスクールにおける「生物学」の成立過程に関する研究
－ヒトの身体の扱いに焦点を当てて－ Ｈ28 課程修了

長倉　　守 中学校社会科世界地誌学習の授業実践力向上に関する教科開発学的研究 Ｈ28 課程修了

大矢　隆二 投動作学習プログラムの開発とその学習効果 Ｈ29 課程修了

酒井　郷平 中学生のインターネット依存傾向の予防・改善を目的とした
情報モラル教育に関する実践的研究 Ｈ29 課程修了

大瀧　綾乃 日本語母語話者による英語の動詞の自他動性の習得と指導の効果検証
－英語能格動詞に焦点をあてて－ Ｈ30 課程修了

百瀬容美子 先天全盲児童・生徒の運動イメージ生成指導法と評価に関する研究 Ｒ２ 課程修了

荒谷　航平 1821-1930年の米国ハイスクール「物理」の成立過程 Ｒ２ 課程修了

満下　健太 教育的意義が教員のリスク認知に及ぼす影響の研究 Ｒ３ 課程修了
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青木麟太郎 ドライバ操作における手指動作の分析を基にした手先の器用の指導についての研究 Ｒ３ 課程修了

一之瀬敦幾 教師の資質能力向上および学校組織の活性化を図る評価システムに関する研究
−教科開発学を視野に入れた教師の資質能力と学校組織の往還− Ｈ27 課程博

H27.3.31単位取得退学

山田　哲也 紙製受動歩行模型教材を使用した小学校設計学習に関する研究 Ｈ30 課程博
Ｈ30.3.31単位取得退学

田村　知子 日本語の母語説話者における英語の派生接辞の第二言語習得と明示的指導 Ｒ２ 課程修了
R3.3.31単位取得退学

西ヶ谷浩史 設計を中心にした授業課程の研究 Ｒ２ 課程修了
R3.3.31単位取得退学
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Ⅵ．教科開発学研究会
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Ⅶ．教員の教育・研究活動



石　川　　　恭
所　　　　属　愛知教育大学教育学部保健体育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（教育学）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　教科開発学原論、遊び文化環境論、教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　遊び文化論、遊びと学び、ホイジンガの思想研究

１．これまでの教育研究について
　ヨハン・ホイジンガの遊び文化論を現代社会との関りから、人生100年時代をよりよく生きるために、
遊びと学びの関係について研究してきました。特に、今日の遊びが、子どもに及ぼす影響について焦点を
当てて取り組んできました。研究の中で一貫している視点は、社会生活における遊びの重要性です。近代
化が進むにつれて、社会生活における遊びの形態や内容はどのように変化したのか、それが人々にどのよ
うな影響を与えているのかといった観点です。そして、遊びこそが学びであることを主張してきました。
　教育面では、授業を通して、人生100年時代の自由時間の過ごし方について、遊びと文化、自由時間
と生きがいといった点から講義・演習を行ってきました。自由時間が増えている中で、どのような遊び
が人々の生きがいと学びにつながるかを説いています。

２．博士課程における教育研究について
　博士課程においては、教育環境学と教科学を統合した教科開発学の視点から研究を行っています。具
体的には、遊びをキーワードに、遊びと文化の融合や、現代社会における子どもの問題を、遊びによっ
て解決する可能性を探ること、教科への伝承遊びの導入とその効果についてなど、理論的に構築し、そ
の後、調査などを行い立証していく予定です。

３．担当講義について
【教科開発学原論】
　教育環境学と教科学を統合した学問としての背景と目的について理解を深めます。教育環境学は、学校
環境だけでなく、地域・社会・文化を含んだ幅広い視点からの教育環境の発展を目指すものです。本講義
では、子どもの遊びという視点から社会化との関わりについて説明しています。その上で、教科学への応
用がどのような観点で可能かについて議論を行います。また、遊びと文化を機軸にして、特に、創造系と
人文社会系の教科の現状と課題を捉えなおし、新たな教科観の開発・創造への可能性について検討します。

【遊び文化環境論研究】
　現代社会における子どもの遊びは、過去と比べてかなり変化しています。この状況は、遊びそのもの
の変化に留まらず、様々な影響を子どもに与えています。講義では、現代に生きる子どもの問題を遊び
との関わりから考察します。また、遊びによって身につく社会を生き抜く力が、教育とどのような関わ
りをもつかについて、議論を交わします。その上で、遊びがもつ可能性について、グローバルな視点か
ら文化の創造との関わりを考えます。

４．主要研究業績
１）教科学を創る，第１集，愛知教育大学出版会，2014，分担執筆。
２）教科学を創る，第２集，愛知教育大学出版会，2016，分担執筆。
３）子どもの問題に対する遊びの効果を取り入れた表現運動，教科開発学論集第１号，愛知教育大学大

学院・静岡大学大学院教育学研究科，2013.3。
４）教科開発学を創る，第２集，愛知教育大学出版会，2018，分担執筆。
５）教科開発学を創る，第３集，愛知教育大学出版会，2021，分担執筆。

５．主な社会的活動
１）安城市スポーツ指導者養成講習会講師（2021）
２）安城市スポーツ推進審議会委員（2021）
３）豊明市スポーツ推進審議会会長（2021）
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野　平　慎　二
所 属　愛知教育大学教育学部学校教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（教育学）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　教科開発学原論、教育哲学・思想論研究、
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　ドイツ教育哲学・教育思想史の研究、物語論的人間形成論、美的人間形成論

１．これまでの教育研究について
　ドイツ教育哲学・教育思想史を主たるフィールドとしつつ、異質な他者といかに共存できるのか／共
存できる主体を形成できるのか、をテーマとして研究を進めてきました。具体的には、人間形成におけ
る「美的なもの／崇高なもの」の意義に関する教育思想史的研究、コミュニケーション倫理学（J.ハーバー
マス）に依拠した教育の公共性論や道徳教育論などの研究を行ってきました。

２．博士課程における教育研究について
　物語論の知見に依拠しながら、伝統的な人間形成論（Bildungstheorie）と現代の経験的な人間形成研
究（Bildungsforschung）をどのように媒介できるのかについて探究しています。特に、アイデンティティ
形成や能力形成に還元されない人間形成の様相をいかに描き出せるか、主体と環境との相互作用として
の人間形成の過程において、他者や共同体、構想力はどのような機能を果たすのかについて理論的、経
験的に検討しています。

３．担当講義について
【教科開発学原論】
　教育哲学・教育思想史の観点から、教科指導と教科開発の考え方、ならびに人間形成にとって環境が
もつ意義について検討します。教科を介した指導や、主体と環境との相互作用としての人間形成という
考え方が成立した思想史的背景について考察し、同時に学校教育を取り巻く現代的な諸条件も勘案しな
がら、現代における人間形成のあり方をどのように描き出すことができるのかを探ります。

【教育哲学・思想論研究】
　主としてドイツ教育哲学・教育思想史に依拠しながら、教育に対する現代的な考え方の歴史的、社会
的な制約を問い直し、教育をめぐる倫理的に公正で公共的な語り方を探究することを目指します。特に
近代の二元論的な世界観とそこから導かれる子どもに対する対象操作としての教育観を批判的に捉え直
した上で、他者論や物語論の知見を踏まえながら、対象操作的でも弁証法的でもない人間形成の描き方
を探ります。

４．主要な研究業績
１）野平慎二（2007）『ハーバーマスと教育』世織書房。
２）Shinji NOBIRA (2016) : Probleme der politischen Bildung im Zeitalter unübersichtlicher Wissen-

schaft und Technik. In : Gutjahr-Löser, P. / Schulz, D. (Hrsg.) : Der Egoismus unserer Tage. (The-
odor Litt Jahr- buch 2016), Leipzig (Leipziger Universitätsverlag) , S.123-134.

３） 野平慎二（2020）「言語と人間形成－人間形成論的に方向づけられたビオグラフィ研究の視角から」、
日本ディルタイ協会『ディルタイ研究』31、21～38頁。

４）野平慎二（2021）「経験的な語りと人間形成論をつなぐ－ビオグラフィ・インタビューの意味形象の
再構成を通した反省的－規範的人間形成論の探究」、『愛知教育大学研究報告 教育科学編』70（印刷中）。

５．主要な社会活動業績
１）教育哲学会 理事（2016.9.～現在）機関誌編集委員会委員長（2021.9.～現在）
２）教育思想史学会 理事（2009.10.～現在）
３）一般社団法人 NGOインドネシア教育振興会 理事（2002.4.～現在）
４）愛知県教育委員会生涯学習課 家庭教育企画委員会 委員長（2016.4.～現在）
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石　田　靖　彦
所 属　愛知教育大学教育学部学校教育講座
職 位 ・ 学 位　准教授　博士（心理学）	
博士課程分野　教育環境学分野
担 当 科 目　教育評価実証方法論、学校適応論研究、
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ･Ⅱ・Ⅲ
研 究 テ ー マ　児童生徒の学校への適応過程、学級内の人間関係が児童生徒に及ぼす影響

１．これまでの教育研究について
　中学校新入生や大学新入生の友人関係の親密化や学校への適応過程について研究してきました。児童
生徒間関係、学校適応、社会性の育成などに興味があります。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程では教育評価実証方法論、学校適応論研究ほかを担当しています。専門分野は、教育・社
会心理学ですので、特定の教科に直接があるわけではありませんが、皆さんの研究を聞かせていただき
ながら、教科開発学にどのような貢献ができるかを探っていきたいと思っています。

３．担当講義について
【教育評価実証方法論（分担）】
　この授業のわたしの担当部分では、受講生の研究を紹介してもらい、それに基づいてデータの収集法、
相関的研究と実験的研究法、尺度の信頼性と妥当性などについて考えます。

【学校適応論研究】
　学校への適応について、関連する著書や研究論文をもとに、それに関連する要因、教育への応用など
について考えます。

４．主要な研究業績（2019.4　～）
１）養護教諭が職務上抱える困難に関する文献検討愛知教育大学教職キャリアセンター紀要, 7, 183-

190.（共著）
２）家族機能の認知が内在化・外在化問題に及ぼす影響―許し傾向性を媒介変数として　愛知教育大学

教職キャリアセンター紀要, 7, 199.205.（共著）
３）親和欲求と拒否不安が仲間集団指向性とグループの所属・グループの特徴に及ぼす影響　愛知教育

大学教育臨床総合センター紀要, 10, 10-19. 2020年（共著）
４）小学校教師が重視する児童の特徴―教師の性格特性との関連と教員養成大学生との比較　愛知教育

大学研究報告（教育科学編）, 69, 93-98. 2020年（共著）
５）教育社会心理学に関する研究の動向と展望　教育心理学年報, 58, 47-62. 2019年
６）級友からの受容と教師からの受容に関連する性格特性―小学校と中学校の比較　愛知教育大学教育

臨床総合センター紀要, 8, 18-25. 2019年（共著）
７）教職志望の大学生が重視する児童の特徴―大学生の性格特性と児童の性格特性の重視度との関連　

愛知教育大学研究報告（教育科学編）, 67, 33-38. 2018年
８）各学校段階におけるスクールカーストの認識とその要因―大学生を対象にした回想法による検討　

愛知教育大学教育臨床総合センター紀要, 7, 17-23. 2017年

５．主要な社会活動業績（2019　～）
１）日本学校心理士会愛知支部支部長，中部甲信越地区幹事（2011-現在）
２）愛知県教育職員免許法認定講習講師（2019）
３）教員免許状更新講習講師「教育の最新事情（必修）」（2018, 2019）
４）大府高校訪問授業（2020）
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竹　川　慎　哉
所 属　愛知教育大学教育学部学校教育講座
職 位 ・ 学 位　准教授　博士（教育学）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　教科開発学実践論　　教育方法・内容論研究
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　教育方法学、教育課程論（特に、カリキュラムの政治学的研究、批判的リテラシー教育、

授業づくり）

１．これまでの教育研究について
　国内外の授業実践、理論を対象にしながら、学習者が自己と他者、社会との関係を（再）構築してい
く学びを保障するための授業づくりについて研究しています。特にアメリカ、オーストラリア、カナダ
で実践されている批判的リテラシー教育に注目しています。批判的＝異なる見方、別の見方を探り出す
教授＝学習をどう創り出すかに関心があります。

２．博士課程における教育研究について
　教科内容研究、および教材・発問づくりへのポリティカルな視点の可能性と課題を検討しています。
対話論､ 身体論、政治哲学と教科内容論、教材論、指導論との接点を探りつつ、公正、平等、多様性、
ポリティクスなどをキーワードに、授業づくりの現状と課題を考えていきたいと思います。

３．担当講義について
【教科開発学実践論】
　本科目では、各受講者のこれまでの研究を教科開発学の視点から再構成した発表と受講者・教員によ
るディスカッションを通して、教育事象を理論的検討課題として構想する方法論等を学ぶ。私の専門で
ある教育方法学、教育課程論の観点から、教育実践の理論的研究と教育学理論の実践的研究の往還を提
示していきます。

【教育方法・内容論研究】
　教育実践におけるマクロとミクロのポリティクスを捉える理論枠組みを理解していきます。いわゆる

「カリキュラム政治学」と呼ばれる研究群およびそれらの思想的基盤を形成している哲学、言語学、社
会学の諸理論を取り上げ、検討します。その上で、授業における政治性の編み直し＝公正・平等な授業
構造について、実践記録などをもとに検討を進めていきます。

４．主要な研究業績
１）Yuya Takeda & Shinya Takekawa (2021). Critical Literacy in Japan: Reclaiming Subjectivity in 

the Critical. In Pandya, J. Z., Mora, R. A., Alford, J., Golden, N. A. & de Roock, R. S. (Eds.). The 
Critical Literacies Handbook. Routledge.

２）竹川慎哉・木村裕（2020）「カリキュラムと教育評価」青木麻衣子・佐藤博志編著『オーストラリア・
ニュージーランドの教育〔第三版〕−グローバル社会を生き抜く力の育成に向けて−』東信堂。

３）木村裕・竹川慎哉編著（2019）『子どもの幸せを実現する学力と学校』学事出版。
４）竹川慎哉（2019）「教育課程とカリキュラム」、吉田武男監修・根津朋実編著『MINERVAはじめて

学ぶ教職 10　教育課程』、ミネルヴァ書房。
５）竹川慎哉（2019）「授業研究と教師の力量形成」、子安潤編『教科と総合の教育方法・技術』、学文社。
６）Shinya Takekawa (2015). Effects of Globalized Assessment on Local Curricular: What Japanese 

Teachers Face and How They Challenge it. In D. Wyse, L Hayward & J. Pandya (Eds.). The SAGE 
Handbook of Curriculum, Pedagogy and Assessment (pp. 946-964). London: SAGE Publisher.

６）竹川慎哉（2010）『批判的リテラシーの教育−オーストラリア・アメリカにおける現実と課題−』
明石書店。

５．主要な社会活動業績
１）2015-2018　The Curriculum Journal, Editorial Board member
２）2018-　名古屋市立向陽高校　スーパー・サイエンス・スクール　運営指導委員
３）2020-　愛知県総合教育センター「新学習指導要領を踏まえた学習評価の在り方に関する研究」研

究顧問など
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鈴　木　裕　子
所 属　愛知教育大学　幼児教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（学校教育学）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　教育評価実証方法論　幼児教育・保育内容論研究
　　　　　　　教科開発学セミナー
研 究 テ ー マ　保育内容論　身体教育学　身体表現論

１．これまでの教育研究について
　保育内容論、特に幼児期の身体表現・身体活動を主たるフィールドとして、子どものこころとからだ
の相互作用をテーマとした研究を続けてきました。具体的には、幼児間のコミュニケーションとしての
模倣、幼児の感性、乳幼児の身体活動性増強の方略、運動による心理社会的効果としての「遊び込む」
概念の追求や環境構築、そして現在は、幼少期のからだを動かす遊びにおける非認知能力の可視化を目
指した研究に取り組んでいます。

２．博士課程における教育研究について
　幼児教育・保育の世界には「教科」はありません。「教科」に相当するのは「領域」ですが、子ども
たちの一つの活動、特に「遊び」の中では、様々な領域が重なり合い「保育内容」として存在しています。
ですから「教科開発学」に相当するのは「幼児教育・保育内容実践開発学」といえるかもしれません。「幼
児教育・保育内容実践開発学」では、幼児教育・保育に関わる多様な実践や諸課題の改善・改革に貢献
することのできる高度な研究指導能力を有する実践者及び実践に根ざした研究者を育成し、その成果と
して博士論文を発信することを目指したいと考えます。

３．担当講義について
【教育評価実証方法論】
　実践的研究者と研究的実践者の立場から、対象を理解し分析評価する方法、それを研究として昇華さ
せるための研究方法を扱います。受講者の研究背景や状況に応じて、研究構想に寄与できるような高度
研究手法としての定量的（量的）な研究方法、定性的（質的）な研究方法、混合研究方法などの中から
いくつかの具体的な方法を取り上げます。

【幼児教育・保育内容論研究】
　本授業では、幼児教育、保育の実践、またその類縁の学校教育や子育て支援、家庭の養育等をめぐる
最近の研究知見を学び、研究動向を把握します。また保育内容・保育実践における様々な事象の中から
問いを立てて検討し、諸現象を実証的に分析する方法、結果を説得的に提示していくための論理等、論
文作成に関わる研究営為を扱います。幼児教育・保育分野を直接に扱う受講者に対しては、各人の研究
主題に関連する研究のレビューをしながら、今後の研究への示唆等が得られるようにしたいと考えます。

４．主要な研究業績
１）鈴木裕子（2021）幼少期におけるからだを動かす遊び経験と非認知能力の関連性，幼児教育研究，

第21号，27 - 36
２）Yuko Suzuki (2020) The Effect of Physical Play Experiences on Early Childhood Non-cognitive 

Skills Development，Journal of Education and Development，Volume 4 ，No 3，54-72
３）Yuko Suzuki (2019) Characteristics of Physical Expression Activities Among Young Children 

– How Physical Contact Influences the Body and Expression –，Journal of Modern Education 
Review，Volume 9，No2，109-123

４）Yuko Suzuki・Hideki Suzuki (2017) Psychosocial Effects of Physical Play in Early Childhood，
Journal of Modern Education Review，Volume 7，No12，894-906

５）鈴木裕子（2017）幼児の「遊び込める」姿に含まれる要素の検討，こども環境学研究，第12巻，第
２号，54-62

６）鈴木裕子（2016）保育における幼児間の身体による模倣，風間書房

５．主要な社会的活動業績（2022.3）
１）日本保育学会　評議員
２）独立行政法人大学改革支援・学位授与機構　専門委員
３）日本教育大学協会幼児教育部門代表
４）愛知県豊明市子ども・子育て会議委員長
５）愛知県蒲郡市子ども・子育て会議委員
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野　崎　浩　成
所 属　愛知教育大学
職 位 ・ 学 位　博士（工学）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　教授学習論研究
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　コンピュータと教育、教育工学、認知科学

１．これまでの教育研究について
　これまでに取り組んできた教育研究のメインテーマは、「コンピュータを活用した学習支援」です。
具体的なキーワードは、「eラーニング」、「学習環境の構築」、「学術論文執筆支援」、「第二言語習得」、「日
本語コーパスを活用した言語学習支援」、「文章理解」、「教育におけるメディアの利活用」などです。

２．博士課程における教育研究について
　博士課程では、学習環境の構築や教材開発の実践を理論的に分析し、その理論を学校教育に活かすこ
とを目的として教育研究に取り組んでいます。すなわち、実践と理論の往還を通じて、学習環境の諸課
題を解決し、教授・学習を改善する方法を探究します。

３．担当講義について
　担当する講義「教授学習論研究」では、認知科学的な観点に立って、「教授・学習」に関わる理論に
ついて学習します。すなわち、「学び」を科学的に分析するための研究手法の習得を目指します。さらに、
教授・学習に関連する研究論文や学術書などを輪読することを通じて、ICT等を活用した教育環境の改
善について考察します。

４．主要な研究業績
［1］野崎浩成, 横山詔一, 磯本征雄, 米田純子（1996）文字使用に関する計量的研究 : 日本語教育支援の

観点から, 日本教育工学雑誌, Vol.20, No.3, 141-149
［2］野崎浩成, 市川伸一（1997）漢字学習支援システムの開発：漢字の構造理解と筋運動感覚の獲得, 日

本教育工学雑誌, Vol.21, No.1, 25-35
［3］野崎浩成, 清水康敬（2000）新聞における漢字頻度特性の分析とNIEのための漢字学習表の開発，

日本教育工学雑誌, Vol.24, No.2, 121-132

５．主要な社会活動業績
　教育システム情報学会 東海支部役員
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梅　田　恭　子
所 属　愛知教育大学　教育学部　情報教育講座
職 位 ・ 学 位　准教授・博士（学術）
博士課程分野　教育環境学分野
担 当 科 目　教科開発学原論、ICT教育研究
研 究 テ ー マ　教育工学、情報教育

１．これまでの教育研究について
　教育工学の視点にたち、人の学びに関する理論的な知見を基に教育実践研究を行っています。具体的
な内容としては主体的・対話的で深い学びを支援するためにICTを活用し、効果的・効率的な授業設計
に関する研究や、問題解決・探求における情報活用、情報モラル、小学校プログラミングなど、子ども
たちの情報活用能力の育成に関する研究、高等学校教科「情報」に関する研究を行っています。

２．博士課程における教育研究について
　博士課程においては、教育実践の結果を人の学びに関する科学的な知見から捉えることと、それらの
理論から授業を設計し実践するということを往還し、経験豊かな教員の主に授業における暗黙知を形式
知化する研究を試みたいと思っています。

３．担当講義について
　「教科開発学原論」では、教育の情報化の背景を概観し、なぜICT活用が必要なのか、主体的・対話
的で深い学びとの関連性などを検討したうえで、2020年代を通じて実現すべき令和の日本型学校教育の
姿について探ります。また、情報活用能力とは何かについて、教育の情報化における位置づけ、構成要
素、資質・能力との対応の観点から捉えます。「ICT教育研究」では、学習観や指導観の転換に基づい
たICTを活用した授業デザインについてインストラクショナル・デザイン理論から捉えます。また優れ
た実践研究や教育実践例を基にどのような授業設計の方法があるのかを検討します。

４．主要な研究業績
・林一真・梅田恭子（2021）１人１台のタブレット端末を活用した情報活用能力を育成する授業設計の

留意点の提案，日本教育工学会論文誌 44(4), 497-511
・梅田恭子・齋藤ひとみ編著（2019）ICT活用指導力アップ　教育の情報化　教員になるための情報教

育入門，実教出版
・Hitomi SAITO and Kyoko UMEDA (2019) The Development of Teaching Skills Using ICT in 

Teacher Training: Practices in First-Year Introduction for ICT, Proceedings of the 2019 3rd 
International Conference on Education and Multimedia Technology, 120-125

５．主な社会活動業績
・文部科学省　令和３年度　ＩＣＴ活用教育アドバイザー（2021年度）
・愛知県教育委員会　愛知県義務教育問題研究協議会　委員（2020-2021年度）
・愛知県総合教育センター　情報教育の充実に関する研究（ICT授業活用に関する研究）　顧問（2021.4

～現在）
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野　地　恒　有
所 属　愛知教育大学
職 位 ・ 学 位　理事（教育・学生担当）・副学長・博士（文学）
博士課程分野　人文社会系教科学
　　　　　　　博士課程担当科目　セミナーⅠ～Ⅲ
研 究 テ ー マ　日本民俗文化論、歴史民俗博物館論

１．これまでの教育・研究について
　日本の文化や歴史を民俗学という分野から研究しています。主なテーマは日本の海洋文化論・都市文
化論です。具体的には、近代以降に開拓・形成された集落（移住開拓島）の生活体系に関する研究や、
金魚、菊、朝顔など都市で形成された観賞用動植物の飼育栽培文化に関する研究を進めています。

２．博士課程における教育・研究について
　教科開発学とは、基礎科学の成果を基軸としてその成果を社会的に還元させるための開発を図る応用
科学の一つであり、基礎研究の成果を学校教育へ応用化するための開発を研究対象としてその体系化や
理論化をめざすものである、と私は考えています。そして、基礎研究として民俗学の成果をふまえた教
育・研究では、民俗学を学校教育（とくに社会科歴史的分野）の場面に応用した教材あるいは教材論の
領域を「同時代生活誌」という形で提示することをめざしています。同時代生活誌は、現在の地域社会
に内在する歴史や伝統を描き出すことにより地域の生活や生活に根ざした文化をとらえ、地域社会の未
来を構想する内容構成になるとともに、基礎科学の民俗学研究にもインパクトを与えうるものと考えて
います（｢教科開発学と大学教育の一貫性―民俗学＝同時代生活誌を基軸として―｣『教科開発学を創る』
２、愛知教育大学出版会［2018］参照）。
　また、セミナーⅠ～Ⅲの授業では、博士論文に向けて、教科開発学の構築について考えるとともに、
実践をふまえたオリジナリティのある研究について、自立的な研究の進め方や博士論文の書き方につい
て、受講者が理解を深め、身につけられることを目標としています。

３．担当講義について

４．最近の研究業績
１）「海洋性とゆるやかな定住社会～紀州文化への視座～」『紀伊半島をめぐる海の道と文化交流』
　　和歌山県立紀伊風土記の丘（2021）
２）「バック・トゥ・ザ・現在～同時代生活史としての民俗学～」『未来の社会を共に創る社会科授業　

叢書「教職の魅力共創」（教科領域編）②』愛知教育大学出版会（2022）

５．主要な社会活動業績
１）愛知教育大学地域連携公開講座や市町村の市民大学講座などの講師：「暮らしの中の民俗学」・「松

本清張から見た民俗学―「或る『小倉日記』伝」を題材として―」など
２）岡崎市美術博物館博物資料収集委員会委員（2006～2020）、名古屋市博物館資料委員会委員（2013～）、

鳥取県立博物館協議会委員（2014～2022）
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稲　葉　みどり
所 属　愛知教育大学教育学部日本語教育講座
職 位 ・ 学 位　特別教授　博士（学術）
博士課程分野　人文社会系教科学
担 当 科 目　教科開発学実践論、言語教育内容論研究　
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　言語教育に関する教科開発、外国語教育、授業研究等

１．これまでの教育研究について
　研究テーマは第一言語・第二言語習得研究、外国語教育（日本語教育、英語教育）、異文化理解教育
等です。外国語教育の授業研究、外国語教師の認知に関する研究も行っています。今年度は特にオンラ
イン日本語教育実習の方法、英語の自己調整学習、初等英語教員養成等についての研究に取り組みまし
た。学部では日本語教育学に関連した授業や実習、初等英語科教育、卒論等、教職大学院では英語教育

（教材分析と授業実践開発・教材開発と編成・実践開発）に関する授業を担当しています。

２．博士課程における教育研究について
　博士課程では、学位論文の指導を中心に行っています。これまで英語教育、日本語教育、国語教育、
特別支援教育、幼児教育、保育等の分野の研究をしている指導生を担当してきました。研究指導では、
指導生が自分の研究を成就できるように、研究テーマの絞り込み、理論的枠組み、データの収集、分析
の方法、考察の観点等を一緒に考えています。令和3年度は、英語教育分野2名、特別支援教育分野で1
名が博士の学士を取得しました。

３．担当講義について
【教科開発学実践論】
　新しい教育を創造開発するには、これまでの教育実践を省察し、問題点や課題を発見し、それと同時
に実践を理論化していく必要があります。授業では、受講者が各自のこれまでの研究を教科開発学の視
点から構成し直し、今後の博士論文に向けて、研究の方向性を明確にします。また、様々な教育分野等
の観点から他の受講生等と意見交換し、教科開発学における実践的諸課題についての理解を深めます。

【言語教育内容論研究】
　「ことば」は、教科を超えて学習、教育、研究の基礎となります。ここでは、特に研究に焦点を当て、
研究資料に現れることばの分析、解釈、数量化等の方法を考察し、受講者が自身の研究の遂行、論文の
執筆に適した方法を探ります。データベースを作成し、分析ソフトを用いたりして、質的分析、量的分
析等を行う方法を検討します。

４．主要な研究業績
１）稲葉みどり（2021）．「大学生の自己調整学習の分析－英語学習における動機づけ・メタ認知・学習

方略－」『教養と教育』21, 1-8．愛知教育大学共通科目専門委員会．
２）稲葉みどり（2022）「10歳児・11歳児の物語文の発達に見られる特徴－Frog Storyの場合－」『教科

開発学論集』10，27-36. 愛知教育大学大学院・静岡大学大学院教育学研究科共同教科開発学専攻（後
期３年博士課程）．

３）稲葉みどり（2022）．「オンライン日本語教育実習の試み」『愛知教育大学研究報告（人文・社会科学編）』
71, 1-9. 愛知教育大学.

５．主要な社会活動業績
１）一般社団法人大学女性協会国際奨学委員
２）高校訪問出前授業
３）愛知教育大学公開講座開講（高校生向け講座、教員向け講座等）
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伊　藤　貴　啓
所 属　愛知教育大学教育学部地域社会システム講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（理学）
博士課程分野　人文社会科学系教科学　
担 当 科 目　地理学教材研究論，文化資源活用論，教科開発学セミナーⅠ･Ⅱ・Ⅲ
研 究 テ ー マ　農業地域の自立的発展とその条件，ヨーロッパ国境地域の空間変動，
　　　　　　　教員としての実践的指導力育成と地域教材開発（社会科地域学習および　防災教育）
　　　　　　　社会科の教科内容と教科専門と教科教育の架橋に関する研究

１．これまでの教育研究について
　教科専門では、地理学担当教員の任にあります。専門の農業地理学では、野菜産地から日本農業の変
化を追うことと連動させて、農業地理学の学史的分析を始めています。EUの国境地域や農村地域の研
究では、オランダへの関心を持ち続けている状況です。このような教科専門としての地理学をベースに、
教員養成段階における教員としての実践的指導力育成の方途を主に社会科と防災教育の分野で探ってい
ます。とりわけ、教科開発学という点で、教科専門と教科教育の架橋に関心があります。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程では、地理学教材研究論ほかを担当しています。研究面では、自らの専門である地理学と
社会科教育をフィールドに教科専門と教科教育の架橋に関わる方途を探りながら教科専門のおもしろさ
を伝えつつ、いかに教員としての実践的指導力を高められるのかを先達に学びながら考えるとともに、
社会科教育研究者とやりとりしながら、社会科の教科内容について研究し始めたところです。

３．担当講義について
【文化資源活用論】　文化資源としての地域資源について、そのとらえ方と地域形成・振興との関わりを
愛知県におけるフードツーリズム、ルーラルツーリズムに事例を求めて、自然資源・景観・観光・人材
育成などの観点から受講者とともに考えて学んでいます。

【地理学教材研究論】　本講義では地理学における野外調査の技法を座学とフィールドでの観察などから
理解することで① ｢地域｣ を観る目を養い、②社会科の内容である地域社会の事象をフィールドで理解
し、その仕組みを解き明かしうる能力とともに、③それらを構造的に把握して教材を開発する資質能力
の育成を目的としています。

４．研究業績（2021年度）
１）学部生によるESD地域副読本作成と社会科教員の養成－教員養成における教科専門の意味を再考す

る．愛知教育大学大学院共同教科開発学専攻編『教科開発学を創る　第３集』愛知教育大学出版会，
pp.89～109，2021年３月

２）教員養成系大学院における実践的指導力育成と地域防災教育の展開に関する基礎的研究－地域防災
副読本作成の試みから－．愛知教育大学研究報告第70輯（教育科学編），pp.101～109，2021年３月

３）オランダにおける農業と自然－循環型農業への挑戦－．漆原和子・藤塚吉浩・松山 洋・大西宏治
編著『図説世界の地域問題100』ナカニシヤ出版，pp.88～89，2021年12月

４）「地域」と「地域」の見方・とらえ方（pp.71～81）．「自然災害から人々を守る活動」の教材化（三河地震）
（pp.124～133），コラム７「発問はまずWhyよりもHowで」（p.81），コラム８「地域の構造図を描
くには」（p.82），コラム９「地理院地図と国土地理院をもっと利用しよう」（p.97）．伊藤裕康 編『社
会科教育リバイバルへの途―社会への扉を拓く「地域」教材開発―』学術図書出版社，2022年４月

５．主要な社会活動業績（2020年度～　）
１）人文地理学会代議員（2020～2022年９月），経済地理学会論文賞選考委員（2021年度），日本地理学

会小林浩二研究助成審査委員会委員（～2022年度）
２）社会科副読本監修 知立市（2017年度～現在），安城市・岡崎市・高浜市・幸田町（2018年度～現在）， 
３）豊田市史編さん執筆委員（2007～2020年度），豊田市史編さん執筆協力委員（2021年度～）
４）豊川市の未来を拓く教育推進懇談会（会長，2018～2020年度）
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中　野　真　志
所 属　愛知教育大学生活科教育講座
職 位 ・ 学 位　教授・博士（文学）
博士課程分野　人文社会系教科
担 当 科 目　教科開発学原論、生活科教育内容論研究、
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ・Ⅱ・Ⅲ
研 究 テ ー マ　ジョン・デューイの教育論、生活科及び総合的な学習の理論と実践

１．これまでの教育研究について
　研究者として、当初、アメリカのカリキュラム理論及び社会科教育いついて研究していましたが、日
本において生活科が誕生して以降、その研究対象を生活科、後に総合的な学習に広げ、カリキュラム理
論だけでなく教育方法学及び授業論の観点からも生活科、総合的な学習及び社会科の理論と実践につい
て研究してきました。また、これらの研究とともに、ジョン・デューイの教育論、特にデューイ実験学
校のカリキュラム理論と教育実践も研究しています。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程においては、これまでの研究成果に基づき、教科の内容構成のもととなる親学問が存在し
ない生活科及び総合的な学習を教えるのに必要な資質・能力とは何か、生活科と総合的な学習における
体験と活動をどのように単元構想に位置づけ、それらを知識、技能の習得と活用及び態度の育成にどの
ように関連づけるのか、生活科と総合的な学習における素材とは何かについてカリキュラム理論、教育
方法学および授業論の観点から考察すること、その考察を通して教科とは何かについてともに考えたい
と思います。

３．担当講義について
【生活科教育内容論研究】
　生活科新設までの経緯、誕生した背景と要因について考察し、親学問をもたない生活科という教科の
本質と独自性についての理解を深めます。そのために、まず、生活科の目標と内容、単元構想、年間指
導計画の基本的な考え方について検討します。次に、生活科と総合的な学習の源流の一つであるデュー
イ実験学校のカリキュラム理論と教育実践について考察し、現在の生活科のカリキュラム及び授業実践
を批判的に分析し、考察する能力の習得を目指します。

４．主要な研究業績（2016.3 ～）
１）「アメリカにおける社会性と情動の学習(SEL)－「学術的、社会的、情動的な学習の協働」（CASEL）

を中心に－」『愛知教育大学教職キャリアセンター紀要』第７号、2022年、pp.159-166
２） 「『民主主義と教育』における経験とリフレクション－探究・体験型学習の理論的基底－」（日本デュー

イ学会編『民主主義と教育の再創造－デューイ研究の未来へー』、勁草書房、2020年、pp.188-196）
３）「シカゴ大学時代のエラ・フラッグ・ヤング（Ella Flagg Young）（I）」『愛知教育大学研究報告』第

69輯（教育科学編）2020年３月、pp.1-8
４）『生活科・総合的学習の系譜と展望』三恵社（加藤智との共編著）、2018年10月
５） 文部科学省、国立教育政策研究所、教育課程研究センター編著『発達や学びをつなぐスタートカリキュ

ラム－スタートカリキュラム導入・実践の手引き－』学事出版、2018年４月（作成協力者・副主査）
６）キャサリーン・キャンプ・メイヒュー、アンナ・キャンプ・エドワーズ著、小柳正司監訳『デューイ・

スクール－シカゴ大学附属実験学校：1896年～1903年－』あいり出版、2017年（８章、18章、補遺
１、補遺２の翻訳）

７）「J.デューイ（John Dewey）のカリキュラム理論と教科観－デューイ実験学校のカリキュラム理論
と相補的な歴史と地理を中心に－」『愛知教育大学研究報告』第66輯（教育科学編）2017年３月、
pp.１～８

８）『デューイ実験学校における統合的カリキュラム開発の研究』風間書房、2016年２月

５．主要な社会活動業績（2021年3月）
１）日本生活科・総合的学習教育学会　常任理事（2002年度～現在）、副会長（2020年度～現在）
２）愛知県教育センター中堅教諭等資質向上研修（小学校生活科）　講師（2004年度～現在）
３）社会福祉法人　愛知県社会福祉協議会　福祉読本『ともに生きる』編集委員長（2020年度～現在）
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丹　藤　博　文
所 属　愛知教育大学教育学部国語教育講座
職 位 ・ 学 位　教授・博士（教育学）
博士課程分野　人文社会系教科学
担 当 科 目　文化資源活用論、国語科教育教材論研究、
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ・Ⅱ・Ⅲ
研 究 テ ー マ　文学教育・物語研究（語り分析）

１．これまでの教育・研究について
　ソシュールやウィトゲンシュタイン以降の言語論、記号論や構造主義による文学理論をベースとして、
あるいは戦後文学教育の理論と歴史をふまえつつ、国語教科書に掲載される文学教材の読みについて研
究しています。近年は、物語論（ナラトロジー）・フランスの国語教科書を研究することで、語りを日
本の文学教育に導入すべく指導過程を提案し実践的な有効性を検討しています。

２．博士課程における教育・研究について
　高度情報化社会といわれ、子どもたちにもスマホが普及する中で、子どものリテラシーをどう育てて
いくか、文学的なテクストの果たすべき役割とは何かといったことを明らかにしていきたいと考えてい
ます。すでに学校においては、デジタル教科書が導入されていますが、メディア社会における文学の教
育的な意味と役割を追究することが課題です。

３．担当講義について
【文化資源活用論】
　言語論・物語論について概説し、物語分析の手法を紹介します。そのうえで、小・中学校国語教科書
に掲載される文学教材を分析し読みを問題としていきます。受講者にも、自分で物語分析を演習しても
らいます。

【国語科教育教材論研究】
　戦後の文学教育の展開をたどることで、その成果と課題を明らかにします。戦後の文学教育を概観し、
20世紀の言語論・文学理論を参照しつつ、文学教育の在り方について考察します。そのうえで、小・中・
高校の国語教科書における文学教材・説明文教材の読み直しを図り、教材価値について検討します。　

４．主要な研究業績（2019年～、単著は1995年～）
１）著書
 〈単著〉『教室の中の読者たち』（学芸図書 1995），『他者の言葉』（学芸図書 2001），『文学教育の転回』（教

育出版 2014），『ナラティヴ・リテラシー─読書行為としての語り─』（溪水社 2018）
 〈共著〉日本読書学会編『読書教育の未来』（ひつじ書房 2019），全国大学国語教育学会編『新たな学

びを創る小学校国語科授業研究』（東洋館出版 2019），『あまんきみこハンドブック』（三省堂 2019），
全国大学国語教育学会編『国語科教育学研究の成果と展望  Ⅲ』（2022年刊行予定）

２）論文
「連載・語り講座①～⑦」『道標』（Vol.33～39 教育出版 2016～2019），「附属学校園ワンダーランド」
愛知教育大学教職キャリアセンター　教科教育部門『SCOPEⅢ』（No.9 2019.3）「中学校における〈言
語論的転回〉の授業」『愛知教育大学　教職キャリアセンター紀要』（第５号 2020.3），「抵抗のメソッ
ド─〈主体的読み〉とは何か─」『国語国文学報』（第78集 2020.3），「新コロナウィルス・ICT教育・
言語活動」愛知教育大学教職キャリアセンター　教科教育部門『SCOPEⅢ』（No.10 2020.3），「文学
教育再考のための覚書─読書行為の視座から─」『国語国文学報』（第79集 2021.3），「国語教育VS国
語教育」『日本文学』（No.820 2021.10），「語りの行方─「一つの花」（今西祐行）の場合─」『国語国
文学報』（第80集　2022.3）

５．主要な社会活動業績（2021年）
１）日本文学協会委員，全国大学国語教育学会理事・編集委員， 愛知教育大学国語教育研究会代表
２）国語教科書編集委員（『ひろがる言葉　小学国語１年～６年』教育出版，『伝え合う言葉　中学国語

１年～３年』教育出版）
３）日本教職員組合教育研究全国集会（日本語教育）・ 教研集会愛知大会（国語）・岡崎市教育研究大

会共同研究者
４）愛知教育大学附属名古屋小学校・岡崎中学校（国語）共同研究者
５）愛知県立日進西高等学校出前授業，西春日井国語サークル講演
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田　口　達　也
所 属　愛知教育大学教育学部外国語教育講座
職 位 ・ 学 位　准教授　PhD in English
博士課程分野　人文社会系教科学
担 当 科 目　第二言語教育論研究
研 究 テ ー マ　心理学的視点からの第二言語習得、研究方法論、英語教育

１．これまでの研究・教育について
　これまで、第二言語習得（特に英語教育）における個人差を中心に研究を行ってきました。中でも、
学習方略と学習動機づけ・態度を主たるテーマとしてきました。近年は、非認知能力の視点から、第二
言語習得を捉える研究を行っています。また、データの収集や分析の方法の検討も、重要な研究テーマ
となっています。以前は量的手法を用いた研究を中心としていましたが、最近では質的手法や混合手法
も研究対象としています。教育については、学部では音声教育を含む英語教育全般、教職大学院では異
文化理解を担当しています。

２．博士課程における研究・教育について
　どのような教授法を用いても、学習者の学習に対する意欲・動機が言語習得の成否を左右します。こ
の背後には、学習者のアイデンティティやその形成も関わります。そのため、学習意欲・動機づけの研
究・教育に、アイデンティティの研究視点を加味することの意義を検討しています。また、研究を行う
ために研究手法を身に付ける必要もありますので、研究手法（特に言語習得研究に関わる手法）につい
ても扱うことを考えています。

３．担当講義について
【第二言語教育論研究】
　授業での学習時間には限りがあるため、学習者が授業に集中することと授業外で勉強をすることが英
語習得には必要不可欠になり、これらの要因に関わる動機づけや学習意欲の研究は重要な意味を持ちま
す。本授業では、動機づけ・学習意欲に関する理論を概観しますが、それらの理論の実践的方法の検討
も行いたいと思います。また、動機づけというと学習者の立場からの研究が容易に思いつきますが、語
学教師の側にも勤労意欲等の動機づけが必要であると言えます。そのため、学習者を対象者にした研究
だけではなく、教師にとっての動機づけも併せて検討していきます。

４．主要な研究業績（2017.4～）
１） 田口達也（2018）「TOEIC、学習時間、そしてやり抜く力－愛知教育大学の事例から－」『教養と教育』

第18号、1-9頁．
２）Taguchi, T. (2020). Investigating self-control strategies of university students learning English in 

Japan. In T. Pattison (Ed.), IATEFL 2019 Liverpool conference selections (pp. 45-48). IATEFL.
３）建内高昭・田口達也（2021）「小学校外国語活動における児童の学習意欲と教室内動機づけ要因の

動的関係－２年間の調査から－」『愛知教育大学研究年報．人文・社会科学編』第70輯、78-82頁．
４）Taguchi, T. (2021). Validating a self-control measurement for L2 learning: A factor analysis study. 

Studies in Foreign Languages & Literature, 54, 75-95.

５．主な社会活動業績
１）教員免許状更新講習「言語教育における非認知的能力の研究動向」（2018.8）
２）JALT Journal、System、Routledge Handbook論文査読委員
３）愛知県立国府高等学校公開授業指導助言（2021.11）
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近　藤　裕　幸
所 属　愛知教育大学教育学部社会科教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（学術）
博士課程分野　人文社会科学系教科学
担 当 科 目　文化資源活用論・社会科教育論研究
研 究 テ ー マ　明治から第二次世界大戦における地理教育史研究

１．これまでの教育研究について
　これまで、第二次世界大戦前の中等教育段階における地理教授を研究してきました。戦前は中等教育
段階が複線型でとても複雑であるため、旧制中学校・高等女学校・実業学校などすべてにわたっての地
理教授の実態は依然として解明されていません。師範学校も含めて、これらを比較考察することで、そ
の全容を明らかにしたいと思っています。
　最近は，戦前の地理科や歴史科において、中学校と高等女学校でどのような差が見られるのかを明ら
かにして、とくに女性について求められていたものが何であったのかを教科書の内容に限定して研究し
ています。

２．博士課程における教育研究について
　博士課程では、社会科教育論研究を担当しています。専門知識はいうまでもないのですが、その専門
性が現場の経験や知識に結びついていることが重要だと思っています。現職の方は専門知識の重要性を、
教員経験のない方には現場の知識をお伝えして、理論と実践が往還するような授業を行いたいと思って
います。

３．担当講義について
【文化資源活用論】
　社会科（地歴科・公民科）は、おもに地理・歴史・公民的な内容によって構成されています。これら
を連携・融合することでどのような授業が生み出されるのかを考え、作りたいと思います。また、社会
科だけにとどまらず、他教科との連携・融合によって、教科の枠にとらわれない自由で豊かな授業作り
に挑戦します。専門にこだわる博士課程だからこそ、視野を広げる授業にしたいと思います。

【社会科教育論研究】
　社会科教育（地歴・公民科）でしばしばとりあげられる本（著作物）を輪読することによって、その
本が社会科教育史において、どのような位置づけにあり、どのような教育的価値をもっているのかにつ
いて考えていくことを目的とします。また、しっかりとした教材研究の力量を育成するために、その本
をもとにして教材開発を行ってもらいます。

４．主要な研究業績（2022年〜）
１）近藤裕幸（2022）．明治期から第二次世界大戦期まで（1872-1945年）の日本の中等教育における地

理教育制度の変遷−実業学校を中心として−，人文地理，74-2.
２）近藤裕幸（2022）．明治期から第二次世界大戦期における高等女学校の東洋史教科書にみられる良

妻賢母思想，探究，32.

５．主要な社会活動業績
１）令和３年度中堅教諭資質向上研修，講師，2021.8.19
２）天白高等学校出張授業，講師，2021.9.30
３）江南高等学校出張授業，講師，2021.11.8
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宮　村　悠　介
所 属　愛知教育大学社会科教育講座
職 位 ・ 学 位　准教授　博士（文学）
博士課程分野　人文社会系研究科倫理学専攻
担 当 科 目　倫理教材論研究、文化資源活用論
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　近現代ドイツ倫理学、日本近現代倫理思想史、カント倫理学

１．これまでの教育研究について
　倫理学の担当教員として、近現代のドイツおよび日本の倫理学・倫理思想史を研究してきました。人
名で言うと、ドイツについてはイマニュエル・カント、マックス・シェーラー、ハンス・ヨナスなどに
ついて主に研究しており、日本については和辻哲郎の倫理学などを取りあげています。こうした思想家
を中心とした倫理思想史や倫理学の授業を担当するほか、生命倫理学や環境倫理学といった応用倫理学
の卒論指導も担当しています。

２．博士課程における教育研究について
　博士課程では、とくに高等学校公民科「倫理」の教材について考察してきたいと考えていきたいと考
えております。何気なく授業で使われている「倫理」の教科書記述にも、それを裏付ける先哲たちの書
いた古典的な文章があり、そうした古典と教科書を往復することで、「倫理」の教育にも奥行きをもた
らすことができるはずです。講義ではそうした古典と教科書の往復の過程を、ともに体験していただき
たいと考えています。

３．担当講義について
　博士課程では倫理教材研究論と文化資源活用論の授業を担当します。倫理教材研究論では、高等学校
公民科「倫理」の教科書を手がかりとして、その教科書記述を支えている倫理学の古典的な文章に遡り、
そうした原典資料を「倫理」の授業等で教材として活用する方法を考えたいと思っています。取り上げ
られる範囲はプラトンやアリストテレスといった古代ギリシアから、動物倫理や環境倫理といった現代
の応用倫理学にまでわたりますが、どの分野をどれだけ時間をかけて掘り下げるかは、受講者と話し合
いながら決めたいと思います。文化資源活用論では、文化資源としての倫理学の古典を、教材として活
用する方法について考えたいと思いますが、これも具体的な内容は受講者と相談して決めます。

４．主要な研究業績
１）（共著）木村純二, 吉田真樹編『和辻哲郎の人文学』ナカニシヤ出版、2021年
２）宮村悠介「カント倫理学における徳の理念の問題」（日本カント協会編『日本カント研究　20』に所収）

2019年
３）宮村悠介「教育と倫理――「人格の完成」をめぐって――」（日本金属学会編『まてりあ（Materia 

Japan）　56-4』に所収）2017年
４）宮村悠介「個体であることの孤独について――人格の倫理学のために――」（実存思想協会編『実

存思想論集　XXXI』に所収）2016年
５）「M・シェーラーと「悔い改め」の現象学――再生の倫理学のために――」（日本倫理学会編『倫理

学年報　第六三輯』に所収）2014年

５．主要な社会活動業績
１）日本カント協会編集委員（2020年12月～現在）
２）日本倫理学会監事（2021年４月～現在）
３）日本比較思想学会評議員（2022年４月～現在）
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奥　田　浩　司
所 属　愛知教育大学教育学部国語教育講座　	
職 位 ・ 学 位　教授・博士（文学）
博士課程分野　人文社会系教科学
担 当 科 目　文化資源活用論・国語科教育教材論研究
研 究 テ ー マ　日本近現代文学・日本文化学・アニメ文化論

１．これまでの教育・研究について
　日本近現代文学、日本文化を対象に、文化論的な観点から研究を進めています。近年は,村上春樹の
小説を中心に、日本文化との接点を探り、神秘主義との関わりについて検討しています。また同様の観
点から、宮崎駿のアニメーションについても考察を行っています。

２．博士課程における教育・研究について
　小説や詩の読解において、文学理論をどのように活用できるのかということについて考えたいと思い
ます。文学テクストは,ともすれば感覚的な教材として受け取られる傾向がありますが、文学理論を援
用することで客観的に対象化することができます。国語教育においても,文学理論を援用することが可
能であると考えます。文学教育における文学理論の可能性について追究することが課題です。

３．担当講義について
【文化資源活用論】
　日本近現代文学の小説について、文学理論を援用しつつ分析を行う。具体的には、物語論、ポストコ
ロニアル理論、アダプテーション、表象不可能性を中心に講義を行い、併せて小説の分析を行う。小説
については、主に教科書で取りあげられている作家を取りあげたい。

【国語科教育教材論研究】
　教科書には、様々な小説が取り上げられている。しかし、必ずしも文学理論を踏まえた文学教育が行
われているわけではない．その一方で、文学研究の場では、文学理論は必須の知識となっている。この
ような状況に鑑み、現代作家を対象に、文学理論を使った文学教育の可能性について考察する。また映
像メディアも取り上げ、文学教育での活用についても議論を行う。

４．主要な研究業績
１）著書

〈共著〉
『村上春樹における両義性』（淡江大学出版　2016）

２）論文
・「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー（3）―日本語・日本文化の記憶

に関する報告―」
　（『国語国文学報』第80集，2022．3）
・「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー（2）―日本語・日本文化の記憶

に関する報告―」
　（『愛知教育大学大学院国語研究』第29号，2021．3）
・「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー（1）―日本語・日本文化の記憶

に関する報告―」
　（『愛知教育大学大学院国語研究』第27号，2019．3）
・「Representing the Holocaust Haruki Murakami’s Killing Commendatore and “An Independent 

Organ”（『専修大学　人文科学研究月報』293号，2018．5）
３）発表
「村上春樹「タイランド」における日本回帰－村上春樹の小説における神秘主義への接近－」
Practicing Japan – 35 years of Japanese Studies in Poznań and Kraków 25th March, Friday

５．主要な社会活動業績
１）日本社会文学会・編集委員
２）有島武郎研究会・編集委員
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岩　山　　　勉
所 属　愛知教育大学 理事・副学長（理科教育講座）
職 位 ・ 学 位　教授・博士（理学）
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　科学技術活用論、物理教材論研究、教科開発学セミナーⅠ、Ⅱ、Ⅲ
研 究 テ ー マ　物理教材開発、科学・ものづくり教育、半導体物理学、ビーム物性

１．これまでの教育研究について
　量子ビーム（イオン・レーザービーム等）用いた半導体ナノ結晶の作製とその物性評価を中心とした
研究を行っている。半導体物質を微細化することにより、固体の物性と著しく異なる半導体ナノ結晶特
有な物性の発現が期待される。これは、量子サイズ効果や表面効果などによるものである、現在は、イ
オンビーム（イオン注入法）、レーザービーム（レーザーアブレーション法）、エキシマＵＶランプ、近
赤外線ランプ、電子線等を用いることにより、微細構造の制御された半導体ナノ結晶、機能性薄膜を作
製し、その物性の評価、さらには、その光電子機能デバイスとしての応用の可能性探索を行っている。

２．博士課程における教育研究について
　子どもたちの「理科離れ」が様々な場で叫ばれており、対応が急務となっている。これは、教育現場
で「なぜ理科を学ぶ必要があるのか」という素朴な疑問に明確に答えていないことに原因の一端がある
ものと思われる。現実的には、科学技術の発展とともにブラックボックス化され、専門家以外はその原
理を知らず、単にユーザとしてその恩恵を受けるのみの場合が多い。博士課程では、これまでの研究を
基盤として、先端科学技術の原理をいかに簡素化・モデル化し、教育現場に定着させていけるのかとい
う課題に取り組んでいる。また、先端科学技術を活用した教材開発とその教育効果の検証も行っている。

３．担当講義について
【科学技術活用論】
　最新の科学技術研究の成果をふまえ、初等・中等教育の教科内容における広範な専門的知識の重要性
の認識とその理解を深める授業を行う。博士課程における、共通的な科目であり、非専門の方々も多く
履修することを考慮して基礎から学び、その知識を活かす方法や、その面白さについて学ぶ。

【物理教材論研究】
　身の回りの物理現象や先端科学技術を概説しつつ、教材開発やその授業での活用法を検討する。特に、
学習の動機付けや日常との関わりから、理科を学ぶ意義、楽しさを伝える工夫として、先端科学技術を
利用した「日常生活」と「理科学習」をつなげる新規の教材開発研究を行い、その有用性を検討する。

４．主要な研究業績
１）「理数探究（物理分野）」愛知教育大学出版会（2019）．
２）”Optical properties of Si nanocrystals in SiO2 matrix synthesized by reactive pulsed laser 

deposition”, Journal of Physics: Conference Series, (IOP Publishing), 1527, 12027 (2020).
３）「教科開発学を創る 第３集（第７章 生徒が実験を通して主体的・創造的に電気抵抗の概念を獲得

することを目指した新規教材の開発）」愛知教育大学出版会（2021）．
４）”Electrical resistor and capacitor using carbon-based papers for creative thinking to deepen and 

extend learning”, Physics Education (IOP Publishing), 56, 35006 (2021).
５）「カーボン・ナノチューブ・ペーパーを用いた電気抵抗の探究的学習」物理教育, 69, 145-150（2021）．

５．主要な社会活動業績
１）刈谷市理数大好き推進協議会理事
２）刈谷市立住吉小学校学校評議員
３）愛知県立刈谷高等学校SSH運営指導委員・評価委員
４）愛知県立豊田北高等学校学校評議員
５）独立行政法人大学改革支援・学位授与機構、国立大学教育研究評価委員会専門委員
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稲　毛　正　彦
所 属　愛知教育大学教育学部理科教育講座
職 位 ・ 学 位　教授・理学博士
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　科学技術活用論，理科教育内容論研究，教科開発学セミナー
研 究 テ ー マ　無機化学，環境科学分野での教科開発

１．これまでの教育研究について
　学部および大学院において無機化学担当教員として教育と研究に携わっています。主な研究テーマは
金属イオンの関与する電子移動反応、光化学反応や配位子置換反応などの溶液内反応に関する研究です。
金属ポルフィリン錯体などの特異な反応性を示す金属錯体を取り上げ、その動的挙動を各種の分光法を
利用して明らかにするとともに、高速レーザー分光の手法を駆使して、光励起に伴って生じる不安定化
学種の電子構造や反応性の解明をめざして研究を行っています。最近は金属ポルフィリン複合系におけ
る光誘起電子移動反応やフタロシアニン錯体の電子移動反応のダイナミックスの解明などに取り組んで
います。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程においては、近年注目されている地球環境問題を念頭におき、自らの専門分野である化学
を基盤として環境科学の研究成果を学校教育にいかに普及させるかという課題に取り組みたいと考えて
います。地球環境の保全と人類社会の持続可能性への展望の提示が現在の学術界に課せられた大きな課
題であり、サステイナビリティ学の学校教育への展開という観点から博士課程での教育研究に関わって
いきたいと考えています。

３．担当講義について
【科学技術活用論】
　現代文明は最先端の科学的知見に基づいて作り上げられたさまざまな技術に依拠しています。学校教
育においては、科学技術の負の側面に留意しつつ、それらを適切に伝授し、その適正な活用に関する理
解の増進を図る必要があります。このような観点で、化学の分野における科学技術の活用について解説
を行います。

【理科教育内容論研究】
　近年、地球環境が悪化の一途を辿っています。学校現場では次世代を担う人材の養成のために、この
ような地球環境問題への関心を喚起するとともに、問題を正確に理解し、持続可能な社会の構築のため
の処方箋を考える必要があります。本授業では温室効果や低炭素社会実現を目指した代替エネルギー開
発などを題材として、持続可能な社会の構築のための戦略の学校教育への展開を検討します。

４．主要な研究業績（2017年４月以降）
１）Structure Dependence of Intramolecular Electron Transfer Reactions of Simple Dyads of Zinc(II) 

Porphyrin Complex Bearing a Peripheral Bipyridine Moiety, K. Sakakibara et al., Dalton Trans. 
2017, 46, 12645.

２）Behavior of Ionic Liquids Around Charged Metal Complexes: Investigation of Homogeneous 
Electron Transfer Reactions between Metal Complexes in Ionic Liquids, T. Mabe et al., J. Sol. 
Chem. 2018, 47, 993.

３）Intramolecular photoinduced electron transfer reactions of zinc(II) porphyrin dyads studied with 
a sub-ns time resolution, K. Sakakibara et al., Journal of Porphyrins and Phthalocyanines 2020, 
24, 1099.

４）Colorimetric and fluorometric determination of boron using β-diketone–BF2 compounds 
containing catechol moiety, Y. Sobue et al., Talanta Open 2021, 4, 100076.

５．主要な社会活動業績
１）愛知教育大学連携公開講座講師「環境科学と日常生活の関わり」
２）名古屋市立向陽高等学校SSH運営指導委員会委員
３）日本化学会東海支部幹事（2018-2019年度）
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飯　島　康　之
所 属　愛知教育大学教育学部数学教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　教育学修士
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　数学教材論研究
研 究 テ ー マ　動的幾何ソフトを中核とした教育用ソフト開発・コンテンツ開発・
　　　　　　　授業研究、数学教育

１．これまでの教育研究について
　数学教育学に関する研究を行っています。中核は、Geometric Constructor（GC）という動的幾何ソフ
ト（作図ツール）です。DOS版（1989-）、Windows版（1996-）、Java版（2000-）、html5版（2010-）
を開発しました。附属学校の他さまざまな学校と連携して授業研究を行い、動的幾何ソフトが数学教育
に及ぼす影響を、教材研究、カリキュラム研究、授業研究など幅広く、理論的かつ実践的に研究してい
ます。

２．博士課程における教育研究について
　2010年から開発に着手したGC/html5は、いろいろな意味での先進性を研究する中核になっています。
html5+JavaScriptで開発することによって、次世代の教育用ソフトのあり方を具現化しています。複数
の点を同時に動かせることなど、操作性と数学的活動との対応づけもできます。４人１組での学習の場
で利用することによって言語表現の活性化が期待されます。また附属学校・公立学校の実際の授業で検
証し、理論的かつ実践的に明らかにすることに取り組んでいます。

３．担当講義について
【数学教材論研究】
  数学教育において、数学的問題解決に対して汎用のソフトを開発・利用することで、その改革を目指
すさまざまな研究に注目します。ソフト開発、コンテンツ・教材開発、授業研究、認識論的研究などの
さまざまな領域において、それらの研究がどのように行われているのかを文献で明らかにするとともに、
GCに関する実際のコンテンツ・教材開発や授業研究に接し、理論的かつ実践的に研究します。数年前
からはSTEM教育の中での数学のあり方も模索しています。

４．主要な研究業績（2015.4 - ）
Y. Iijima, Ch. 64 Teaching and Learning Mathematics and communication technology in Japan - 

the case of Geometric Constructor, Bharath Sriraman et al (eds), The First Sourcebook on Asian 
Research in Mathematics Education : China, Korea, Singapore, Japan, Malaysia, India  (International 
Sourcebooks in Mathematics Education), 1437 – 1553, 2015

飯島康之, 作図ツールGC/html5の開発―HTML5＋JavaScriptによる教育用ソフト開発の可能性―, 科学
教育研究vol.39, pp.161-175, 2015

飯島康之, 作図ツールGC/html5を用いた数学的探究における精度・誤差について - インターラクティブ
な探究に向けて - ,教科開発学論集 4, 111-121, 2016

飯島康之, GC を使った数学的探究における事実と問いのダイナミズム －対応表をもとに進める数学的
探究に関するケーススタディを基にして－ , イプシロン, 61, 9-24, 2019

飯島康之，GCの「条件を満たす点の集合の自動描画機能」を使った数学的探究−数学的探究に関するケー
ススタディを基にして−, イプシロン, 62, 33-42, 2021

飯島康之，ICTで変わる数学的探究，明治図書，2021
飯島康之，数学的探究のサイクルと「データ」の役割について- 統計と図形に関するケーススタディを

基にして-, イプシロン, 63, 1-20
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小　谷　健　司
所 属　愛知教育大学 教育学部 数学教育講座
職 位 ・ 学 位　教授・博士（理学）
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　科学技術活用論、数学教育内容論研究、
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　数学教材開発，常微分方程式論

１．これまでの教育研究について
　私の研究分野は常微分方程式論です。常微分方程式とは微分を含む方程式で、自然科学の研究に大い
に役立っています。私は常微分方程式を幾何学的に考える問題に興味を持ち、長年研究を行ってきまし
た。同時に、教育学部の学生たちと身近な事象に現れる数学的な問題についても研究してきました。こ
のことについても、いくつかの結果を残しています。

２．博士課程における教育研究について
　私は長年、身近な事象に現れる私は数学について研究してきました。このことを生かし、学生のみな
さんと新たな数学教材を作り出したいと思っています。

３．担当講義について
【科学技術活用論】
　数学的な考え方・数学的な問題解決の仕方について、身近な事象に現れる数学を題材として授業した
いと思います。内容は受講者の経歴等によって柔軟に変更します。

【数学教育内容論研究】
　授業内容の１つめは、数学を教えるうえで知っておくべきことです。例えば、人類は実数を２千年以
上のむかしから使ってきました。しかし、その正体について詳しく理解している人は少ないと思います。
授業内容の２つめは、身近な事象に現れる数学についてです。内容は受講者の経歴等によって柔軟に変
更します。

４．主要な研究業績
１）高校訪問授業の記録 15ゲームを数学的に考える, イプシロン61 (2019), 63-68.
２）Relations between two generalized pi’s, 愛知教育大学研究報告, 自然科学編 68 (2019), 1‒3. (Luey 

Sokea 氏との共著)
３）ビー玉の数学, イプシロン 60 (2018), 51‒58.

５．主要な社会活動業績
１）新城市教育委員会「数楽チャレンジ大会」実行委員会 顧問（2001年～現在）
２）愛知県立刈谷高等学校SSH運営指導委員会委員（2014年～現在）
３）国際協力事業団 短期専門家（数学教育）（2001年７月31日～９月８日）
４）国際協力事業団 短期専門家（数学教育）（1999年３月28日～４月９日）
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大　鹿　聖　公
所 属　愛知教育大学教育学部理科教育講座
職 位 ・ 学 位　教授・博士（学術）
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　科学技術活用論・理科教材開発論研究
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　理科教材開発、環境教育・ESDカリキュラム

１．これまでの教育研究について
　小・中・高等学校の理科教育に関わる教材開発に取り組んでいる。実験観察活動を基盤とした教材から、
モデルやシミュレーションなどを取り入れた児童・生徒の主体的な活動を育む教材など幅広く取り上げ
て開発している。また、理科教育における理解促進のため、科学館や博物館などの社会教育施設との教
育連携に関する研究にも取り組んでいる。現在では、理科教育にとどまらず、環境教育、ESD、SDGsといっ
た持続可能な社会における科学教育に関するカリキュラム開発や教育実践に関する研究にも取り組んで
いる。

２．博士課程における教育研究について
　21世紀の現代は、科学技術の発展と地球環境問題の複雑化によって持続可能な社会に貢献する科学技
術人材が求められている。そのため、主体的に自然科学や科学技術に取り組み、科学的な探究を実践す
る児童・生徒の育成が急務である。そのために、科学教育として、どのような教材や指導法を提供する
ことが適切であるのか、また、未知の課題を探究するために必要な資質・能力とは何か、それらについ
て、歴史的な研究背景を省察しながら、研究を進め、実践的な教育研究に取り組んでいる。

３．担当講義について
【科学技術活用論】
　現代は、Society5.0を目指し、さまざまな分野で科学技術が発展・進歩している。自然科学・科学技
術がどのような社会背景の中で進展し、科学教育に影響を与えてきたか、科学技術と科学教育の関わり
から、俯瞰して解説を行う。

【理科教材開発論研究】
　理科授業では、自然科学の概念理解のために様々な教材が開発、利用されている。それぞれの自然科
学分野における教材開発の歴史を辿りながら、また、児童・生徒の科学概念の状態を踏まえながら、教
材開発に必要な目的、方略、実践について、具体的にトピックを選択しながら、議論を深める。

４．主要な研究業績
１）「協働学習を導入した中学校理科カリキュラムの開発―対面的－積極的相互作用の活性化による効

果を中心にして―」『愛知教育大学研究報告 教育科学編』．71, 125-133.(2022)（共著）
２）「エネルギーミックスを扱ったシミュレーション活動教材の開発－中学校理科「科学技術と人間」

での授業実践を通して－」『愛知教育大学研究報告教育科学編』．69, 153-161.(2020)（共著）
３）「中学校理科においてキャリア教育の視点を取り入れた リーフレット教材の開発と授業実践」『愛

知教育大学教職キャリアセンター紀要』．4,153-159.(2019)（共著）
４）「小学校理科「植物の発芽、成長、結実」におけるファストプランツを用いた授業実践とその効果」

『愛知教育大学教職キャリアセンター紀要』．4, 97-104.(2019)（共著）

５．主要な社会活動業績
１）日本生物教育学会理事・副会長（2016.１.～現在）
２）一般社団法人SDGsコミュニティ理事（2019.４.～現在）
３）名古屋市環境審議会委員（2019.４.～現在）
４）愛知県教育委員会科学の甲子園ジュニア大会副委員長（2014～現在）
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寺　本　圭　輔
所 属　愛知教育大学教育学部保健体育講座	
職 位 ・ 学 位　准教授・博士（人間環境学）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　教科開発学実践論・保健体育内容論研究
研 究 テ ー マ　健康科学、発育発達、水泳

１．これまでの教育・研究について
　私の研究分野は運動生理学及び水泳である。運動生理学的研究では、主に小児期の発育発達と生活習
慣や運動習慣、エネルギー代謝をテーマとして研究を行っている。また、近年では発展途上国（カンボ
ジア）の小児の発育調査や身体測定の普及にも取り組んでいる。水泳研究では、学校水泳や初心者の教
授法や教材開発をテーマとして研究を行っている。

２．博士課程における教育・研究について
　子どもたちの体力低下やその下げ止まり、メタボリックシンドロームやロコモティブシンドロームの
低年齢化は既知であるが、時代に即した適応ではないのか？とも考える。子どもたちの健全発育として
の適切な動きやその巧みさとそれに関わる要因、悪とするならどのように学校教育や日常生活で改善で
きるのか、考えていきたい。また、水泳＝泳法として行われる水泳教育の弊害によって多くの水泳嫌い
を招いている。水泳教育は本来どうあるべきか、考えていきたい。

３．担当講義について
【教科開発学実践論】
　授業参加者・担当教員が様々な専門領域を持っている中で自分の研究テーマを発表することは、多く
の新たな気づきが得られる機会となると考える。当たり前と考えていたことが覆されたり、自分の専門
領域のみでは大きな壁であったことが学際的視点により大きく進むこともある。本授業がそのきっかけ
となればと考えている。

【保健体育内容論研究】
　保健体育・健康科学に関する課題を運動生理学及びバイオメカニクス的観点から提起し、議論してい
きたい。特に、子どもたちの発育や動きの現状、それを改善する策を教科開発学の観点から授業参加者
で考えたい。また、水泳のみならずそれぞれの本来の運動ついての系統的学びと学校教育の現状と課題
についても議論したい。

４．主要な研究業績
１）著書
〈単著〉
「水泳＝泳法」ではない水泳教育−水中環境における系統的学びの展開−. 教科開発学を創る, 第3集, 
愛知教育大学大学院共同教科開発学専攻篇, 2021.

２）論文
・幼児期における全身反応時間の年齢差の検討および脚伸展筋力との関係. 発育発達研究, 87, 1-9, 2020.
・短期間の中強度トレーニングが内臓脂肪蓄積及び筋内脂肪に及ぼす影響. 人間と生活環境, 28(1), 2021.
・児童における投動作の短期間学習が投能力の性差に及ぼす影響. 愛知教育大学愛知教育大学研究報

告.芸術・保健体育・家政・技術科学・創作編, 第69輯, 2021.
・Physical Growth of Primary School Children in Cambodia. Int. J. School Health, 8 (1), 18-27, 2021.
・A Cross-Sectional Study for a Reference Model of Body Composition in Japanese Children Aged 3 

to 10 Years. Int. J. School Health, 9(1), 2-12, 2022.
・計量テキスト分析を用いた教員志望学生の水泳に関するイメージと好嫌度の要因に関する検討. 愛知

教育大学愛知教育大学研究報告.芸術・保健体育・家政・技術科学・創作編, 第70輯, 2022.

５．主要な社会活動業績
　愛知県健康推進学校審査委員、三重県水泳連盟医科学委員会委員長
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山　田　浩　平
所 属　愛知教育大学教育学部養護教育講座
職 位 ・ 学 位　准教授　博士（スポーツ健康科学）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　保健科教育論研究、教育評価実証方法論
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ，Ⅱ，Ⅲ
研 究 テ ー マ　学校保健学、健康教育学、保健科教育学

１．これまでの教育研究について
　生活者の自発的な健康行動の獲得というテーマのもと、対象者のQuality of Life（生活の質）の向上
に焦点をあてた行動変容の研究を続けてきています。特に、児童・生徒・学生に視点をあて、現在、学
校現場で注目されている生活習慣改善に対する意志決定や問題解決能力の育成、対人葛藤場面における
対人関係能力との関わり、さらには保健授業のための指導資料や学習法、教材開発などに着目した研究
をしてきました。これらの研究を背景にして、養護教諭や保健体育科教員を目指す学生たちの現代的健
康課題に対応した学校健康教育の方法を具体的に教示しています。

２．博士課程における教育研究について
　発育発達期にある児童・生徒等の学校生活が楽しく健康に送れるように、また生涯にわたって健康に
過ごせるように、学校ではさまざまな活動を行っています。これらの活動は、保健教育と保健管理に分
けられ、両領域の円滑な運営を図るための保健組織活動があります。具体的には、特別活動等における
保健の指導、健康観察や健康診断などの活動が挙げられます。ここでは保健教育に視点をあて、保健教
育の目標、内容、方法、評価方法について研究を進めています。

３．担当講義について
【教育評価実践方法論】
　学校教育における児童生徒へのさまざまな指導や教育方法について、その妥当性や効果を科学的に検
証することは教科開発の観点から非常に重要です。ここでは、学校で行われる健康教育（保健教育）に
対する評価方法を取り上げ、その概要を解説します。

【保健科教育論研究】
　保健教育には、限られた時間数の中で子どもたちに生涯にわたって自らの健康を守る能力を身につけ
るという目標があります。そのため、まず保健教育が何を目指すのかを解説した後に、学習内容や方法
について演習を含めて解説します。

４．主要な研究業績
<著書>
１）保健科教育法入門：第２章第５節「授業スタイルを考えよう(p68-77)」, 大修館書店, 2018
２）学校保健ハンドブック：第２章第２節「学習指導要領に基づく保健の指導(p66-70)」, ぎょうせい, 

2019
３）保健科教育学の探究：第２部第３章３節「実践研究の事例(p317-322)」, 大修館書店, 2021
４）学校保健：第１章第５節「児童・生徒の健康状態(p41-54)」, 第２章第１〜５節「学校における保

健教育(p55-106)」, 第５章第６節「学校保健と地域との連携(p251-261)」, 大学教育出版, 2021
<学術論文>
２）対人葛藤場面での断り行動に対する自己効力感と社会的スキル及びユーモア対処との関わり, 学校

保健研究,第54巻３号, 203-210, 2014 （2014年度日本学校保健学会奨励賞受賞）
３）自己認識スキルを効果的に形成するための学習指導過程の開発 −認識形成と自己効力感形成の導

入効果−, 思春期学, 第31巻４号, 316-324, 2015
４）Effective Teaching - Learning Process for Training Life Skills, Official Journal of School Health, 

Vol.9,  45-58, 2016
５）中学生における目標意識と生活習慣および生きがい感との関連, 東海学校保健学研究, 40巻１号, 89-

96, 2017

５．主要な社会活動業績
　国立教育政策研究所教育課程研究センター（学習指導要領作成に関わる専門委員）、愛知県健康推進
校審査委員、日本オリンピック委員会（医・科学スタッフ）、日本学校保健学会代議員、日本保健科教
育学会理事
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鈴　木　英　樹
所 属　愛知教育大学教育学部保健体育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（スポーツ科学）
博士課程分野　創造科学系
担 当 科 目　教育評価実証方法論
　　　　　　　体育教材開発論研究
研 究 テ ー マ　運動生理学、筋生理、走運動分析

１．これまでの教育研究について
　保健体育の教員として主に運動生理学に関連した授業と研究を行ってきました。研究は主に骨格筋の
可塑性に関する研究を行っています。発育発達時の骨格筋の変化をはじめ、瞬発性・持久性運動に対す
る骨格筋の適応変化、不活動に伴う筋萎縮の研究を行ってきました。現在は、筋萎縮からの回復に着目
した研究を行っています。一方で、数年前からは、子どもの走能力を高めるための有効な指導方法を検
討するために、動作解析法を用いた研究を行っています。

２．博士課程における教育研究について
　教材開発にあたり、子どもの実態を理解することは重要であると考えられます。専門である生理学的・
運動生理学的見地から子どもを理解するために、学術論文や研究報告等のデータを用いて概説する計画
である。特に発育期を中心に、身体的な変化や運動に対する適応変化について理解を深めて欲しいと考
えている。

３．担当講義について
「教育評価実証方法論」:
　子どもの発育・発達における身体的・機能的変化について、過去の研究報告のデータ等を参考に概説
すると共にともに、受講者の研究課題に関連した内容について評価の観点からも議論する予定である。

「体育教材開発論研究」:
　運動の実施が子どもをはじめとしたヒトの形態的、機能的特性に及ばす影響について過去の論文や研
究報告等を参考に、運動に対する適応変化を概説する。

４．主要な研究業績
＜骨格筋に関する研究＞
Suzuki H, Tsujimoto H, Shirato K, Mitsuhashi R, Sato S, Tachiyashiki K, Imaizumi K: Clenbuterol 

attenuates immobilization-induced atrophy of type II fibers in the fast-twitich extensor digitorum 
longus but not in the slow-twitch soleus muscle. Global Journal of Human Anatomy and Physiology 
Research, Vol1, pp10-17, 2014

Suzuki H, Kitaura T: Attenuating effects of clenbuterol, ㌼2-agonist, on immobilization-induced atrophy 
of rat hindlimb muscle fibers. Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, Vol4(5), pp363-367, 
2015.

Suzuki H, Yoshikawa Y, Tsujimoto H, Kitaura T, Muraoka I: Clenbuterol accelerates recovery after 
immobilization-induced atrophy of rat hindlimb muscle. Acta Histochemica, Vol122, 151453, 2020.

＜走運動に関する研究＞
中野弘幸，鈴木英樹：短距離走における回復脚の評価方法に関する研究．愛知教育大学保健体育講座研

究紀要，第42巻，25-29, 2018.
中野弘幸，山本慎太郎，縄田亮太，鈴木英樹：小学生の体育授業における短距離走指導に関する研究．

愛知教育大学研究報告，第68輯, 47-50, 2019.
中野弘幸，大松由季，黒須雅弘，鈴木英樹：幼児を対象とした短距離走指導の影響　−腕振り，ピッチ，

ストライドに着目して−，愛知教育大学研究報告，第70輯, 41-45, 2021.

５．主要な社会活動業績
　日本体力医学会評議員
　豊田市立豊南中学校，学校アドバイザー
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村　越　　　真
所 属　静岡大学学術院教育学領域
職 位 ・ 学 位　教授　博士（心理学）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　学校危機管理論研究、教育フィールド調査論、
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ・Ⅱ
研 究 テ ー マ　リスク認知、学校の危機管理、リスクマネジメント、空間認知、安全教育、

１．研究ハイライト
①不確実性の高い環境の中で、人はどう賢く問題解決をしているのか？
②主体的、対話的な安全・防災教育の探求
③リスクの高い環境でのリスクマネジメントの実践知

　上記３テーマがここ20年間の研究の柱としてきた。①は主として1990年代に空間認知・ナヴィゲーショ
ンを対象として研究した（村越、1991、1995；Murakoshi、1990、1994、Murakoshi、1997；村越、2004等）
がある。2000年以後は、②③を主たるテーマとして、子どもや教員・指導者がどのように危険を認知
しているのか、そこにどのような安全上の課題があるのか（村越、2004、2006、2008）、危険を回避す
るスキルを育成する上で有効な教育方法はどのようなものかを実践・実験の両面から検討した（2011、
2015；村越・小山・河合、2016）。また、自然体験・アウトドアスポーツでの事故の実態、活動者の危
険認知や対処能力についての研究も行った（村越、2010、2013、2016；村越ら、2014）。2016年からは、
自然環境の中でリスクに気づき対処する認知プロセスの実証研究を進め、高齢者のリスク特定能力が低
下する結果を得た（村越、2017）。また、過酷な自然環境のリスクに対する知識や実践知の研究を行っ
ている（村越、2021）。実践面でもこれらの成果を山岳遭難対策協議会、登山団体への啓発活動、教育
現場の研修などに活用してきた。

２．今後の研究の展開と博士課程における教育研究
最近の主要な研究成果は、①村越真（2017）登山者のリスク特定能力の実態：登山道を対象とした

KYT図版による検討.野外教育研究, 21(1), 1-15、②村越真・満下健太（2020）過酷な自然環境でのリス
クマネジメントの実践知．認知科学、27(1), 23-43、③満下健太・村越真（2020）リスクに見出される
教育的意義：３相因子分析法による小学校の体育的活動に対するリスク認知と教育的意義の関連の検
討.体育学研究、28 （1), p.13-21.がある。

①では、登山道のKYT図版による登山者のリスクリテラシーの実態を明らかにした。②では、南極
観測隊の安全管理隊員への聞き取りから質的研究法によってリスクの特性に応じたマネジメント方略の
実践知を明らかにした。③でリスクと教育的意義の関係（満下・村越、2018、2020）や、ハザードマッ
プを使った防災教育の実践について学生指導を行っている（望月・村越、2022）。

2019～2021年の南極地域観測において、日本の南極観測で正式に採用された初の人文社会科学研究「リ
スク対応の実践知の把握に基づくフィールド安全教育プログラムの開発」の研究代表者を務めた。また、
幼稚園にリスキーな遊具を設置した時の幼児や保育者のリスクに関わる実践知を科研挑戦的萌芽により
2021年より実施している。見かけ上の過酷さの違いを超えた挑戦的活動におけるリスクマネジメントの
統一的な原理の発見・構築が今後の課題である。これらの成果は、パーソナルなリスクマネジメントの
理論構築とそれを踏まえた研修プログラムの開発につながると期待できる。また、教育の世界でリスク
マネジメントやリスクコミュニケーションをどのように取り入れていくかといた政策的な視点も視座に
入れ、研究を進めている。
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村　山　　　功
所 属　静岡大学大学院教育学研究科教育実践高度化専攻
職 位 ・ 学 位　教授　教育学修士
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　教科開発学原論（分担）、教育工学論研究
研 究 テ ー マ　認知心理学、学習科学

１．これまでの教育研究について
　これまで、現行学習指導要領と全国学力・学習状況調査に基づく授業改善について、研究や助言を行っ
てきました。その成果の一部を『平成30年度調査　全国学力・学習状況調査における中学校理科と教科
書の活用』として公表し、また2019年３月３日の教科開発学研究会において「全国学力・学習状況調査
に見る中学校理科授業の実態」として発表しました。
　また、新学習指導要領に対応した授業づくりについても研究を進めており、途中段階ではありますが

「教育目標・内容、指導方法、学習評価の一体化に向けて　－新学習指導要領における『主体性』を中
心に－」にまとめました。現在は、主体的に学習に取り組む態度の評価についての検討を行っており、
本年度中には論文にまとめるつもりです。
　一昨年度からコロナウィルス対応のためにe-learning化を始めて、その都度改善に努めています。
LSMのインタフェースが英語化できるため外国籍の院生には受講しやすいという発見がありました。

２．博士課程における教育研究について
　主指導教員として、院生が博士論文を書くことができるよう、計画的に働きかけていきます。特に、
学術誌へ論文を掲載できるよう研究を支援していきます。昨年度から引き続き、教科開発学原論（分担）
や教育工学論研究のe-learning化に取り組みます。一昨年度は受講生のネットワーク環境を考えて動画
の使用を抑制してきました。本年度は動画教材化を行う予定でしたが、作業負担が大きくて進んでいま
せん。一方、学習の質保証のため、確認テストを入れるなどの改善は進めています。

３．担当講義について
【教科開発学原論（分担）】
　本専攻の導入科目にあたるため、博士論文執筆に向けた体制作りについて解説しています。

【教育工学論研究】
　教育を再現可能な現象として捉え、工学的にアプローチする方法を紹介します。分野としては、イン
ストラクショナル・デザイン（ID）に相当します。ただし、IDに関する教科書のほとんどは肝心のイ
ンストラクションの部分が不十分なため、この部分を学習科学の知見で補完しています。今後は、評価
についても力点を置くつもりです。

４．主要な研究業績（2017.4～）
１）「附属静岡中学校の研究史と次期学習指導要領　－共同研究者から見た姿－」, 村山功, 静岡大学教育

学部研究報告（人文・社会・自然科学編）, 68, 155-166, 2018/03.
２）「教員養成スタンダードから見た教育実習　－静岡大学教育学部附属静岡中学校の場合－」, 村山功, 

静岡大学教育実践総合センター紀要, No.28, 335-341, 2018/02/28.
３）『平成30年度調査　全国学力・学習状況調査における中学校理科と教科書の活用』, 大日本図書, 全48

ページ, 2018/12
４）「教育目標・内容、指導方法、学習評価の一体化に向けて　－新学習指導要領における『主体性』

を中心に－」, 村山功, 静岡大学教育実践総合センター紀要, No.30, 194-201, 2020/03/31.

５．主要な社会活動業績
１）静岡県学力向上推進協議会長
２）公益社団法人全国学校図書館協議会理事
３）裾野市教育振興基本計画検討委員長
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鎌　塚　優　子
所 属　静岡大学教育学部養護教育専攻
職 位 ・ 学 位　教授・博士（教育学）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　教科開発学実践論,養護実践教育学研究
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ・Ⅱ・Ⅲ
研 究 テ ー マ　学校保健学,養護実践教育学、健康相談・健康相談活動

１．これまでの教育研究について
　23年間の養護教諭としての教育実践を基盤とし、主に養護教諭でなければ得られない独自の視点につ
いて「心の問題への気づき」という観点で探究してきました。世界に類をみない教育職である養護教諭
の専門性とは何かを近接研究分野・領域と連携、協働し、かつさまざまな研究方法を模索することで、
より創造的、発展的な研究結果を導き出していくことを重視しています。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程では、学校保健、養護教諭の教育実践研究について、未だ発展途上にある養護教諭に関わ
る学問構築に寄与する研究を行いたいと思います。養護教諭の専門性とは何か、養護とは何かについて、
歴史的背景を踏まえ、現在の養護実践、今後予測される養護実践のあり方について探求していきます。
また学校保健の視点から子供たちのさまざまな心身の健康課題解決のために、実践的観点を理論から考
察し、今後の学校保健のあり方について考えて行きたいと思います。

３．担当講義について
【養護実践教育学】
　養護の歴史や制度、養護の捉え方・養護教諭の実践、養護に関する近接領域の研究などに関する研究
成果や文献をもとに、養護の目的・機能・方法についての文献を分析し議論を通じて理論構築を図りま
す。また養護実践、養護教育のあり方や方向性、学問構築について討議し、更に、養護教育のあり方と
現職養護教諭の研修課題についてについて分析し考察します。

４．主な研究業績（2020.4.～）
１）学びの継続性を意識した小学校・中学校における保健教育に関する研究−学習内容の印象に関する

実態調査を手がかりとして−深澤多恵, 鎌塚優子, 静岡大学教育実践総合センター紀要, 272-279, 2020
２）学級担任と養護教諭の連携・協働のための学び－新しい教員養成カリキュラム・授業実践の取組み

－, 梅澤収, 鎌塚優子, 静岡大学教育実践総合センター紀要, 18-27, 2020
３）実習指導を行う養護教諭のための「養護実習サポートガイド」の作成と評価, 齋藤千景, 竹鼻ゆかり, 

三森寧子, 鎌塚優子, 鹿野裕美, 埼玉大学紀要教育学部, 69(1) 65-75, 2020 
４）養護教諭における性的マイノリティ児童生徒への対応の自信に関わる要因の検討−小学校, 中学校, 

高等学校の比較−鎌塚優子, 玉井紀子, 井出智博, 松尾由希子, 山元薫, 細川知子, 日本健康相談活動
学会誌, 15(1), 41-51, 2020

５)　技能系教科における「思考・判断・表現」の 評価方法の研究－体育実践を事例として－, 新保 淳, 
山崎朱音, 鎌塚優子, 教科開発学論集, 愛知教育大学大学院・静岡大学大学院教育学研究科共同教科
開発学専攻, 8, 153-157, 2020

６）医療と教育の専門職養成における大学間専門職連携卒前教育の試みー合同ゼミナールの実践を通じ
てー, 鎌塚優子、竹下温子、雪田聡、中村美智太郎、片山はるみ、坪見利香、宮城島恭子、佐藤直美、
山本真実, 静岡大学教育実践総合センター紀要, 31 187-197, 2021

７）時代の変化を見据えた健康相談・健康相談活動のあり方, 鎌塚優子, 日本健康相談活動学会誌, 
16(1)2-4, 2021

８）養護教諭の専門性を生かしたいじめへの対応ー気づきの感性を高めるー, 保健の科学, 9(63)591-
595, 2021

９）養護教諭の年代層別キャリア形成に及ぼす要因の検討 : 仕事内容・組織風土の認知がキャリア形成
意識へ及ぼす影響に着目して, 鎌塚 優子, 籠谷恵, 満下健太, 渋江かさね, 静岡大学教育学部附属教育
実践総合センター研究紀要, 32, 102-108, 2022

５．主な社会的活動業績
１）日本養護教諭養成大学協議会　理事（2018年度～現在）
２）日本健康相談活動学会　理事（2018年度～現在）・日本健康相談活動学会編集委員会委員（2004年

度～現在）日本健康相談活動学会第16回学術集会　学会長　（2020年２月）
３）日本学校保健学会　評議員（2019年度～現在）
４）東海学校保健学会　理事・評議員（2013～現在）
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香　野　　　毅
所 属　静岡大学教育学部特別支援教育専攻
職 位 ・ 学 位　教授　博士（心理）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　
研 究 テ ー マ　特別支援教育　心理支援　動作法　子育て支援

１．これまでの教育研究について
　特別支援教育専攻の教員として、障害をはじめとする支援ニーズのある人への支援教育について、主
として心理学の立場から取り組んできました。障害種別としては、肢体不自由、知的障害、ASDをは
じめとする発達障害、いわゆる情緒障害などが対象となりますが、障害種に特化した支援というよりも、
生活や心理面の支援を前面に出すことで、あらゆる人を対象にできると考えています。支援の窓口とし
ては「身体」や「動作」を得意としています。また家族支援や地域との連携などについて実践的な研究
を進めてきました。
　大学では、学部では肢体不自由児の心理や教育を、大学院では発達障害児の理解と対応を中心に授業
を行っています。

２．博士課程における教育研究について
　障害をはじめとする支援ニーズのある人への支援教育について、エビデンスのある方法の開発に取り
組んでいきたいと考えています。加えて、それを支える仕組みや制度、人的環境といった面からも、学
校や支援の場をいかに機能させていくかについて考えてみたいと考えます。

３．担当講義について
【教科開発学原論】
　障害のある児者への支援について、アセスメントから実践、評価につながるサイクルについて、これ
までの知見等を紹介しながら、一緒に考えていきたいと予定しています。

【特別支援教育研究】
　障害のある人への指導支援の種々の方法や技法について深めていくとともに、その背景や構成等につ
いて理解を深めていきます。また学校や家庭といった関係機関がいかに機能していくのかについても考
えてみたいと思います。

４．主要な研究業績
１）「緊張が高い子どもへの理解とアプローチ」　発達教育　2014年５月　Vol.33 No.5 pp.4-11
２）「発達障害のある子どもの姿勢と動き」 教育と医学　2015年３月　No.741 pp.58-64
３）「肢体不自由者の持つニーズの年齢段階による変化　－保護者への質問紙と聞き取りによる調査か

ら－」　特殊教育学研究　第54巻２号　2016年７月　pp.77-86
４）「学齢児を持つ保護者の相談ニーズに関する調査研究」静岡大学教育学部附属教育実践総合センター

紀要　2017年３月　第26号　pp.1-7　香野　毅・大石啓文・田代　篤・坂間多加志
５）「『学習に向かうからだづくり』のためのアセスメントツールと指導プログラムの開発」静岡大学教

育学部附属教育実践総合センター紀要　2020年３月　第30号　pp.1-9　山下憲市・香野　毅
６）「Developing and Evaluating Teaching Material for Information Technology Moral Education for 

High School Students with Special Needs」International Journal of Information and Education 
Technology, Vol. 10, No. 4, April 2020. Misaki Hashizume, Takeshi Kono, and Shingo Shiota

７）「障害のある子どもたちの新たな学びの場としての放課後等デイサービス　－連携と専門性という
課題に焦点をあてた調査と実践事例－」　教科開発学論集　2021年３月　第９号

８）「肢体不自由者を中心とした障害者臨床・療育におけるアセスメント」2020年５月　静岡学術出版

５．主要な社会活動業績
１）小中高等学校、特別支援学校、幼保こども園　等研修講師　多数
２）NPO法人しずおか福祉の街づくり　理事
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中村　美智太郎
所 属　静岡大学学術院教育学領域
職 位 ・ 学 位　准教授・博士（学術）
博士課程分野　教育環境学
担 当 科 目　教育プログラム開発論
研 究 テ ー マ　美的教育思想、情報倫理、道徳教育、キャリア教育

１．これまでの教育・研究について
　倫理的なものと美的なものとの接合領域への関心から研究しています。最近は、情報倫理・生命倫理・
スポーツ倫理といったいわゆる応用倫理や、またマイノリティ・遊び（遊戯）・リスク・安全・市民性・
討議方法等についても検討しています。このベースには、近代ドイツ教育思想についての関心がありま
す。18世紀を中心とした特にドイツの教育思想の文脈での主な研究対象は、美的教育思想を展開した
Fr・シラーです。彼が大きく影響を受けた古代ギリシア思想との関係や「書簡」を媒介とした同時代
の人びととの交流も含め、彼の思想の起源を明らかにしつつ、現代までの展開を跡付けるべく、研究を
進めています。

２．博士課程における教育・研究について
　情報倫理・道徳教育・キャリア教育が抱える現代的な諸課題を射程に入れつつ、学校を中心とした教
育機関での学びにおいて、私たちはどのように人間形成を行うのかをテーマに研究しています。「学校
とはなにか」「学びとはなにか」「教育とはなにか」といった根本的な、かつ一義的な解のない問いに対
して応答しようと試みています。

３．担当講義について
【教育プログラム開発論】
　特にキャリア教育や道徳教育の視点に立って理論・歴史と実践を往還しながら、教育プログラムの開
発方法・検証等についての検討を行います。

４．最近の主な研究業績
・中村美智太郎（2021）「情報圏における道徳的行為者と道徳的コミュニケーション−情報倫理のアプ

ローチに基づいて」『静岡大学教育学部研究報告（人文・社会・自然科学篇）』第72号，pp.183-194。
・中村美智太郎・竹内伸一・鎌塚優子（2021）「『ケースメソッド教授法に基づく道徳教育』を再構築す

る試み−オンライン授業提供・学校外教育体制・教育NPO法人連携・教職課程学生参画の4アプロー
チに基づいて」，『静岡大学教育実践総合センター』第31号，pp.41-54。

・酒井郷平・田中奈津子・大島安紀子・中村美智太郎（2020）「教員と教員養成系大学生を対象とした
中学生の行動基準要因への認識に関する調査的研究−考え，議論する『モラル教育』を実践できる教
員の育成を目指して」，『静岡大学教育実践総合センター』第30号，pp.28-38。

・中村美智太郎（2020）「情報環境における道徳的行為者の『責任』と『答責性』」，『静岡大学教育学部
研究報告（教科教育学篇）』第52号，pp.43-55。

・中村美智太郎（2019）「『遊戯』の領域と『忘我』−シラー『美的教育書簡』における美的差異の問題」，
『唯物論』第93号，pp.84-98。

・中村美智太郎（2018）「連帯可能性としてのリスク・コミュニティへの視座−再帰的近代化と道徳の
リスクの問題」，『静岡大学教育学部研究報告（人文・社会・自然科学篇）』第69号，pp.149-161。

・中村美智太郎・鎌塚優子・竹内伸一編著（2022）『探究的な学び×ケースメソッド−教育イノベーター
のための新しい授業チャレンジ』学事出版。

・武井敦史編著・中村美智太郎他共著（2021）『地場教育−此処から未来へ』静岡新聞社。
・藤井基貴・村越真・中村美智太郎・塩田真吾・満下健太・安永太地（2021）『自律的思考を促すスポー

ツ・インテグリティ教育−理論と実践の構築を目指して』静岡学術出版。
・中村美智太郎・鎌塚優子・竹内伸一・岡田加奈子編著（2018）『とことん考え話し合う道徳−ケースメソッ

ド教育実践入門』，学事出版。

５．主要な社会活動業績
・学校図書教科書編集委員（「小学校・中学校道徳」）
・御前崎市スクラム運営委員会委員
・静岡大学教育学部附属島田中学校研究評議員
・文部科学省中央教育審議会専門委員　他
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白　畑　知　彦
所 属　静岡大学教育学研究科共同教科開発学専攻
職 位 ・ 学 位　教授　博士（文学）
博士課程分野　人文・社会学系教科学
担 当 科 目　外国語教育論研究、教育プレゼンテーション論、
　　　　　　　教科開発学セミナーⅠ, Ⅱ, Ⅲ
研 究 テ ー マ　言語理論・言語習得理論に基づく外国語教育学の研究

１．これまでの教育研究について
　大学院生の頃より、ずっと第二言語習得の研究をしてきました。第二言語習得には次のような特色が
あります：⒜母語からの転移がある（そして、上級者になってもしつこく残るものと、そうでないもの
とがある）、⒝教室で教科書を使用しながら学習する場合であっても、体系的に習得が進んでいく（一
方で個人差も生じる）、⒞特に成人学習者の場合、習得が不完全な状態で停滞してしまう場合が多い。
このような現象は私にとってとても不思議で興味深い現象であり、理論的に説明したいと考えています。
第二言語としての日本語習得研究にも興味があります。その他、習得研究成果の外国語教育への応用、
外国語としての英語教授法、外国語学習論、児童英語教育論、外国語学習評価論、英語教育課程論など
の領域にも興味を持って研究してきました。

２．博士課程における教育研究について
　基本的にはこれまでの研究の方向性と変わりませんが、「外国語教育学における教科開発学とは？」
というテーマを常に念頭に置きながら、学生を指導し、自らも研究をおこなっていきたいと考えています。

３．担当講義について
【教育プレゼンテーション論】
　本講義は小南先生と二人で担当している科目です。学会発表でのプレゼンテーション技術だけではな
く、教室での授業の工夫、人前で話をする際の態度や心構え、準備の仕方など考察していきます。

【外国語教育論研究】
　ある教え方が「良い」と主張する場合、その教え方の何が良いのか、本当に効果があるのか、単にユ
ニークな教え方に過ぎず効果は望めないのか、きちんと調べないといけません。そのためにも言語習得
理論をしっかりと学習していきたいものです。

４．主な研究業績（2021年度）
著書：
１．『英語教師がおさえておきたい ことばの基礎的知識』大修館書店　2021年11月１日．230ページ（単著）
論文：
１．The Effects of Three L2 Vocabulary Learning Methods Through Reading Activity. BEYOND 

WORDS Vol.9 No.1, 49-67.  Kodama, K. & Shirahata, T.  May 2021 Graduate School, Widya 
Mandala Catholic University Surabaya. Indonesia.

２．「第二言語習得研究から英語教育への示唆」『日本英語学会Conference Handbook』 pp.99-103.
３．The acquisition of subject wh-questions by Japanese learners of English. Second Language, vol. 

20. The Japan Second Language Association (J-SLA). 2020. 3
口頭発表：
１．「これからの小学校での英語教育について」2021年５月22日　磐田市しきじ土曜クラブ（招待講演）
２．「最新の教授法研究等：文法項目別・習熟度別指導法の提案」中部地区英語教育学会シンポジウム「英

語教育の半世紀を振り返りこれからの英語教育を考える」　2021年６月26日　ズーム開催
３．「小中高（大）の英語教育の接続・連携―何が必要でどのように可能か？」全国英語教育学会シン

ポジウム　2021年８月８日　ズーム開催
４．「中学校英語科の指導を考える～小中連携を考慮して～」英語教育協議会（ELEC）2021年８月12日（招

待講演）　ズーム開催
５．「日本語母語話者の英語非対格動詞の過剰受動化現象」教科開発学会（愛知教育大学・静岡大学大

学院共同教科開発学専攻）　岡村明夢・白畑知彦　2021年８月21日　ズーム開催
６．「公開特別シンポジウム　今、英語教育を考える―英語に関わる研究の視点から―」日本英語学会

シンポジウム　2021年11月13日　（招待）ズーム開催
７．「英語教師がおさえておきたい ことばの基礎的知識」中部地区英語教育学会三重支部例会　2022年

３月13日　（招待）ズーム開催

― 127 ―



黒　川　みどり
所 属　静岡大学教育学部社会科教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（文学）
博士課程分野　人文社会系教科学
担 当 科 目　歴史教材論　教科開発学原論　教科開発学セミナーⅠ・Ⅱ・Ⅲ
研 究 テ ー マ　日本近現代史、思想史、歴史教育、マイノリティ、アジア認識

１．これまでの教育研究について
　静岡大学では、日本近現代史、教科内容指導論、日本文化論、人権教育論などの授業を担当してきま
した。日本近現代史、思想史を専門としています。大正デモクラシー研究から出発し、民本主義から出
発し無産政党の指導者となった大山郁夫の思想、第一次世界大戦後の国民統合政策、さらには部落問題
をレイシズムの枠組みのなかで捉え返す試みや、近現代の差別の諸相を描きだす研究などを行ってきま
した。近年は、丸山眞男や竹内好を中心にすえて戦後思想史、知識人論に向きあう一方、歴史教育のあ
り方についても研究を進めています。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程においては、人権論、思想史について検討を進めています。また、高校日本史の教科書執
筆などをとおして考えてきた、義務教育・後期中等教育から教員養成大学における歴史教育の問題など
を考えていきたいと思います。

３．担当講義について
【歴史教材論】
　歴史教育、社会科教育のありようを見据えながら、歴史の理解のために有用な歴史教材を提供できる
ように、歴史学の方法論についての理解を深め、歴史学の基礎的な力を身につけることをめざしていき
ます。当面は、受講者の関心をも鑑みながら、中学･高校の歴史教科書などの検討を行い、議論を深め
ていきたいと考えています。

４．主要な研究業績（2021年度）
１）『講座　近現代日本の部落問題』全3巻、朝治武・内田龍史と共編、解放出版社
２）『人間に光あれ　日本近代史のなかの水平社』、藤野豊と共著、総232頁、2022年３月、六花出版
３）「部落問題の「無化」を問う」―水平社百年を前にして―」　第１回「部落問題をめぐる意識の〝い

ま〟」2021年８月15日、第２回「同和教育への「人権」への流し込み」2021年９月１日、第３回「M・
ラムザイヤー論文から考える」2021年９月15日、第４回「人権問題の原点に立ち返って」2021年10
月１日　『解放新聞埼玉』）

４）「人種主義としての部落差別」　『福音と世界』2022年３月、pp.12-17
５）〈座談会〉「近代部落史からの論点」　駒井忠之・黒川みどり・渡辺俊雄　コーディネーター；朝治

武（2021年11月29日）　『部落解放』2022年３月掲載　pp.30-47
６）映画　人権を考える「考えてみよう差別の歴史」前近代・近代　映学社　監修；寺木伸明・黒川み

どり

５．主要な社会活動業績
１）韓国外国語大学校　日本研究所　国際シンポジウム　「日本の社会権力とサバルタン―差別の表象

と実在―」　報告「近代社会と部落問題」　2021年５月29日
２）日本倫理学会第72回大会共通提題　「「おそれ」と差別」　報告「おそれ・穢れと差別の歴史的・思

想史的・社会的分析―近代における部落差別―」　2021年10月３日
３）wamセミナー　天皇制を考える（６）「近代天皇制がつくってきた差別―水平社宣言から100年を

機に考える―」　2022年２月11日　主催　アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和資料館」
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坂　口　京　子
所 属　静岡大学教育学部国語教育講座
職 位 ・ 学 位　教授・博士（教育学）
博士課程分野　人文社会系教科学
担 当 科 目　国語教育論研究、教科開発学原論
研 究 テ ー マ　国語教育史、言語教育論、国語科授業研究、国語科教師教育

１．これまでの教育研究について
　専門は国語教育史研究です。特に戦後新教育期における経験主義教育の摂取と実践的理解の過程に着
目し、カリキュラムや授業構想について研究してきました。現在の国語・国語科教育に関する教材、指
導法、カリキュラム開発に関する研究や、国語科教師教育研究にも取り組んでいます。ここ数年は、言
語力や思考力（中でも選択力）の育成を視点として、国語教科書や先進的実践の調査・分析を行なって
います。
　
２．博士課程における教育研究について
　以上に述べた教育研究を継続し、現在あるいは今後の国語教育実践を相対化し得る視点を歴史研究か
ら学びつつ、それを常に再構築していくことに取り組んでいきます。また、教育の現実を真摯に捉えよ
うとする際、自ずと見えてくる新しい研究領域と研究方法を追究していきたいと考えています。

３．担当講義について
【国語教育論研究】
　国語・国語科教育について、教育課程・教育内容・教育方法の３点とその関連をどう図っていくかを
軸に考察していきます。わが国の戦後国語教育史を概観した上で、現在の実践例を取り上げてその価値
を考察します。受講者の関心も鑑みながら、教育実践の複合性とそのデザインについて論じます。

【教科開発学原論】
　担当者のこれまでの研究について教科開発学の立場から再考し、それをもとに具体的な議論を進めま
す。教育の現実の捉え、研究領域と研究方法の妥当性、論構築の論理性について論議しつつ、教科開発
学の内実と方法を追究します。

４．主要な研究業績（2019～）
１）「イスマニング・シュタイナー学校における言語力育成の実際」『静岡大学教育実践総合センター紀

要』31号、2021
２）分担執筆『ことばの授業づくりハンドブック　探究学習』浜本純逸監修、幸田国広編集、溪水社、

2020.4
３）分担編集『新たな時代の学びを創る　中学校・高等学校国語科教育研究』全国大学国語教育学会、

東洋館出版社、2019.9
４）公益財団法人教科書研究センター「授業における教科書の使い方に関する調査研究委員会」（プレ

研究：2018～2019年度、本研究2020～2021年度）国語部会委員
５）「教師の選書を視点とした読書指導の改善」『早稲田大学国語教育研究』38号、早稲田大学国語教育

学会、2019.3

５．主要な社会活動業績
１）浜松市教育研究会主催研修会　講演「深い学びにおける「教科の本質的な内容」と教師の「結びつ

ける力」」（2021.8.3）
２）焼津市立黒石小学校校内研修会講師（2021）
３）裾野市教育委員会指定研究発表会講師：裾野市立富岡第二小学校「関わり合いの中で主体的に学ぶ

子～学びをたのしむ～」（2019.11）
４）駿東郡長泉町立長泉小学校校内研修講師（2019～2021）
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熊　倉　啓　之
所 属　静岡大学教育学部数学教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　理学修士
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　数学教育論研究　教科開発学原論
研 究 テ ー マ　教材開発論，小・中・高接続カリキュラム論

１．これまでの教育研究について
　静岡大学に着任して以来、算数・数学科教育法等担当教員として、数学教育に関する教材、指導法、
カリキュラムの開発に関する研究を行っています。これまでに、数学を学ぶ意義を実感させる指導法、
数学的思考力・表現力を育成するための教材開発、小・中・高の接続カリキュラム、フィンランドと日
本の数学教育との国際比較について、研究を深めています。また、最近は、長年にわたって教育課題と
されている「割合の活用力」に関する研究を行っています。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程においては、これまでの教育研究で行ってきたことを基盤としながら、さらに、指導の対
象である「数学」の本質や歴史を踏まえた上で、近年注目されている数学的リテラシーについて考察を
加え、数学的リテラシーを育成するための指導の在り方についても追究していきたいと考えています。

３．担当講義について
【数学教育論研究】
　本授業では、算数・数学科の指導内容について、１）小・中・高の算数・数学科のカリキュラム、２） 
数学的な思考力・表現力の育成に焦点を当てた教材・指導法、３）数学を学ぶ意義を実感させる教材・
指導法、の３点を中心に分析・考察します。

４．主要な研究業績（2020.4～）
１）”Spatial reasoning skills about 2D representations of 3D geometrical shapes in grades 4 to 9”，

Mathematics Education Research Journa，Splinger，Online，05.2020，Taro Fujita & Yutaka 
Kondo & Hiroyuki Kumakura & Susumu Kunimune & Keith Jones

２）「海外の先行研究からみた日本の割合指導の特徴」静岡大学教育実践総合センター紀要，No.31，
pp.117-126，2021.3，熊倉啓之・國宗進・松元新一郎

３）「算数科における空間図形の学習指導の改善－小学校６年生の立方体の見取図の理解」静岡大学教
育実践総合センター紀要，No.31，pp.127-136，202103，竹内淳・熊倉啓之・國宗進・藤田太郎・
近藤裕

４）「小学校教員養成段階における大学生の割合の理解に関する調査研究－中学生・高校生の調査結果
との比較を通して」静岡大学教育実践総合センター紀要，No.31，pp.137-146，2021.3，松元新一郎・
熊倉啓之・國宗進

５）「空間図形の理解に関する研究-小・中学生に対する投影的な見方に関する調査を通して-」日本数
学教育学会誌，103巻９号，pp.2-13，熊倉啓之・近藤　裕・藤田太郎・宮脇真一・國宗 進.

６）「小学生の割合の理解に関する研究」静岡大学教育実践総合センター紀要，No.32，pp.127-134，熊
倉啓之・國宗進・松元新一郎・早川健・近藤裕

７）「小学生の割合に関する理解を深める指導－第６学年「比」の単元における実践を通して－」静岡
大学教育実践総合センター紀要，No.32，令和４年３月，pp.303-310，平等正基・熊倉啓之

５．主要な社会活動業績（2020.4～）
１）石川県教科指導リーダー養成・数学的活動の充実をめざす授業づくり研修講師（2020.9）
２）鳥取県専門研修（中学校数学）講師（2020.10）
３）新算数教育研究会静岡県支部令和２年度第４回学習会講師（2020.12）
４）日本数学教育学会第103回全国算数・数学教育研究（埼玉）大会講習会講師（2021.8）
５）石川県教科指導リーダー養成・数学的活動の充実をめざす授業づくり研修講師（2021.8）
６）静岡県教育研究会数学教育研究部第２回研究推進委員会（2021.10）
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小　南　陽　亮
所 属　静岡大学教育学部
職 位 ・ 学 位　教授　理学博士
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　生物教育内容論研究、教科開発学実践論、教科開発学セミナー
研 究 テ ー マ　身近な自然を活用した生物教材と教育内容の発展

１．これまでの教育研究について
　生物多様性の劣化は、気候変動と同様に、深刻な地球環境問題として国際的に認識されています。日
本においても、生物多様性条約に基づいて、政府は生物多様性国家戦略、自治体は生物多様性地域戦略
を策定し、その保全に取り組んでいます。その中で、生物多様性の意味、生物多様性を保全する理由に
ついての教育が不可欠となり、生物多様性にふれる行動、生物多様性を守る行動、生物多様性を伝える
行動を体感することが重要となっています。そのためには、理科などの各教科における環境教育を充実
させ、児童生徒が生物多様性を含む環境を深く理解した上で環境を守る主体的な行動がとれるようにな
ることが必要です。このようなことを背景として、長年にわたって続けてきた森林生態や生物間相互作
用に関する基礎科学的な研究を活かし、生物多様性について学ぶことができる新たな教材な開発と教育
内容の発展に資することを目的とした研究を行っています。

２．博士課程における教育研究について
　生物多様性の内容を効果的に教育するための新たな教材や指導法を開発する研究のフィールドとし
て、生物多様性の学習に適した環境のひとつである里山を選びました。この研究では、学校教育におい
て生物多様性を学習するための教材として里山の生物や環境がどのように利用可能であるかを解明し、
里山を利用した生物多様性教育の教材を開発することを目指しています。これまでの研究では、次のよ
うなことを明らかにしてきました。
１）里山において簡易な樹木センサスが作業量や方法の点では学校教育で実施可能なものであり、得ら

れたデータを生徒自身が解析することで、生物多様性とは何か、生物多様性はなぜ劣化しているの
か、生物多様性はなぜ保全する必要があるのかを学習することができることを示しました。

２）学校教育で観察の対象となってきた生物は植物と昆虫がほとんどでしたが、身近な環境に多様な種
が生息しているという点では、鳥類も観察したい生物です。そこで、鳥類を確実に観察する方法と
して、秋冬季に校庭の樹木につく果実を採食する鳥類を観察することを検証し、中学校・高校の探
究活動で観察できる可能性が高いことを示しました。また、その観察によって、生態系における相
互作用網の一端を知ることができ、生物同士のむすびつきを学習するきっかけになりうることを提
言しました。

３．主要な研究業績と活動（2021.4　～）
１）里山二次林における樹木分布データを活用した探究のモデル．教育実践総合センター研究紀要．

32: 227-233（2022.3）
２）浜松トップガン教育システム課外講座「森林の成長を分析する　〜プロの研究者が集めた本物の

データを分析してみよう〜」（2022.1-3）
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郡　司　賀　透
所 属　静岡大学学術院教育学領域
職 位 ・ 学 位　准教授・博士（教育学）
博士課程分野　自然系教科学
担 当 科 目　理科教育論研究　教科開発学原論　教育フィールド調査論
研 究 テ ー マ　理科カリキュラム基礎論　理科カリキュラム史研究
　　　　　　　理科カリキュラムにおける工業に関する教育内容・教材論

１．これまでの教育研究について
　私がこれまで携わってきた研究の一つは、戦後日本の高等学校化学教科書における化学工業教材史で
す。関連して二つ目は、主として1950年代における日本の経済成長と教育の関係を、理科教育内容・教
材論の水準で研究を進めておりその特質を明らかにしようとしています。三つ目が科学的探究及びエン
ジニアリングデザインプロセスを活用した理科授業・教材研究になります。

２．博士課程における教育研究について
　教科開発学の視点から、専門領域である「理科」を基盤にしつつも、領域の枠に拘泥することなく、
児童・生徒をとりまく環境を絶えず意識しながら、現代の学校教育に諸問題に対応する研究を進めてい
ます。理科の特定の教育内容・教材の歴史的変遷について、教育環境学的な背景に基づいて指導するこ
とが可能です。

３．担当講義について
　「理科教育論研究」では、教科開発学の核心をなす理科カリキュラム開発について、理科の目的論・
目標論、理科の学習内容構造、子どもの自然理解の実態、理科教授論及び、科学と社会との関連につい
て包括的な理解を図るとともに、理科における教科開発力の育成を目指します。
　「教育フィールド調査論」では、量的及び質的分析の基礎を学んだ後、受講者の研究テーマに即した
分析手法について、議論を通して検討します。

４．主な研究業績（2017年4月～）
・郡司賀透　「理科教科書分析の現代的展開」　大高泉　『理科教育基礎論研究』　協同出版　2017年６月　

pp.68-80
・郡司賀透　「初等理科カリキュラム構成とその動向」　大髙泉・吉田武男　『初等理科教育』　ミネル

ヴァ書房　2018年７月　pp.31-38
・郡司賀透　『理科教育における工業的教材の意義と変遷』　風間書房　2019年２月　全252ページ
・郡司賀透・鬼丸颯都・梶山涼矢・井出祐介・高橋政宏　「中学校理科授業における生徒の自己統制感

に関する実践研究」　『静岡大学教育実践総合センター紀要』　2020年３月　30号　pp.254-261
・郡司賀透　「小学校理科のカリキュラム構成とその動向」　片平克弘・木下博義　『初等理科教育』　協

同出版　2021年12月　pp.26‒29
・郡司賀透　「日常生活と理科の関係」及び「地域性を活かした教材開発」　山本容子・松浦拓也　協同

出版　2021年12月　pp.21‒22及びpp.254‒257

５．主な社会的活動（現在）
日本理科教育学会（評議員）、日本エネルギー環境教育学会（編集委員）、株式会社アイエイアイミニロ

ボ事業推進室プログラミング教育アドバイザー等々
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新　保　　　淳
所 属　静岡大学学術院教育学領域保健体育系列
職 位 ・ 学 位　教授　博士（教育学）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　体育教育論研究、教科開発学セミナー
研 究 テ ー マ　身体教育論、授業研究論、体育哲学

１．これまでの教育研究について
　静岡大学に着任以来、体育学担当教員として、中でも身体教育に関連する問題領域において、哲学的
及び社会学的視点から研究を行ってきました。具体的には、我々の身体を取り巻く自然・社会環境の変
化が、身体教育のプロセスにある子どもにとってどのような影響があるのか。またそうした現状を受け
て学校体育では、どのような理念のもとにどのような実践していくべきかについて、いくつかの視点の
提示を試みました。最近では、これまでに明らかにした「理論知」を実践に生かすための授業カリキュ
ラムの開発とその評価方法の創造に向けて、そのための新たな方法論を探求しつつ持続的に研究を行っ
ています。

２．博士課程における教育研究について
　共同教科開発学専攻にかかわりながら、また本専攻におけるカリキュラム内容の作成を行ってきたと
いう立場から「教科開発学とは？」を問うとともに、この博士課程の「独自性」の探究に取り組んでき
ました。結論から言えば、 “これが「教科開発学」だ” とは、未だ確信をもって言い切ることができませ
ん。ただ私一人の思い込み以上に、本専攻の構成員全体が集う「教科開発学セミナー」Ⅰ～Ⅲにおける
学生の発表内容とそれに対する教員からの質疑応答を通して、あるいは、博士論文の審査等を通して、「教
科開発学」について、そしてまたこの博士課程の「独自性」について、さらに探求を深める必要がある
と思います。そのためにも、本専攻メンバーである教員と学生の風通しをさらに良くしていく必要があ
るでしょう。一方で私自身も、本専攻のイメージを固めたり壊したりしつつ、残された数年間を今後の
博士課程のさらなる発展に向けて、教育研究ともに関わっていきたいと考えています。

３．担当講義について
【体育教育論研究】
　「体育科」における不易を求めることによって、これまでの「体育科」の問題点を明らかにするとと
もに、今後の方向性について講義および討論を行っています。また、“21世紀における教育および保健
体育科像”についても、現状の問題点と現代的課題の克服を目指して、「持続可能な発展」等々をキーワー
ドにしつつ議論を深めたいと考えています。方法論的には、スポーツをする人の「思考」が「社会（環
境）」との関係においてどのような影響をうけるのか、またこの関係を考察することによって、自らが
主体的にスポーツに関わるためには、どのような「体育授業（環境）」を設定する必要があるのかにつ
いて、考えていきたいと思っています。

４．主要な研究業績（2020.3　～）
１）保健体育科における「思考力・判断力・表現力」の評価方法の研究－創作ダンス授業を事例として

－，静岡大学教育実践センター紀要，令和２年３月，第29号，pp.93–106
　　（共著：山﨑朱音，新保　淳，柳伶奈，石貝孝洋）
２）技能系教科における「思考・判断・表現」の評価方法の研究 : 体育実践を事例として教科開発学論

集，令和２年３月，第８号，pp.153‒157
　　（共著：新保　淳，山崎朱音，鎌塚優子）
３）ＥＳＤの視点からみた体ほぐし運動の可能性，体育科教育，令和２年５月号
４）「身体的イメージ」実現に向けた自己展開力育成のための教科体育の展望，『身心文化学習論』，創

文企画，令和３年８月，pp.96-103
　　（編著：樋口聡教授退職記念論集会編，新保淳他）

― 133 ―



松　永　泰　弘
所 属　静岡大学教育学部
職 位 ・ 学 位　教授　博士（工学）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　技術教育内容論　教科開発学セミナーⅠ
研 究 テ ー マ　動くおもちゃ開発とUnited by Emotion, Unity in Diversity

１．これまでの教育研究について
　科学技術ものづくり教材の中でも、機械領域の教材開発を行う。おもな教材として、形状記憶合金・
スターリングエンジンカー、受動歩行模型、機械式振子時計、Automata・Marionetteを４つの柱とし、様々
な動くものづくり教材を開発。動作原理を探究、新しい道具に挑戦し、ものづくりに熱中する子どもた
ちの姿、家族や友達に動作原理を説明し製作したものを自慢する子どもたちの姿、継続により、困難に
立ち向かう子どもたちの姿が出現するような不思議や驚きを伴う教材開発。

２．博士課程における教育研究について
　学習集団における多様性の統一Unity in Diversityについて取り組む。子どもたちの意味世界に刺激を
与え、想像・感情・知識が絡み合い、発達を促し、WET/SETに基づく動くおもちゃものづくり教材
の開発を行う。授業実践を通して、教材の特徴、子どもの変容を明らかにする。動くおもちゃGiftsの
選定とものづくり教材としての開発を行う。年齢に適した教材・道具の使用、喪失体験児童に及ぼす影
響について検討する。現実事象と数学的抽象化を往還する数学的活動教材の開発を行う。

３．担当講義について
【技術教育内容論】
　機械分野の技術に学びながら、教材の特徴、授業実践の評価について議論する。

４．主要な研究業績
・松永泰弘・河本昌範：機構部分に針金を使用したオートマタ教材の開発，静岡大学教育実践総合セン

ター紀要，32，pp.143-150（2022）
・松永泰弘・安達美佑：斜面を円柱が転がり揺れながら移動する組立式模型教材の開発，日本産業技術

教育学会誌，第63巻，第４号，pp.409-417 （2021）
・松永泰弘・安達美佑：円柱が転がり揺れて動く段ボール製大型提示用教材の開発，日本産業技術教育

学会誌，第63巻，第３号，pp.335-342 （2021）
・松永泰弘・古田このみ：たわみ変形により歩行する４足受動歩行模型の材料と大きさに関する研究，

日本産業技術教育学会誌，第63巻，第３号，pp.325-333 （2021）
・松永泰弘・古田このみ：紙製４足受動歩行模型を用いた小学生対象の授業実践，日本産業技術教育学

会誌，第63巻，第２号，pp.207-214 （2021）
・松永泰弘・守屋太雅・松永元輝：高校数学における塩山を用いた数学的活動と授業実践，日本産業技

術教育学会誌，第63巻，第２号，pp.229-237 （2021）
・松永泰弘・安達美佑：ビー玉が転がり斜面を揺れながら移動する木のおもちゃの運動解析，日本産業

技術教育学会誌，第63巻，第１号，pp.13-21 （2021）
・Y. MATSUNAGA，K. FURUTA，M.ADACHI：Web support for make-play-inquiry activities 

during long -time closure of school because of COVID-19;‘Unity in Diversity’ in learning group by 
use of moving toys，ICTE2021 Conf. Proceedings，pp.171-179 (2021)

・K. FURUTA, Y. MATSUNAGA,：Influence of the Material and Size on the Walking Motion of the 
Quadrupedal Passive Walking Toy，ICTE2021 Conf. Proceedings，pp.123-129  (2021) 

・M.ADACHI，Y. MATSUNAGA：Development of the Rocking Wooden Toy with a Marble/Glass-
Ball Going Down a Slope as a Teaching Material，ICTE2021 Conf. Proceedings，pp.164-170 (2021)

５．主要な社会活動業績
１）科学技術高校、浜松工業高校SSH、こどもクリエイティブタウン「ま･あ･る」評価委員
２）科学研究費助成2021-2023、日教弘助成2022
３）フジテレビ「世界の何だコレ！？ミステリー」
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紅　林　秀　治
所 属　静岡大学学術院教育学領域　技術教育系列
職 位 ・ 学 位　教授　博士（学校教育学）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　技術教育教材論研究
研 究 テ ー マ　技術教育　設計教育　教材開発論

１．これまでの教育研究について
　静岡大学に着任して以来、技術科教育法等担当教員として、技術科教育に関する教材、指導法、カリ
キュラムの開発に関する研究を行っています。これまでに、技術を学ぶ意義を実感させる指導法、設計
に関わる思考力やシステム概念の形成過程に関する研究を深めています。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程においては、これまでの教育研究で行ってきたことを基盤としながら、さらに、普通教育
としての技術教育の本質や歴史を踏まえた上で、技術リテラシーについて考察します。また、設計力を
高めるための指導や教材の在り方についても追究していきたいと考えています。

３．担当講義について
【技術教育教材論研究】
　本講義では、普通教育としての技術教育と専門教育としての技術教育の違いを整理してから、技術教
育では欠かすことができない概念である設計について考察します。さらに、設計能力を高めるための教
材や教育方法について検討します。検討にあたっては、実際に教材を設計したり製作したりします。

４．主要な研究業績（2019 .4　～）
（1）金属パイプを利用した自立式ハンモック教材の開発，日本産業技術教育学会誌　第62巻第２号，

2020年，pp.103-112，西ヶ谷浩史・紅林秀治
（2）エンジニアの視点を獲得するための工学設計の手法を取り入れた中学校技術・家庭科（技術分野）

の学習，日本産業技術教育学会誌，第62巻，第３号，2020年，pp.267-275　西ヶ谷 浩史・紅林 秀
治

（3）技術科教育におけるプロジェクトマネジメントに基づくカリキュラムの提案，日本産業技術教育学
会誌，第62巻，第４号，2020年，pp.315-322，室伏春樹・岡本駿・紅林 秀治

（4）ドライバ操作における手指動作の大学生と中学生の比較，日本産業技術教育学会誌，第63巻，第１
号，2021年，pp.1-11，青木 麟太郎・紅林 秀治

（5）ドライバ操作時の押圧力測定装置の開発，教科開発学論集　第９号，2021年，pp.99-110，青木麟太郞・
紅林秀治

（6）全方向移動型倒立振子教材の開発，日本産業技術教育学会誌，第63巻，第３号，pp.297-305， 2021年，
石嶺 達騎・大村 基将・青木 麟太郎・山下 友矢・紅林 秀治

（7）エンジニアリング・デザインの考え方を取り入れた中学校技術科の授業実践，静岡大学教育実践総
合センター紀要，32巻，pp.135-142，2022年，草野正義・西ヶ谷浩史・青木麟太郎・大村基正・鄭
基浩・紅林秀治

（8）小学校プログラミング教育のための立体LEDキューブ制御教材の開発，日本産業技術教育学会誌，
第64巻第1号，pp.19-29，2022年，杉山優貴・大村基将・青木麟太郎・紅林秀治

５．主要な社会活動業績（2019.4～）
（1）教育研究会（藤枝市，焼津市，島田市，掛川市，三島市）　講師
（2）静岡県教職員組合　教育研究集会　技術科教育分科会　講師
（3）静岡県総合教育センター主催研修　講師
（4）藤枝市ロボコン教室　講師
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杉　山　康　司
所 属　静岡大学教育学部保健体育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（スポーツ健康科学）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　教科開発学原論、体育･課外活動教材論研究
研 究 テ ー マ　運動生理学、体力科学、トレーニング科学

１．これまでの教育研究について
　保健体育の教科専門である運動生理学をメインに体力科学的、スポーツ科学的な研究を行っていま
す。特に人が行う各種運動およびスポーツについてエネルギー消費量の経済性や骨格筋活動について評
価し、その結果を基に運動指導に向けたプログラムや指針について検討しています。対象者は乳幼児か
ら高齢者まで幅広くテーマを持ちながら活動しております。

２．博士課程における教育研究について
　これまで、保健体育の教科としてだけではなく生涯にわたるスポーツ教育に目を向けて研究を行って
きました。特に運動生理学は客観的データの取得を主とした自然科学系の分野であり、学校教育におけ
る教科教育のように授業そのものの方法について柔軟に知見を纏め上げていくフィールドとは異なって
います。しかし、教科教育の背景には教科専門の知見を欠かすことはできません。博士課程では保健体
育の教科専門と教科教育の一体化を目指した教育研究への挑戦が必要であると考えています。

３．担当講義について
【教科開発学原論】
　さまざまな教科で教科専門と教科教育についてどのような連携があるのかなどを模索し、教科開発学
専攻での学位の特色と人材育成に向けた討論をしたいと考えています。私の担当する時限では保健体育
の授業現場において教師が理解しておかなければならない専門的な研究成果について紹介しながら、他
教科との共通点や相違点、他教科の教師も知るべき保健体育の知識（初等、中等教育教員の立場で、）
について考えてみたいと思います。

【体育･課外活動教材論研究】
　教科開発学原論において一部紹介した内容を基に受講生の皆様が直面している研究課題と照らし合わ
せながら、さらに一歩深めた内容にしたいと思います。運動生理学やスポーツ科学という分野で得られ
てきた研究成果をいくつかのトピックスとの研究手法に」ついての共通点や相違点について意見を交わ
し、実際の研究データに触れながらの論文抄読から、常に学校教育に応用する立場で討論してみたいと
思います。保健体育教科専門の一つである運動生理学分野からみた創造教科学を考えています。
主要な研究業績（2013.4　～）
　「Relationships between physical fitness and body mass index in 11- and 12- year-old New Zealand and 
Japanese school children」：教科開発学論集　2013　1 195-206，Sugiyama K and Michael J. Hamlin、
保健体育教材としてのポスチュアウォーキングの可能性～エキスパートポスチュアウォーカーの筋活
動およびビギナーが示す運動強度から～」ウォーキング研究，2016, 20, 21-27, 杉山康司　他、「Blow 
Rifle: A Healthy New Sport」Sport Exerc Med Open J. 2017; 3(2): 46-52. Sugiyama K他、「ノルディッ
クウォーキング、ランニングにするとどうなる？～ノルディックランニングの生理学的応答～」ウォー
キング研究21，2018，17-25、杉山康司、他など

４．主要な社会活動業績
　日本体力医学会会員　（評議員　平成14年10月〜現在）日本スポーツ少年団指導育成部会部会員、静
岡県教育委員会スポーツ推進審議会委員他
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村　上　陽　子
所 属　静岡大学教育学部家政教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　博士（学術）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　家庭科教材論研究
研 究 テ ー マ　食文化、食品物性学、食品色彩学、家庭科におけるものづくり、
　　　　　　　教科連携

１．これまでの教育研究について
　食品学・栄養学・食品衛生学・家庭科教育法等の担当教員として、食育や家庭科教育に関する教材開
発、教科連携に関する研究を行っています。食品については、各種栄養素の成分組成や調理加工による
変化、食品のもつ物理特性（硬さ、凝集性、付着性）とともに、これら物理特性が食嗜好性に及ぼす影
響について研究しています。また、和菓子を中心として食品の色彩が食嗜好性に及ぼす影響について分
析するとともに、経験的に行われてきた調製方法を理論的に分析するなど、我が国の食文化について科
学的・文化的な視点から研究を行っています。最近では、小・中学校における給食指導や食に関する指
導などについても研究を行っています。これら研究を通して得られた成果については教材化し、幼稚園
をはじめ、小・中・高等学校において実践を行っています。教育分野においては、家庭科における食育、
および、ものづくりの課題を明らかにしつつ、これからの家庭科における新しい教材を提案しています。

２．博士課程における教育研究について
　食品における物理的特性や化学的特性、官能特性などを科学的手法・文化的手法を用いて検討してい
きます。また、家庭科における食品学や栄養学、食品衛生学の意義について、多様な視点から考察でき
る資質・能力の育成を行っていきたいと考えています。教科連携については、食育など生活に関わる現
代的課題やものづくりを核として教科連携モデルを考案し、授業実践していきたいと考えています。

３．担当講義について
【家庭科教材論研究】
　家庭科の指導内容について、①小・中・高等学校の家庭科の学習における課題、②家庭科教育に必要
な視点、③家庭科の知識・技能の定着と多角的視点の育成を目指した教材・指導法について分析・考察
し、新たな教材づくりを検討します。

４．主要な研究業績
【論文・著書】
１）小中高等学校の家庭科における発酵食品に関する教科書分析―日本酒・酒粕の学習状況に焦点を当

てて―，日本家政学会誌，72(8)，529-542，鳥居優理香，村上陽子（2021）
２）色彩と食欲向上 ―栄養面での期待―，保健の科学，63(11)，773-777，村上陽子（2021）
３）和菓子の教材化 ―食文化継承のための教材開発と実践―，日本調理科学会誌，54(6)，280-283，

村上陽子（2021）
４）米の種類が麹甘酒の糖化および食嗜好性に及ぼす影響，静岡大学教育学部研究報告（人文・社会・

自然科学篇），72，69-81，鈴木絢子，村上陽子（2022）
５）高等学校・家庭科におけるキャリア教育のあり方（第二報） ―高校生と大学生における実態把握と

課題―，静岡大学教育実践総合センター紀要，32，70-80，村上陽子，勝山郁美（2022）
６）村上陽子（2021）行事食と色，「別冊うたかま　伝え継ぐ日本の家庭料理　四季の行事食」，農山漁

村文化協会，p.115
７）村上陽子（2022）和三盆糖，「糖質・甘味のおいしさ評価と健康・調理・加工」（山野善正監修），エヌティー

エス，pp.223-236

５．主要な社会活動業績
１）静岡県教育研究会技術・家庭科教育研究部夏期研究大会　助言者，2021年８月５日（菊川市，web）
２）静岡県中学生創造ものづくり教育フェア（お弁当部門）審査委員長，2021年10月25日（静岡市立籠

上中学校）
３）新聞報道：「おはぎ進化形：五感を刺激　若者にもアピール」，中国新聞朝刊15面（2021年11月23日）
４）附属静岡小学校共同研究者
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伊　藤　文　彦
所 属　静岡大学教育学部
職 位 ・ 学 位　教授　学術修士 
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　表現・鑑賞論　美術教材論研究　教科開発学セミナーⅠⅡⅢ
研 究 テ ー マ　美術・デザイン教育方法開発、デザインリテラシー教育論

１．これまでの教育研究について
　美術教育の中でもデザイン分野を専門として、デザインの発想法を中心にデザインプロセス全般を対
象に研究を行っています。また、創造系の教科の指導者として求められる表現力の研鑽のために、ビジュ
アルデザインを中心に公的な場面で様々なデザインワークを展開しています。
　現代環境において、デザインの領域は多岐に渡っており、コミュニケーション、プロダクト、環境デ
ザイン、イベント・キャンペーン等、現代の私たちの生活とは切り離せない深い関わりをもっています。
しかしながらこれまでの美術教育では自己表現や感性などの伝統的な概念を重んじられてきたあまり、
美術教育が社会への適合性といった点ついてはかならずしも有効な教育になりえていなかったことが問
題点としてあげられます。こうした問題意識を背景に、より今日的役割を明確にした横断的な学問とし
てのデザイン教育を構想するための研究を行っています。

２．博士課程における教育研究について
　本博士課程においては、これまで行ってきたデザインプロセスの構造化およびデザインリテラシー研
究を基盤として美術・図画工作科教育の諸問題を明確化し、今後重要度が増してくる表現と鑑賞教育の
バランスのとれた芸術教育を学校教育にいかに定着させるかという課題に取り組みたいと考えていま
す。その際、これまで芸術における感性の問題としてブラックボックス化されてきた部分について、認
知科学の知見を援用しながらモデル化することを通して、他の教科との接点を見出しながら、学際的な
教科としての美術・デザイン教育を展望するという観点から博士課程での教育研究に関わっていきたい
と考えています。

３．担当講義について
【表現・鑑賞論】
　芸術を表現することとそれを鑑賞することは表裏一体の関係であり、常に同時発生的に進行する創造
性豊かな思考過程である。この授業では、そういった表現と鑑賞の思考過程を芸術学と認知科学を融合
させた学際的な観点で整理し、芸術教育のありかたについて考察するものである。
　特に美術・デザインの「リテラシー」について、具体的な作品・製品・イベント等を鑑賞・理解の対
象とし、ワークシート作業を含めた実践的な演習も含めながら理解を深める。

【美術教材論研究】
　美術・デザイン活動及びその教育について、今日の問題状況や新たな展開について展望する。特に、
美術・デザインのもつ特性とその教育の価値について、コミュニケーションやそのリテラシーといった
情報概念を軸に考察し、それを応用した教材開発について探求する。

４．主要な研究業績（2021.4～）
１）「デザイン教育における地域連携プロジェクトの実践と考察３ : ふじのくに茶の都ミュージアム『若

者とお茶』ポスタープロジェクトを事例として」, 静岡大学教育実践総合センター紀要　32巻, 2022
年３月, pp238-247

２）「デザイン思考で切り拓くカッコいい僻地」武井敦史編著『地場教育〜此処から未来へ』所収, 静岡
新聞社, 2021年７月, pp.146-pp.164

３）「静岡県立磐田南高等学校創立100周年記念」横断幕・ポスターデザイン, 静岡県立磐田南高等学校, 
2021年10月-2022年11月

５．主要な社会活動業績（2021.4～）
１）下田中学校SID事業, 下田市教育委員会, 下田市, 2021年４月〜2021年３月
２）静岡県地域との協働による高等学校教育改革推進事業運営指導委員, 静岡県教育委員会, 2021年４

-2022年３月
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長　谷　川　慎
所 属　静岡大学教育学部音楽教育講座
職 位 ・ 学 位　教授　修士（音楽）
博士課程分野　創造系教科学
担 当 科 目　表現・鑑賞論
研 究 テ ー マ　音楽教育学、日本音楽の指導法、和楽器（箏・三味線・胡弓）演奏法、
　　　　　　　地歌箏曲総論、地歌箏曲の楽器の変遷

１．これまでの教育研究について
　地歌箏曲演奏家としての経験から音楽科教育の今日的課題の一つである「日本音楽の指導」に関して
指導法、教材開発等を研究している。「体感する日本音楽」をモットーに学生指導を行い、伝統音楽の
表現と鑑賞活動に取り組むことで、深奥な日本音楽の良さを体感し他者にその魅力を語れるような学生
を育てることを目指している。

２．博士課程における教育研究について
　博士課程においては、「表現・鑑賞論」の授業を伊藤文彦教員と分担で担当する。これまでの音楽科
教育における日本音楽指導について俯瞰し、問題点を浮き彫りにしながら今後の指導のあり方について、
学生諸君と考えていきたいと考えている。先人が育み伝えてきた音楽でありながら、自らの言葉として
語れる教員が少ない現状を改善し、子どもたちにどのように指導するかを考えるのは教科教育に携わる
人間の使命の一つである。教員と学生双方が経験を生かして日本学の指導、教材開発について考えてい
きたい。

３．担当講義について
【表現・鑑賞論】
　芸術は存在そのものが教育であると言える。そして、芸術を表現することとそれを鑑賞することは表
裏一体の関係であり、常に同時発生的に進行する創造性豊かな思考過程である。この授業では、そういっ
た表現と鑑賞の思考過程を芸術学と認知科学を融合させた学際的な観点で整理し、芸術教育のありかた
について考察するものである。音楽学概論、音楽教育学概論、音楽鑑賞教育論の視点から教科開発学に
おける音楽科教育を探究する。

４．主要な研究業績（2019.1～）
１）日本音楽の教育と研究をつなぐ会編「箏曲」『唱歌で学ぶ日本音楽』、音楽之友社、2019
２）齊藤忠彦／菅裕編著「和楽器の指導」『新版　中学校・高等学校教員養成課程　音楽科教育法』、教

育芸術社、pp.190-191、2019
３）有本真紀、阪井恵、津田正之編著「II小学校音楽科の目標と内容　「A 表現」器楽分野　(2)指導の

ポイント　「和楽器」」『教員養成課程小学校音楽科教育法新版教員養成課程小学校音楽科教育法』、
教育芸術社、pp.34-37、2019

４) 本多佐保美編著「第Ⅴ章１箏（箏曲）の学習」『日本音楽を学校でどう教えるか』、開成出版、
pp.44-47、2020

５）長谷川慎・志民一成・櫻井千晶「音楽授業における歌唱モデル構築のための伝統的な歌唱を稽古す
る子どもの歌い方の分析（２）」、静岡大学教育実践総合センター紀要、29/29 pp.100-107、2022

５．主要な社会活動業績（2017.10～）
１） 静岡県総合教育センター主催音楽の授業づくり研修会講師「～口唱歌を用いた和楽器の指導～」

（2017年10月）
２）日本芸術文化振興会あぜくらの集いにおける講演「三味線の響き～古態楽器の聴き比べ～」（2019

年５月）
３）文化庁主催令和元年度伝統音楽指導者等研修会講師（2019年７〜８月）
４）地歌箏曲研究会の開催「第３回古態の楽器による地歌の会」宮城道雄記念館（2022年３月）
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